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1 ククイイッッククススタターートト

デフォルトデバイスや作成したカスタムビューからネットワーク上のデバイス
情報の整理や監視をサポートする多くの機能が利用できます。 初めにログイ
ンし、ネットワーク上でデバイスとホストの検出からワークスペースを設定す
る必要があります。

起起動動ととロロググイインン

1 本アプリケーションを開きます。

2 管理者権限を持っている場合、最後に保存したワークスペースが表示され、タ
スクを続行できます。

アプリケーションをインストールしたばかりで、これが最初の起動である場合
は、[KYOCERA Net Viewer ワワーーククススペペーーススをを選選択択] ダイアログボックスが表
示されます。 手順 4 に進みます。

管理者権限を持っていない場合は、ネットワーク管理者にユーザーログインパ
スワードを設定してもらう必要があります。 手順 3 に進みます。

3 ログインテキストボックスにパスワードを入力して、[OK] をクリックしま
す。 送信したパスワードが受理されると、最後に保存したワークスペースが
表示されます。

ユーザーとして管理者権限を持たずに初めてログインする場合は、ステップ4
に進みます。

4 ワークスペースフォルダーを入力または参照し、[OK] をクリックします。 [デデ
ババイイススをを追追加加] ウィザードが表示され、ネットワークデバイスをワークスペー
スに追加することができます。

認認証証オオププシショョンンをを編編集集

他の Windows ユーザーがアプリケーションにログインする際の、パスワード
を設定できます。 この機能は管理者のみが設定できます。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン] ダイアログボックスで、[認認証証] をクリックします。

3 [ロローーカカルルパパススワワーードドをを有有効効ににすするる] チェックボックスを選択します。

4 [新新ししいいパパススワワーードド] テキストボックスに、ローカルユーザーのパスワードを入
力します。 パスワードは、画面上に表示されている必要条件に従ってくださ
い。

5 [パパススワワーードドのの確確認認] テキストボックスに、再度パスワードを入力します。
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6 [OK] をクリックします。

デデババイイススのの検検出出

[検検出出]は、ネットワーク上のデバイスを確認する機能です。 新しいデバイスが
検出されると、 アプリケーションはそのデバイスに関する情報をデータベー
スに追加します。 この処理は、一つまたは複数のデバイスに対して手動で実
行するか、またはスケジュールを設定して自動で実行することもできます。
また、デバイスを検出から除外することもできます。

アプリケーションを最初に起動するとき、または新規ワークスペースを開いた
ときは、 [デデババイイススをを追追加加]ウィザードが自動的に起動されます。

デデババイイススをを追追加加

[デデババイイススをを追追加加] ウィザードを使用して、ビューリストにデバイスを追加でき
ます。

1 [デデババイイスス] メニューで、[検検出出] > [デデババイイススをを追追加加] の順にクリックします。

2 [デデババイイススをを追追加加] ウィザードで、デバイスを追加する方法を選択します。

[エエククススププレレスス]
事前に定義された通信設定を使用してローカルネットワーク内のデバイス
を検出します。

[カカススタタムム]
設定を指定して任意のネットワーク上のデバイスを検出します。

3 選択した方法に対してウィザードを実行し、 [完完了了] をクリックして検出を開
始します。

デデババイイススをを追追加加すするるたためめののカカススタタムムオオププシショョンン

[デデババイイススをを追追加加] のウィザードで [カカススタタムム] が選択されている場合、検出処理
を実行する場所をローカルネットワーク、指定の IP アドレス、または IP アド
レスの範囲から選択できます。 ウィザードにしたがって次のオプションを選
択します。

[ロローーカカルルネネッットトワワーークク上上でで検検索索]
検出タイプを選択してください。 [次次へへ] をクリックして、通信設定、検出
のスケジュールを選択し、検出の設定を確認します。

[IP アアドドレレススでで検検索索]
IPv4 または IPv6 アドレス、またはホスト名を入力し、[追追加加]をクリックし
て [選選択択さされれたたタターーゲゲッットト] リストに追加します。 [イインンポポーートト] をクリック
して IP アドレスリスト (CSV または TXT) を使用することもできます。 [選選
択択さされれたたタターーゲゲッットト] リストから IP アドレスまたはホスト名を削除するに
は、IP アドレスまたはホスト名を選択してから、[削削除除] をクリックしま
す。 [次次へへ] をクリックして、通信設定、検出のスケジュールを選択し、検
出の設定を確認します。

[IP アアドドレレスス範範囲囲でで検検索索]
IPv4 または IPv6 の開始 IP アドレスと終了 IP アドレスを入力し、[追追加加] を
クリックして [選選択択さされれたたネネッットトワワーーククセセググメメンントト] リストに追加します。
[選選択択さされれたたネネッットトワワーーククセセググメメンントト] リストから IP アドレス範囲を削除す
るには、IP アドレスを選択してから、[削削除除] をクリックします。 [次次へへ] を
クリックして、通信設定、検出のスケジュールを選択し、検出の設定を確
認します。
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自自動動検検出出

定期的な検出処理を実行するよう、スケジュールを設定することができます。
デバイスがネットワークに頻繁に追加あるいは削除される場合、定期的に検出
を実行するとデータベースを最新の状態に保つことができます。

自自動動検検出出ののススケケジジュューールル設設定定

デバイスの検出のスケジュールを設定することができます。

1 [デデババイイスス] メニューで、[検検出出] > [自自動動検検出出] の順にクリックします。

2 [ススケケジジュューールルさされれてていいるる検検出出] ダイアログボックスが開きます。

[追追加加] をクリックして新しい検出モードを作成します。 [デデババイイススをを追追加加]
ウィザードで、各ウィンドウから定期検出のスケジュールを設定するよう
選択します。 [検検出出のの確確認認] ページで、[完完了了] をクリックして設定を保存し
ます。

[ププロロパパテティィーー] をクリックして、検出のスケジュールを編集します。 ウィ
ンドウ上で、定期検出のスケジュールの設定を確認し、[変変更更をを適適用用] をク
リックします。

3 [削削除除] をクリックして検出のスケジュールを削除します。

4 [閉閉じじるる] をクリックして変更を保存して、[ススケケジジュューールルさされれてていいるる検検出出] ダイ
アログボックスを終了します。

除除外外さされれたたデデババイイスス

デバイスを検出処理から除外できます。 セキュリティーに関する理由で、
ビューからホストを削除できます。

デバイスは [デデババイイススをを含含めめるる] を実行することにより、デバイスリストに復
元することができます。

検検出出かかららデデババイイススをを除除外外

検出プロセスからデバイスを除外できます。 このオプションは、デバイスリ
ストからデバイスを除外し、 [除除外外さされれたたデデババイイスス] ウィンドウにデバイスを
表示します。 デバイスの情報は、アプリケーションから削除されません。

1 [デデババイイスス] ビューまたは [部部門門デデババイイススビビュューー] から、除外したいデバイスを選
択します。

2 選択したデバイスを右クリックし、 [デデババイイススのの削削除除] をクリックします。

デデババイイススをを含含めめるる

除外されたデバイスを再び含めることができます。 デバイスが含まれた場合
は、次の検出に表示されます。

1 [デデババイイスス] メニューで、[検検出出] > [除除外外さされれたたデデババイイスス] の順にクリックしま
す。

2 [除除外外さされれたたデデババイイスス] リストから、含めたいデバイスを選択します。

3 [デデババイイススをを含含めめるる] をクリックします。
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ホホスストトのの検検出出

[検検出出] は、ネットワーク内にあるホストPCを検索して表示させる機能です。
ホストが検出されると、 アプリケーションはデータベースにあるそのホスト
の情報を更新します。 この処理は、1 つまたは複数のホストに対して手動で実
行するか、またはスケジュールを設定して自動で実行することもできます。
検出プロセスからホストを除外することもできます。

ホホスストトササーービビススをを有有効効化化

アプリケーションがホストを検出するには、 Windows Management
Instrumentation (WMI) と Remote Procedure Call (RPC) サービスをホストと対
象のコンピューターで有効化する必要があります。

署署名名付付ききドドラライイババーーのの証証明明書書ののイインンスストトーールル

Windows Vista 以降、ハードウェアに関連したドライバーにはデジタル署名が
必要になります。 署名付きドライバーをインストールする前に、Windows に
は信頼された証明書が必要です。 マイクロソフトが署名したドライバーに
は、証明書は既にインストールされおり、製造者が署名したドライバーには、
ターゲットのホストに証明書をインストールする必要があります。

1 ドライバーパッケージから、[セセキキュュリリテティィーーカカタタロロググ] (.CAT) ファイルを選択
します。

2 [セセキキュュリリテティィーーカカタタロロググ] ダイアログボックス > [全全般般] で、[署署名名のの表表示示] をク
リックします。

3 [デデジジタタルル署署名名のの詳詳細細] ダイアログボックス > [全全般般] タブで、[証証明明書書のの表表示示] を
クリックします。

4 [証証明明書書] ダイアログボックス > [全全般般] タブで、[証証明明書書ののイインンスストトーールル] をク
リックします。

5 [証証明明書書ののイインンポポーートト] ウィザードで、[次次へへ] をクリックします。

6 [証証明明書書スストトアア] ページで、[証証明明書書ををすすべべてて次次ののスストトアアにに配配置置すするる] を選択し、
[参参照照] をクリックします。

7 [証証明明書書スストトアアのの選選択択] ダイアログボックスで、[信信頼頼さされれたた発発行行元元] を選択し
[OK] をクリックします。

8 [次次へへ] をクリックし、[完完了了] をクリックします。

WMI

1 ホストと対象のコンピューターで、[ススタターートト] > [ココンントトロローールルパパネネルル] > [シシスス
テテムムととセセキキュュリリテティィーー] > [管管理理ツツーールル] > [ココンンピピュューータターーのの管管理理] に進みます。

2 [ココンンピピュューータターーのの管管理理] ダイアログボックスで、[ササーービビススととアアププリリケケーーシショョ
ンン] をクリックします。

3 [WMI ココンントトロローールル] を右クリックし、 [ププロロパパテティィーー] を開きます。
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4 [WMI ココンントトロローールルののププロロパパテティィーー] ダイアログボックスで、[セセキキュュリリテティィーー]
タブをクリックします。

5 [セセキキュュリリテティィーー] ボタンをクリックします。

6 [ググルルーーププ名名ままたたははユユーーザザーー名名] リストから、 [Administrators] を選択しま
す。

7 [アアククセセスス許許可可] リストで、[リリモモーートトのの有有効効化化] を [許許可可] にするチェックボック
スを選択します。

RPC

1 ホストと対象のコンピューターで、[ススタターートト] > [ココンントトロローールルパパネネルル] > [シシスス
テテムムととセセキキュュリリテティィーー] > [管管理理ツツーールル] > [ココンンピピュューータターーのの管管理理] に進みます。

2 [ココンンピピュューータターーのの管管理理] ダイアログボックスで、[ササーービビススととアアププリリケケーーシショョ
ンン] > [ササーービビスス] をクリックします。

3 [Remote Procedure Call (RPC)] を右クリックし、[開開始始] をクリックします。

ホホスストトをを追追加加

[ホホスストトをを追追加加] ウィザードを使用して、ビューリストにホストコンピューター
を追加できます。

1 [ホホスストト] メニューで、[検検出出] > [ホホスストトをを追追加加] をクリックします。

2 [ホホスストトをを追追加加] ウィザードで、ホストコンピューターの検出方法を選択しま
す。

3 選択した方法に対して、設定を終了します。 [検検出出のの確確認認] ページで、[完完了了]を
クリックします。 前のページで [すすぐぐにに開開始始] を選択した場合は、検出を開始
します。 定期検出のスケジュールを選択した場合は、[ススケケジジュューールルさされれてていい
るるホホスストトのの検検出出] ダイアログボックスに追加されます。

参参考考: ホストを初めて追加する場合は、[ドドメメイインン管管理理者者ロロググイインン] ダイアロ
グボックスが表示されます。

[ホホスストトビビュューー] でホストを選択し、[ホホスストトのの削削除除] をクリックしてホストを削
除することができます。 ドライバー情報およびキュー情報も削除されます。
[除除外外さされれたたホホスストト] リストにホストが追加されます。

ホホスストトをを追追加加ののオオププシショョンン

[ホホスストトをを追追加加] ウィザードで、次のオプションを選択します。

[現現在在ののドドメメイインンをを検検索索]
ネットワーク内のホストを検出します。 [次次へへ] をクリックして、検出のス
ケジュールを選択し、検出の設定を確認します。

[Active Directory をを参参照照]
[Active Directory] 内のロケーションを選択します。 [次次へへ] をクリックし
て、検出のスケジュールを選択し、検出の設定を確認します。
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[IP アアドドレレスス範範囲囲をを指指定定]
IPv4 または IPv6 の開始 IP アドレスと終了 IP アドレスを入力し、[追追加加] を
クリックして [選選択択さされれたたネネッットトワワーーククセセググメメンントト] リストに追加します。
[選選択択さされれたたネネッットトワワーーククセセググメメンントト] リストから IP アドレス範囲を削除す
るには、IP アドレスを選択してから、[削削除除] をクリックします。 [次次へへ] を
クリックして、検出のスケジュールを選択し、検出の設定を確認します。

[IP アアドドレレススのの指指定定]
IPv4 または IPv6 アドレス、またはホスト名を入力し、[追追加加]をクリックし
て [選選択択さされれたたタターーゲゲッットト] リストに追加します。 [イインンポポーートト] をクリック
して IP アドレスリスト (CSV または TXT) を使用することもできます。 [選選
択択さされれたたタターーゲゲッットト] リストから IP アドレスまたはホスト名を削除するに
は、IP アドレスまたはホスト名を選択してから、[削削除除] をクリックしま
す。 [次次へへ] をクリックして、検出のスケジュールを選択し、検出の設定を
確認します。

自自動動ホホスストト検検出出

定期的な検出処理を実行するよう、スケジュールを設定することができます。
ホストがネットワークに頻繁に追加あるいは削除される場合、定期的に検出を
実行するとデータベースを最新の状態に保つことができます。

自自動動ホホスストト検検出出ののススケケジジュューールル設設定定

ホストの検出のスケジュールを設定することができます。

1 [ホホスストト] メニューで、[検検出出] > [自自動動検検出出] をクリックします。

2 [ススケケジジュューールルさされれてていいるるホホスストトのの検検出出] ダイアログボックスから、次のオプ
ションを選択します。

[追追加加] をクリックして新しい検出モードを作成します。 [ホホスストトのの追追加加]
ウィザードで、各ウィンドウから定期検出のスケジュールを設定するよう
選択します。 [検検出出のの確確認認] ページで、[完完了了] をクリックして設定を保存し
ます。

[ププロロパパテティィーー] をクリックして、検出のスケジュールを編集します。 ウィ
ンドウ上で、定期検出のスケジュールの設定を確認し、[変変更更をを適適用用] をク
リックします。

3 [削削除除] をクリックして検出のスケジュールを削除します。

4 [閉閉じじるる] をクリックして変更を保存して、[ススケケジジュューールルさされれてていいるるホホスストトのの
検検出出] ダイアログボックスを終了します。

除除外外さされれたたホホスストト

検出プロセスからホストを除外できます。 セキュリティーに関する理由で、
ビューからホストを削除できます。

[ホホスストトをを含含めめるる] オプションを使用してホストを再び含めることができます。

検検出出かかららホホスストトをを除除外外

検出プロセスからホストを除外できます。 ホストリストからホストを消去
し、[除除外外さされれたたホホスストト] ウィンドウに表示します。 ホストの情報は、アプリ
ケーションから削除されません。

1 [ホホスストトビビュューー] で、除外するホストを選択します。
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2 選択したホストを右クリックして [削削除除] をクリックします。

ホホスストトをを含含むむ

除外されたホストを再び含めることができます。 ホストが含まれた場合は、
次の [ホホスストトのの検検出出] に表示されます。

1 [ホホスストト] メニューで、[検検出出] > [除除外外さされれたたホホスストト] をクリックします。

2 [除除外外さされれたたホホスストト] リストから、含めたいホストを選択します。

3 [ホホスストトをを含含めめるる] をクリックします。

ユユーーザザーーイインンタタフフェェーースス

ユーザーインタフェースは、ネットワークデバイス、デバイスの部門、または
ホストコンピューターに関する必要な情報がすばやく得られるよう設計されて
います。

画面は 2 つのペインに分かれています。 ナビゲーションペインでは、他のペ
インのデバイスリストに表示するビューを選択できます。 ビューは指定され
た列および行 (リスト) を整理したもの、あるいはレイアウト (マップ) です。

アプリケーションには 2 つのビューがあります。カスタムビューは、[ママイイ
ビビュューー]の見出しの下に一覧表示され、アプリケーションによって定義されて
いる標準ビューは、[デデフフォォルルトトビビュューー]の下に表示されます。

メメイインンメメニニュューー

メインメニューはウィンドウの一番上にあります。 アプリケーションに対す
る一般的な操作を、このメニューで行います。

ママイイビビュューー

[ママイイビビュューー] は、 [デデフフォォルルトトビビュューー] または他の [ママイイビビュューー] から作成でき
るリストまたはマップです。 マイビューを使用すると、表示する情報の種類
をカスタマイズできます。 [ママイイビビュューー] は、ツリー形式になっており、フォ
ルダーと [ママイイビビュューー] ノードが表示されます。 [ママイイビビュューー] でデフォルト
ビューを選択すると、 別のペインにビュー (リストまたはマップ) を表示しま
す。 フォルダーを作成して、[ママイイビビュューー] を整理および管理することができ
ます。 [ママイイビビュューー] に情報を追加するには、[表表示示] メニューで [ダダイイナナミミッックク
ビビュューーのの追追加加] または [選選択択をを使使用用ししててママニニュュアアルルビビュューーをを追追加加] の順に選択し
ます。

デデフフォォルルトトビビュューー

[デデフフォォルルトトビビュューー] は、 既存のリストまたはマップビューとなっています。

特定のデフォルトビューを選択すると、 アプリケーションは別のペインに
ビュー (リストまたはマップ) を表示します。 一部の[デデババイイスス]ビューオプショ
ンは、リストビューで使用でき、マップビューでは使用できません。

[デデフフォォルルトトビビュューー]には標準の 6 つの[デデババイイスス]ビュー、2 つの[部部門門]ビュー、
および 3 つの[ホホスストト]ビューが使用できます。 これらを削除することはできま
せん。

ツツーールルババーー

各ビューはメインメニューの下にツールバーを表示します。 ツールバーに
は、デバイス、部門、ホストを管理または編集するタスク等、各ビューでよく
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使われるタスクのアイコンが含まれます。 マウスのカーソルを各アイコンの
上に合わせると、対応するタスクを確認することができます。

リリスストトビビュューー

ビューが選択されている場合、画面にデバイス、部門、ホストのリストが表示
されます。 カスタマイズ可能な情報がリスト形式で表示されます。 [デデババイイ
スス] のリストビューを展開して、デバイスに関する詳細な情報を表示すること
ができます。 [ママッッププビビュューー] を使用してオフィスの背景マップにデバイスを
表示できます。

スステテーータタススアアイイココンンのの識識別別

デバイスおよびホストのリストビューにあるステータスアイコンには、各デバ
イスの状態に関する簡単な説明が表示されます。 三角形のアイコンをクリッ
クして行を展開すると、状態についての説明が表示されます。

リリスストトビビュューーののカカススタタママイイズズ

[ママイイビビュューー] で保存されたデバイス、部門、およびホストの情報を調整できま
す。 [ママイイビビュューー] への変更を更新するには、ツールバーで [ビビュューーのの更更新新] を
クリックします。 [デデフフォォルルトトビビュューー] に対する変更は、ビューを終了した後
は保存されません。

列列のの表表示示/非非表表示示

列の選択リストを開くには、列の見出しを右クリックします。 目的の列名を
クリックして、ビューに表示する新しい列を選択します。 リストビューから
列を非表示にするには、任意の列見出しをクリックして列の選択リストを開き
ます。 隣にチェックマークが付いている非表示にする列名をクリックしま
す。

列列のの幅幅のの変変更更

列の幅を調整するには、列の境目上で両方向矢印が表示される位置までカーソ
ルを移動します。 矢印をクリックし、設定する列サイズまでドラッグしま
す。

列列のの場場所所のの変変更更

リストビューの別の場所に列を移動するには、移動する列の見出しをクリック
し、移動する場所にドラッグします。

リリスストトビビュューーのの整整理理

デバイスリストの情報は、並べ替えることができます。 列見出しをクリック
すると、並べ替え条件としてその列のデータを使用して、ビュー内の行の並べ
替え順序が変更されます。 上向きの三角形は行が昇順で並べ替えられている
ことを示し、下向きの三角形は行が降順で並べ替えられていることを示しま
す。

デデババイイススののリリスストトビビュューーのの行行をを展展開開

[デデババイイスス] のリストビューの行を展開して、デバイスに関する詳細な情報を表
示することができます。 三角形のアイコンをクリックし、デバイスと装着さ
れているすべてのオプションが表示された3D 画像が表示されます。 デバイス
に関するその他の情報、モデル、ステータス、IP アドレス、および印刷速度
などが表示されます。

行を通常のデバイスリストに折りたたむには、もう一度三角形のアイコンをク
リックします。
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監監査査ロロググレレココーードドをを表表示示

監査ログは、作成されると自動的に保存されます。 認可されたユーザーは、
それを [監監査査ロロググレレココーードド] ダイアログボックスに表示することができます。
監査ログはアプリケーションを実行するたび、または認証オプションを変更す
るたびに作成されます。 監査ログは [編編集集] > [オオププシショョンン] > [ロロググのの管管理理設設定定]
で管理できます。

1 [フファァイイルル] メニューで [ロロググレレココーードドをを開開きき監監査査] をクリックします。

2 [監監査査ロロググレレココーードド] ダイアログボックスで:

ビュー内の行のソート順を変更するには、列のヘッダーをクリックしま
す。

[検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオプションを選択し、検索したい文字
を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力します。

監査ログレコードを保存するには、[エエククススポポーートト]をクリックしてダイアロ
グボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。 デフォルト
ファイル名は [AuditLog.csv] です。

[更更新新] をクリックして表示を更新します。

3 [閉閉じじるる] をクリックします。

アアププリリケケーーシショョンンウウィィンンドドウウをを閉閉じじるる

アプリケーションウィンドウを閉じることにより、画面にデバイスリストが表
示されないようにできますが、アプリケーションは引き続きシステムトレイで
実行されます。 これは、デスクトップで開いているウィンドウの数を減らし
たい場合や、画面上で監視する必要のないタスクを実行する場合などに便利で
す。 アプリケーションウィンドウを閉じるには、[フファァイイルル] メニューから、
[ウウィィンンドドウウをを閉閉じじるる] をクリックします。 ウィンドウを再び開くには、シス
テムトレイのアイコンをダブルクリックするか、またはアイコンを右クリック
して [復復元元] をクリックします。

アプリケーションを終了するには、[フファァイイルル] メニューから [終終了了] をクリック
します。 アプリケーションは、終了する前に現在表示されているワークス
ペースを保存します。 次回同じユーザーがアプリケーションを開いたとき、
この保存されたワークスペースが表示されます。
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2 ビビュューーのの管管理理

アプリケーションには 2 つのタイプのビューがあります。カスタムビューは、
[ママイイビビュューー] に一覧表示され、標準ビューは、[デデフフォォルルトトビビュューー] にアプリ
ケーション別に定義されます。 デフォルトビューは次のとおりです。

[デデババイイスス]
[一一般般ビビュューー]、[性性能能ビビュューー]、[カカウウンンタターービビュューー]、[フファァーームムウウェェアア
ビビュューー]、[固固定定資資産産ビビュューー]、および [ママッッププビビュューー]
[部部門門]
[部部門門デデババイイススビビュューー]、[部部門門ビビュューー]
[ホホスストト]
[ホホスストトビビュューー]、[ホホスストトドドラライイババーービビュューー]、[ホホスストトキキュューービビュューー]

ビューは、[マイビュー] で作成、変更、または削除できます。 [デフォルト
ビュー] では、リストの外観をカスタマイズできますが、ビューを終了しても
変更は保存されません。 [デフォルトビュー] の表示に対して恒久的な変更を行
うことはできません。

表表示示

[表表示示] メニューの [表表示示] 機能を使用して別のビューに切り替えることができま
す。 変更するビューを選択して、[表表示示] > [表表示示] をクリックし、リストから新
しいビューをクリックします。

現在選択されているビューが [デデフフォォルルトトビビュューー] にある場合、ビューは選
択されたデフォルトビューに切り替わります。

現在選択されているビューが [ママイイビビュューー] にある場合、新しく選択された
ビューの内容に変わります。 ビューを保存するには、 [ビビュューーのの更更新新] をク
リックします。

この機能は [部部門門] ビューおよび [ホホスストト] ビューには利用できません。

デデフフォォルルトトビビュューー

アプリケーションの [デデフフォォルルトトビビュューー] には、標準のビューが提供されてお
り、これは削除および変更したりすることはできません。

[ママッッププビビュューー] 以外の任意のビューでは、リストから列を一時的に追加または
削除することができます。 列見出しを右クリックして、表示させたい項目を
選択またはクリアすることができます。 変更されたビューは、他のビューに
切り替えた場合は保存されません。

次のデフォルト [デデババイイスス] ビューが使用可能です。

[一一般般ビビュューー]
表示名、IP アドレス、ホスト名、トナー量、説明、ロケーション、および
モデル名などの一般情報が表示されます。

[性性能能ビビュューー]
カラー/白黒、印刷速度、両面印刷、メモリー合計、HDD/SSD (ストレージ
デバイス)、スキャン、ファクス、ステープル、パンチ、アドレス帳、文書
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ボックス、ユーザーリスト、ジョブ履歴などの機能のサポート状態が表示
されます。

[カカウウンンタターービビュューー]
印刷ページ数合計、コピー機からの印刷ページ数、プリンターからの印刷
ページ数、ファクス/i-ファクス印刷ページ数、白黒印刷ページ数、単色カ
ラー印刷ページ数、フルカラー印刷ページ数、スキャンページ数合計、コ
ピー機からのスキャンページ数、ファクスからのスキャンページ数、およ
びその他のスキャンページ数のデバイスカウンターが表示されます。

[フファァーームムウウェェアアビビュューー]
システムファームウェア、エンジンファームウェア、スキャナーファーム
ウェア、ファクスファームウェア (ポート 1 ＆ 2)、パネルファームウェ
ア、および NIC ファームウェアバージョンなど、ファームウェアの情報が
表示されます。

[固固定定資資産産ビビュューー]
MAC アドレス、シリアル番号、および固定資産番号を含む固定資産情報が
表示されます。

[ママッッププビビュューー]
オフィスの背景マップでデバイスを表示します。

次のデフォルト [部部門門] ビューが使用可能です。

[部部門門デデババイイススビビュューー]
部門管理をサポートするデバイスの一般情報およびカウンターを表示しま
す。

[部部門門ビビュューー]
印刷やコピー、ファクス、スキャンのカウンター合計のように、管理され
たデバイスの部門情報を表示します。

次のデフォルトの [ホホスストト] ビューが使用可能です。

[ホホスストトビビュューー]
ネットワークホストコンピューターの一般情報を表示します。

[ホホスストトドドラライイババーービビュューー]
ホストコンピューターにインストールされたプリンタードライバーを表示
します。

[ホホスストトキキュューービビュューー]
ホストコンピューターの印刷キューを表示します。

ママッッププビビュューー

[ママッッププビビュューー] を使用すると、オフィスの背景マップにデバイスを表示するこ
とができます。 デバイスのプロパティーは、マップビューから表示および管
理することができます。 オフィスマップを使用すると、オフィス全体のデバ
イスの配置場所を視覚的に確認するのに便利です。

[デデフフォォルルトトビビュューー] で、 [ママッッププビビュューー] をクリックします。 最初のマップ
ビューには、白い背景にすべてのデバイスがアイコンで表示されます。 背景
に表示するオフィスレイアウトのイメージをインポートし、次にそれぞれのデ
バイスアイコンをクリックしてオフィスの配置場所までドラッグすることがで
きます。 インポートされたマップは、現在のワークスペース中のすべての
マップビューで共有されます。

デバイスに関する情報は、ポインタをアイコンの上に移動すると表示されま
す。
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ママッッププのの背背景景ををイインンポポーートト

マップビューの背景にオフィスレイアウトを表示するようイメージをインポー
トすることができます。

1 [デデフフォォルルトトビビュューー]で、[ママッッププビビュューー]を選択します。

2 [表表示示]メニューで、[ママッッププ] > [ママッッププのの背背景景ををイインンポポーートト]をクリックします。

3 [ママッッププのの背背景景ををイインンポポーートト]ダイアログボックスで、[参参照照]をクリックして、
イメージファイル (BMP または JPG) を選択し、[開開くく]をクリックします。

4 [OK] をクリックします。

ママッッププササイイズズのの調調整整

表示ウィンドウ内のマップイメージのサイズを変更できます。

[縮縮小小/拡拡大大] ボックスで、次のいずれかの機能を選択してイメージサイズを変
更します。

[拡拡大大] をクリックするとイメージのサイズは 1 段階大きくなります。

[縮縮小小] をクリックするとイメージのサイズは 1 段階小さくなります。

[画画面面ににああわわせせるる] をクリックすると、全体のイメージが画面内に収められ
ます。 画面サイズを変更する場合は、 [画画面面ににああわわせせるる] をもう一度クリッ
クします。

[拡拡大大/縮縮小小] ボックスに 50% ～300% のパーセンテージを入力して、
[Enter] キーを押します。

ママッッププのの背背景景ををククリリアア

マップビューから背景の画像を削除することができます。 マップイメージを
削除した後も、すべてのデバイスアイコンは元の位置に残ります。

[表表示示] > [ママッッププ] > [ママッッププのの背背景景ををククリリアア] をクリックします。

ママイイビビュューー

[ママイイビビュューー]でカスタムビューを設定できます。 フォルダーを作成してカスタ
ムビューを整理できます。

[ママイイビビュューー]では、表示されるデバイス、部門、ホスト、列の順序、列の数、
およびその他のビューの設定をカスタマイズできます。 カスタムビューを作
成したり (マニュアルビュー)、現在表示されているビューを一致させることが
できます(ダイナミックビュー)。 [ビビュューー]メニューから、ビューの設定の変更
を保存し、[ビビュューーのの更更新新]をクリックします。 [ママイイビビュューー] にある [ビビュューーのの
管管理理] アイコンをクリックすると、オプション設定のメニューが開きます。

ダダイイナナミミッッククビビュューー

ダイナミックビューは、 [ママイイビビュューー] で作成したデフォルトビューまたはカ
スタムビューのコピーです。 ダイナミックビューは、現在表示されている
ビューに一致します。

[デデババイイスス]
[一一般般ビビュューー]、[性性能能ビビュューー]、[カカウウンンタターービビュューー]、[フファァーームムウウェェアア
ビビュューー]、[固固定定資資産産ビビュューー]、および [ママッッププビビュューー]
[部部門門]
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[部部門門デデババイイススビビュューー]、[部部門門ビビュューー]
[ホホスストト]
[ホホスストトビビュューー]、[ホホスストトドドラライイババーービビュューー]、[ホホスストトキキュューービビュューー]

作成後は、必要に応じてダイナミックビューに名前を付けたり、変更したりで
きます。

[ママイイビビュューー] でマニュアルビューが選択されている場合、ダイナミックビュー
を作成することはできません。

ダダイイナナミミッッククビビュューーのの追追加加

既存のビューを変更し、カスタムビューとして [ママイイビビュューー] に保存できま
す。

1 [デデフフォォルルトトビビュューー] または [ママイイビビュューー] から、マニュアルビュー以外のビュー
を選択します。

2 必要に応じてビューを変更し、[表表示示] > [ダダイイナナミミッッククビビュューーのの追追加加] をクリッ
クします。

3 新しいビューの名前を、最大 64 文字以内で入力します。

ママニニュュアアルルビビュューー

マニュアルビューは、既存のビューから選択されたデバイス、部門またはホス
トを含むカスタムビューです。

[デデババイイスス]
[一一般般ビビュューー]、[性性能能ビビュューー]、[カカウウンンタターービビュューー]、[フファァーームムウウェェアア
ビビュューー]、[固固定定資資産産ビビュューー]、および [ママッッププビビュューー]
[部部門門]
[部部門門デデババイイススビビュューー]、[部部門門ビビュューー]
[ホホスストト]
[ホホスストトビビュューー]、[ホホスストトドドラライイババーービビュューー]、[ホホスストトキキュューービビュューー]

作成後は、必要に応じてマニュアルビューに名前を付けたり、変更したりでき
ます。 マニュアルビューでは、[アアドドババンンスストトササーーチチ] は使用できません。 別
のビューでデバイスまたは部門を選択し、マニュアルビューにドラッグして追
加できます。

選選択択をを使使用用ししててママニニュュアアルルビビュューーをを追追加加

選択したデバイス、部門、またはホストのカスタムビューを作成し、 保存で
きます。

1 ビューが表示されている場合、リストまたはマップから 1 つまたは複数のデバ
イス、部門またはホストを選択します。

2 [ママイイビビュューー] にある [ビビュューーのの管管理理] アイコンをクリックして、[選選択択をを使使用用しし
ててママニニュュアアルルビビュューーをを追追加加] を選択します。

3 新しいビューの名前を、最大 64 文字以内で入力します。

ママイイビビュューーにに新新規規フフォォルルダダーーをを追追加加

カスタムビュー用にフォルダーを作成できます。
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1 [フファァイイルル]メニューで、[新新規規フフォォルルダダーー]をクリックします。

2 テキストボックスに新しい名前を入力します。

3 新しいフォルダー名を保存するには、テキストボックスの外側をクリックする
か、 [Enter] キーを押します。

フフォォルルダダーーままたたははビビュューーのの名名前前をを変変更更

フォルダー名またはビュー名を変更できます。

1 [ママイイビビュューー]で名前を変更するビューまたはフォルダーをクリックして反転表
示します。

2 [編編集集] メニューで、[名名前前をを変変更更] をクリックします。

3 新しい名前を最大 64 文字以内で入力し、テキストボックスの古い名前を変更
します。

4 新しい名前を保存するには、テキストボックスの外側をクリックするか、
[Enter] キーを押下します。

ビビュューーかかららデデババイイスス、、部部門門、、ままたたははホホスストトをを削削除除

デバイス、部門、またはホストを削除することによって、カスタムビューで非
表示にできます。 データベースからはアイテムは削除されません。

1 [ママイイビビュューー]で、マニュアルビューを選択します。

2 リストビューで、ビューから削除するデバイス、部門、またはホストを選択し
ます。 ビューから複数の項目を選択できます。

3 [編編集集]メニューで、[ビビュューーかからら削削除除すするる]をクリックします。

参参考考: [ビビュューーかからら削削除除すするる]をクリックした後、確認のダイアログボックス
は表示されません。

ビビュューーのの更更新新とと保保存存

[ママイイビビュューー] にあるビューを変更すると、そのビューを保存するまでタイトル
バーの名前の後にアスタリスクが表示されます。 更新したビューを保存する
には、[ビビュューー] メニューから、[ビビュューーのの更更新新] をクリックします。 次のいずれ
かを実行した後、この機能を使用します。

列の幅または列の順序の変更や、列の追加または削除を行います。

[表表示示] > [表表示示タタイイププ] を使用して、ビュータイプを変更します。

リスト列の情報の並べ替えを行います。

ビビュューーのの複複製製

ビューのコピーを作成できます。 これは、既存のビューと少しだけ異なる新
しいビューを作成する場合などに便利です。
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1 [ママイイビビュューー]で、コピーするビューを選択します。

2 [ママイイビビュューー] ツールバーで、[ビビュューーのの管管理理]アイコンをクリックして[複複製製]を
選択します。

3 新しい名前 (64 文字以内) を入力し、[Enter] キーを押します。

4 必要に応じて新しいビューを変更します。

ビビュューーのの削削除除

カスタムビューを削除できます。 削除したビューは、元に戻せません。 デ
フォルトビューは削除できません。

1 [ママイイビビュューー]で、削除するビューを選択します。

2 [編編集集]メニューで、[削削除除]をクリックします。

参参考考: [削削除除]をクリックした後、確認のダイアログボックスは表示されませ
ん。

ビビュューーををフファァイイルルににエエククススポポーートトすするる

すべての表示情報を CSV または XML ファイルにエクスポートできます。
CSV エクスポートは UTF-8 エンコードを使用します。

1 ビューで、[フファァイイルル]メニューをクリックし、[エエククススポポーートト] > [表表示示]をクリッ
クします。

2 [ビビュューーををCSVままたたははXMLへへエエククススポポーートト]ダイアログボックスで、ファイル名
を入力または選択し、ファイル形式 (.XML または.CSV) を選択します。

3 [保保存存]をクリックします。

リリスストトををフファァイイルルににエエククススポポーートト

すべてのリスト情報を CSV または XML ファイルにエクスポートできます。
CSV エクスポートは UTF-8 エンコードを使用します。

1 表示されている[デデババイイスス]または[部部門門] リストビューで、[フファァイイルル]メニュー
をクリックし、[エエククススポポーートト] > [リリスストト]をクリックします。

2 [リリスストトをを CSVままたたははXMLへへエエククススポポーートト]ダイアログボックスで、ファイルの
パスを入力、または選択します (.CSV または .XML) 。

3 [保保存存]をクリックします。

デデババイイスス情情報報ををフファァイイルルににエエククススポポーートトすするる

すべてのワークスペースデバイスの最新情報を CSV または XML ファイルにエ
クスポートできます。 CSV エクスポートは UTF-8 エンコードを使用します。
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1 [デデババイイスス]ビューで、[フファァイイルル]メニューをクリックし、[エエククススポポーートト] > [デデ
ババイイスス]をクリックします。

2 [デデババイイススをを CSV、、XML へへエエククススポポーートト]ダイアログボックスで、ファイルの
パスを入力、または選択します。 ファイルの拡張子は .CSV または .XML であ
る必要があります。

3 [保保存存]をクリックします。

表表示示領領域域ののササイイズズ変変更更

[ママイイビビュューー] の下に多数のビューが保存されている場合、あるいはビューの名
前が非常に長い場合、表示領域のサイズを変更するとビューリストが見やすく
なります。

パネルの幅を変更するには、２つのパネルの境界線をクリックして右また
は左にドラッグします。

[ママイイビビュューー] 領域の高さを変更するには、 [デデフフォォルルトトビビュューー] の境界線の
一番上をクリックして上または下にドラッグします。

更更新新

デバイス、部門、およびホスト情報は、ポーリングスケジュールにしたがって
自動的に更新されます。 必要に応じて、1 つまたは複数のデバイスの、デバイ
ス、部門、またはホストの情報を手動で更新することができます。 次の [更更
新新] 機能が使用できます。

[更更新新]
1 つまたは複数のデバイスを選択し、[表表示示] > [更更新新] をクリックして選択し
たデバイスを更新します。

[すすべべてて更更新新]
[表表示示] > [すすべべてて更更新新] をクリックして、すべてのビューを更新します。

フフォォルルダダーーレレポポーートト

フォルダーレポートは、カスタムフォルダー内のすべてのビューに対して、部
門または部門デバイスについての詳細情報を提供します。 フォルダーは、[部部
門門デデババイイススビビュューー] または [部部門門ビビュューー] から作成されるカスタムビューを含ん
でいなければなりません。 作成されたフォルダーレポートは、.CSV (カンマ
区切り) または .XML のファイル形式でエクスポートおよび保存できます。

[部部門門フフォォルルダダーーレレポポーートト]
フォルダーに少なくとも 1つの [部部門門ビビュューー] が含まれていれば、部門レ
ポートを作成することができます。 エクスポートされるレポートには、[部部
門門フフォォルルダダーーレレポポーートト] ダイアログボックスで選択した部門のみが含まれま
す。

[部部門門デデババイイススフフォォルルダダーーレレポポーートト]
フォルダーに少なくとも 1つの [部部門門デデババイイススビビュューー] が含まれていれば、
部門デバイスレポートを作成することができます。 エクスポートされるレ
ポートには、[部部門門デデババイイススののフフォォルルダダーーレレポポーートト] ダイアログボックスで
選択したデバイスのみが含まれます。
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フフォォルルダダーーレレポポーートトのの作作成成ととエエククススポポーートト

[ママイイビビュューー]でフォルダーを作成し、[部部門門デデババイイススビビュューー]または[部部門門ビビュューー]
からのカスタムビューを加えると、部門または部門デバイスレポートを作成お
よびエクスポートできるようになります。

1 希望するフォルダー上で右クリックし、[フフォォルルダダーーレレポポーートト]を選択してか
ら、[部部門門]または[部部門門ののデデババイイスス]を選択します。

2 [部部門門フフォォルルダダーーレレポポーートト]または[部部門門デデババイイススののフフォォルルダダーーレレポポーートト]ダイア
ログボックスで、レポートに含める 1 つまたは複数の部門もしくはデバイスを
選びます。

3 [エエククススポポーートト]をクリックします。

4 [ビビュューーをを CSV ままたたはは XML へへエエククススポポーートト]ダイアログボックスで、フォー
マットタイプを選択し、レポートに名前を付け、[保保存存]をクリックします。

検検索索

何らかの特徴を使って、デバイス、部門、ホストを検索する 2 つの検索方法が
あります。 [検検索索] は、現在表示されているビューのデータを検索します。 別
のビューに移動すると、入力した文字列は保存されません。 [アアドドババンンスストト
ササーーチチ] では、検索ダイアログボックスで選択した値で、データベース内のす
べてのデバイス、部門、またはホストを検索します。

検検索索

検索では、次の列または[ママッッププビビュューー] から完全に、もしくは一部一致するも
のを検索することができます。

デバイス検索: [表表示示名名]、[IP アアドドレレスス]、[ホホスストト名名]、および [モモデデルル名名]
部門検索: [部部門門ココーードド]
ホスト検索: [ホホスストト名名]、[ドドラライイババーー名名]、[キキュューー名名]、[IP アアドドレレスス]、[OS
情情報報]

検索機能は、ビューから上記の列が削除されても、列を検索します。 別の
ビューに移動、または [アアドドババンンスストトササーーチチ] を実行すると、結果は保存され
ません。 検索は、拡張されたデバイス情報エリアは検索しません。

1 検索する用語は、テキストボックス内に最大 64 文字で入力してください。 入
力すると、オリジナルビュー内にあるすべてのデバイス、部門、またはホスト
のデータを検索します。

2 検索対象のテキストをクリアするには、[テテキキスストトのの検検索索] ボックスの横にある
アイコンをクリックします。 テキストボックス内のテキストが削除され、
ビューは検索前のデバイス、部門、またはホストのオリジナルリストに戻りま
す。

アアドドババンンスストトササーーチチ

[アアドドババンンススササーーチチ]機能を使用して、選択した条件と一致する、データベース
内のすべてのデバイス、部門、またはホストを検索することができます。 検
索には、最大 6 つの条件を定義できます。 別のビューに変更、または別の検
索を実行するまで、検索結果は表示されます。
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1 [デデフフォォルルトトビビュューー] で、ビューを選択します。

参参考考: [アアドドババンンスストトササーーチチ] は [ホホスストトドドラライイババーービビュューー] および [ホホスストト
キキュューービビュューー] では使用できません。

2 [編編集集] メニューで、[アアドドババンンスストトササーーチチ] をクリックします。

3 [アアドドババンンスストトササーーチチ] ダイアログボックスで、検索ロジックを選択します。

[すすべべててのの検検索索条条件件にに合合致致すするる]
このオプションは、[条条件件] で指定した検索用語とすべてが一致するデバイ
ス、部門、またはホストを検索します。

[いいくくつつかかのの検検索索条条件件にに合合致致すするる]
このオプションは、[条条件件] で指定した検索用語と 1 つ以上が一致するデバ
イス、部門、またはホストを検索します。

4 [条条件件] で、検索で探す機能またはプロパティーを選択します。

[ププロロパパテティィーー]
プロパティーリストごとに、プロパティーを 1 つ選択します。 6 つのプロ
パティーリストが使用できます。 プロパティーは、デバイスのモデルに
よって異なります。

[条条件件]
指定できる条件は、選択したプロパティーによって異なります。

[値値]
ボックスに値を入力または選択します。

5 [OK] をクリックします。 すべてのデバイス、部門、ホストを検索し、選択し
た条件に一致するデバイス、部門、ホストを表示します。 [ママッッププビビュューー] で
は、オフィスマップに保存された場所にデバイス検索結果が表示されます。



KYOCERA Net Viewer 3-1

3 デデババイイスス

[デデババイイスス] メニューは、デバイスの検索、デバイスの設定を管理するために使
用します。

デバイスの機能についての詳細は、デバイスの [使用説明書] を参照してくださ
い。 ドライバーの機能についての詳細は、[プリンタードライバー操作手順書]
を参照してください。

デデババイイススププロロパパテティィーー

[ププロロパパテティィーー] ダイアログボックスには、選択されたデバイスに関する設定お
よびステータス情報が表示されます。 デバイスのプロパティーを開くには、
デバイスを選択し、[ププロロパパテティィーー] アイコンをクリックします。 設定は、選
択したデバイスによって異なります。 設定には、次のものが含まれます。

[基基本本デデババイイスス設設定定]
このエリアには、 デバイスの[表表示示名名]、 [モモデデルル]、[スステテーータタスス]、[IP アアドド
レレスス]、[ホホスストト名名]、[ロロケケーーシショョンン]、および[説説明明] が表示されます。 [パパネネ
ルルメメッッセセーージジ] ボックスには、デバイス操作パネルに現在表示されている情
報が表示されます。 [表表示示名名] 、 [ロロケケーーシショョンン] 、および [説説明明] は編集可能
です。

[デデババイイススアアララーートト]
このエリアには、現在発生しているアラートに関する説明および対処可能
なトラブルシューティングの方法が表示されます。

[用用紙紙設設定定]
このエリアには現在装着されているトレイおよびカセットの容量と、およ
その用紙残量が表示されます。

[性性能能]
このエリアには、現在選択されているデバイスの主な仕様が表示されま
す。

[カカウウンンタターー]
このエリアには、さまざまな種類の用紙、メディア、および出力用の各種
のカウンターが表示されます。

[フファァーームムウウェェアアババーージジョョンン]
このエリアには、システムの各種パーツのファームウェアバージョンが表
示されます。

[メメモモリリーー]
このエリアには、ストレージデバイス、オプションの ROM、および RAM
ディスクの空き容量が表示されます。

[固固定定資資産産]
このエリアには、デバイスのネットワークアダプタの [MAC アアドドレレスス] 、デ
バイス自身の [シシリリアアルル番番号号] 、 組織から割り当てられた [固固定定資資産産番番号号] が
表示されます。
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デデババイイススププロロパパテティィーーのの表表示示

デバイスのプロパティーを表示できます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [ププロロパパテティィーー]をクリックして、選択したデバイスの情報を表示します。

3 [更更新新]をクリックして、このダイアログボックスが開いている間に変更された
デバイスの設定を更新します。

デデババイイススププロロパパテティィーーレレポポーートト

デバイスプロパティーレポートは、[ママイイビビュューー] の現在のデバイスビューにあ
るデバイスについて詳細な情報を提供します。 この機能はマップビューでは
使用できません。 デバイスプロパティーレポートを使用するには、[編編集集] >
[オオププシショョンン] から [メメーールル設設定定] を設定する必要があります。 レポートは、複
数の受信者に送信すること、日時を指定して送信することが可能です。

レポートは、ビューで表示されているものと同じプリントデバイス情報を含み
ます。 各ビューは１つのデバイスプロパティーレポートを持ち、デバイス
ビューには合計 5 つのデバイスプロパティーレポートを作成することができま
す。

デバイスプロパティーレポートは、ユーザーが指定したレポート名を持ち、指
定された Eメールアドレスに Eメールを送信することができます。 レポートは
毎日、毎週、または毎月送信できます。 E メールではユーザー指定のメッ
セージを件名欄に含めることができます。 添付ファイルは .CSV または .XML
形式が可能です。

デデババイイススププロロパパテティィーーレレポポーートトのの作作成成

1 [ママイイビビュューー] で、デバイスビューを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで [デデババイイススププロロパパテティィーーののレレポポーートトをを追追加加] をクリックし
ます。

3 [デデババイイススププロロパパテティィーーののレレポポーートトをを追追加加] ダイアログボックスで、必要に応じ
てデフォルト設定を変更します。

4 [OK] をクリックします。

デデババイイススププロロパパテティィーーレレポポーートト設設定定のの表表示示とと変変更更

1 [ママイイビビュューー] で、デバイスビューを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで [デデババイイススププロロパパテティィーーののレレポポーートトをを表表示示] をクリックし
ます。

3 [デデババイイススププロロパパテティィーーののレレポポーートト] ダイアログボックスでレポートを選択し、
[ププロロパパテティィーー] をクリックします。

4 [デデババイイススププロロパパテティィーーののレレポポーートトをを編編集集] ダイアログボックスで、必要に応じ
て設定を変更します。
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5 [OK] をクリックします。

デデババイイススののホホーームムペペーージジのの表表示示

Web サーバーを含むデバイスは、デバイスの現在のステータスや設定に関す
る情報が含まれる Web ページを表示できます。 このページに表示されるレイ
アウトや情報は、デバイスのモデルによって異なります。 [デデババイイスス] > [デデババ
イイススののホホーームムペペーージジ] をクリックしてこの Web ページを表示します。

管管理理者者ロロググイインン

一部のモデルでは、[デデババイイスス] および [部部門門] メニューから選択する機能にアク
セスする際、管理者認証が必要になります。 使用できる機能は、デバイスの
モデルによって異なります。 メニューから機能を選択する際、[管管理理者者ロロググイイ
ンン]ダイアログボックスに次のいずれかを入力するよう求められます。

[Command Center ののパパススワワーードド]
[管管理理者者ロロググイインン] および [ロロググイインンパパススワワーードド] ([ロローーカカルル認認証証をを使使用用] のオ
プションを含む)
[部部門門管管理理者者ココーードド]

複数のデバイスに対して操作を行うと、管理者のログイン情報を確認するダイ
アログが表示されません。 ログインのオプションは、[通通信信設設定定] ダイアログ
ボックスの [ロロググイインン] セクションで設定する必要があります。

アアドドレレスス帳帳

[アアドドレレスス帳帳] は、デバイスに保存されている個人およびそのアドレス情報のリ
ストです。 個人に関する各エントリーは個人アドレスと呼ばれ、個人アドレ
スはグループに分類できます。 個人アドレスおよびグループ情報はデバイス
に保存され、ファクスやスキャンの操作に使用されます。

参参考考: 認証が設定されている場合、アドレス帳にアクセスするには、デバイ
スの [通通信信設設定定] で正しい [ロロググイインンユユーーザザーー名名] および [パパススワワーードド] を入力す
る必要があります。 認証が設定されていない場合、機種によってはログイン
ダイアログボックスが表示されます。

各アドレスに含めることのできる情報には、次のものがあります。

[番番号号]
[名名前前] (および対応していればフリガナ)
[カカババーーペペーージジ] (受信者、会社名、部署・部門名) この情報はネットワーク
ファクス送信時に使用されます。

[E メメーールル]
[FTP] (ファイル転送プロトコル)
[SMB] (サーバーメッセージブロック)
[フファァククスス]
[イインンタターーネネッットトフファァククスス]

[ワワンンタタッッチチ]キー を作成して、デバイスの操作パネルのキーを一つ押すだけで
アドレス帳が開くようにすることができます。



デバイス

操作手順書3-4

個個人人アアドドレレススのの追追加加

デバイスに格納されているアドレス帳に個別のアドレスを追加することができ
ます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[アアドドレレスス帳帳]をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスで、[個個人人アアドドレレススのの追追加加]をクリックしま
す。

4 [個個人人アアドドレレスス設設定定]ダイアログボックスで、[名名前前]テキストボックスに個人ア
ドレスの名前を、 [フフリリガガナナ] テキストボックスにフリガナを入力します。

5 E メールなどの宛先を指定して、[OK] をクリックして新しいアドレス帳入力
を保存します。

ググルルーーププのの追追加加

アドレス帳のアドレスはグループに分類することができます。 これは、たと
えばデバイスで特定のタイプのイベントの通知を送信する場合などに便利で
す。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[アアドドレレスス帳帳]をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスで、[ググルルーーププのの追追加加]をクリックします。

4 [ググルルーーププ設設定定]ダイアログボックスで、新しいグループの名前を入力します。
名前は自由に決めることができます。

5 [OK] をクリックします。

ググルルーーププにに個個人人アアドドレレススをを追追加加

アドレスを検索して既存のグループに追加することができます。 1 回の追加ご
とにデバイスとの通信が必要であるため、ネットワークの状況によっては時間
がかかる場合があります。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[アアドドレレスス帳帳]をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスでグループを選択し、[ププロロパパテティィーー]をク
リックします。

4 [ググルルーーププ設設定定]ダイアログボックスで、[メメンンババーーのの追追加加]をクリックします。
デバイスから個人アドレスリストがダウンロードされ、ダイアログボックスに
表示されます。
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5 [ググルルーーププメメンンババーーのの追追加加]ダイアログボックスで、1 つまたは複数の追加する
個人アドレスを選択し、[追追加加]をクリックします。

6 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

[ググルルーーププ設設定定]ダイアログボックスから削除する個人アドレスを選択し、[メメンン
ババーーのの削削除除]アイコンをクリックして個人アドレスを削除できます。

個個人人アアドドレレススととググルルーーププのの削削除除

不要な個人アドレスおよびグループは、アドレス帳から削除できます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[アアドドレレスス帳帳] をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳] ダイアログボックスで、１つまたは複数の個人アドレスとグルー
プを選択します。

4 [削削除除]をクリックし、[ははいい] をクリックして確定します。

デバイスに更新情報が送信されます。

個個人人アアドドレレススととググルルーーププのの編編集集

各個人アドレスまたはグループの [アアドドレレスス帳帳] ダイアログボックスに保存さ
れている情報は、必要に応じて編集することができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[アアドドレレスス帳帳] をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳] ダイアログボックスで、個人アドレスまたはグループを選択し、
[ププロロパパテティィーー]をクリックします。

4 [個個人人アアドドレレスス設設定定] または [ググルルーーププ設設定定] ダイアログボックスで情報を編集し
てから、[OK] をクリックして変更を保存します。

ワワンンタタッッチチキキーー

デバイスの操作パネルのキーを 1 つ押すだけで、[アアドドレレスス帳帳] の個人やグルー
プにアクセスできます。

お使いのデバイスにより、作成可能な [ワワンンタタッッチチキキーー] の最大数が異なりま
す。 アプリケーションはこの機能を一部のデバイスではサポートしていませ
ん。

ワワンンタタッッチチキキーーのの追追加加

[アアドドレレスス帳帳]にアクセスするための[ワワンンタタッッチチキキーー]のリストを作成すること
ができます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。



デバイス

操作手順書3-6

2 [デデババイイスス]メニューで、[アアドドレレスス帳帳]をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスで、[ワワンンタタッッチチキキーーのの表表示示]アイコンをク
リックして、[ワワンンタタッッチチキキーーのの追追加加]アイコンをクリックします。

4 [ワワンンタタッッチチキキーーのの追追加加]ダイアログボックスで設定します。

[キキーー名名]
24 文字以内で名前を入力します。

[番番号号]
番号を選択するか (最大値 1000、最大値は機種によって異なります)、[自自
動動]を選択して次に使用できる番号を選択します。

[宛宛先先]
[宛宛先先]をクリックします。 [ワワンンタタッッチチキキーーのの宛宛先先]ダイアログボックスで、
個人アドレスまたはグループを選択します。

5 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

[ワワンンタタッッチチキキーー]ダイアログボックスからアイテムを削除するには、リストか
らアイテムを選択し、ツールバーにある[ワワンンタタッッチチキキーーのの削削除除]をクリックし
ます。

ワワンンタタッッチチキキーーププロロパパテティィーーのの表表示示とと編編集集

個人アドレスとグループ用の[ワワンンタタッッチチキキーー]の情報を表示、編集できます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[アアドドレレスス帳帳]をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスで、[ワワンンタタッッチチキキーーのの表表示示]アイコンをク
リックします。

4 [ワワンンタタッッチチキキーー]ダイアログボックスでリスト項目を選択し、[ワワンンタタッッチチキキーー
ププロロパパテティィーー] をクリックして[ワワンンタタッッチチ]キーの詳細を表示します。

5 [ワワンンタタッッチチキキーーププロロパパテティィーー]ダイアログボックスで、[キキーー名名]と[宛宛先先]を編集
できます。

6 すべてのダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ワワンンタタッッチチキキーーのの検検索索

[ワワンンタタッッチチキキーー]ダイアログボックスでは、[番番号号]、[名名前前]、[アアドドレレスス番番号号] 、
[アアドドレレススのの種種類類]を使って検索できます。 [ワワンンタタッッチチキキーーのの宛宛先先]ダイアログ
ボックスでは、[番番号号]、[アアドドレレススのの種種類類]、[名名前前] 、[宛宛先先]を使って検索できま
す。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[アアドドレレスス帳帳] > [ワワンンタタッッチチキキーーのの表表示示]をクリックしま
す。
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3 [ワワンンタタッッチチキキーー] ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオ
プションを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力しま
す。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア]アイコンをクリックします。

個個人人アアドドレレススととググルルーーププののココピピーー

個人アドレスおよびグループをコピーできます

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[アアドドレレスス帳帳] をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスでコピーする個人アドレスまたはグループを
選択し、[ココピピーー]をクリックします。

4 [貼貼りり付付けけ]をクリックします。

5 必要に応じて新しい個人アドレスまたはグループを変更します。

6 [閉閉じじるる] をクリックします。

アアドドレレスス帳帳ののエエククススポポーートト

個人アドレス、グループ、ワンタッチリストをファイルにエクスポートできま
す。 保存後に、マルチセット機能にインポートされます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[アアドドレレスス帳帳] をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳] ダイアログボックスで、ツールバーにある [エエククススポポーートト] アイコ
ンをクリックします。

4 ファイル名を入力します (.CSV または .XML) 。

5 [保保存存] をクリックします。

デバイス上の個人アドレス、グループ、ワンタッチリストは全てファイルにエ
クスポートされます。

アアドドレレスス帳帳のの検検索索

個人アドレスやグループの情報を更新するため、デバイスのアドレス帳を検索
することができます。 アドレス帳情報は、[番番号号]、[名名前前]、[E メメーールル]、
[FTP]、 [SMB]、[フファァククスス番番号号]、あるいは [イインンタターーネネッットトフファァククススアアドドレレ
スス] で検索することができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。
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2 [デデババイイスス] メニューで、[アアドドレレスス帳帳] をクリックします。

3 [アアドドレレスス帳帳]ダイアログボックスの[検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオプ
ションを選択し、検索したい文字を[テテキキスストトのの検検索索]ボックスに入力します。
対応していればフリガナで検索できます。

4 検索結果をクリアしてアドレス帳全体をもう一度表示するには、[ササーーチチののクク
リリアア] アイコンをクリックします。

デデババイイススビビュューーププリリンンタターーイインンスストトーールル

プリンタードライバーは、デバイスから印刷する際の各種印刷設定を行いま
す。 [デデババイイスス]メニューから、プリンタードライバーをインストールできま
す。 インストールすると、ドライバーのアップグレードやアンインストール
を行えます。

デデババイイススビビュューーででププリリンンタターードドラライイババーーををイインンスストトーールル

[ドドラライイババーーののイインンスストトーールル] ウィザードを使用して、プリンタードライバーを
インストールできます。

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [ドドラライイババーーををイインンスストトーールル]をクリックし
ます。

3 [ドドラライイババーーののイインンスストトーールル] ウィザードで、ドライバーをインストールするホ
ストコンピューターを選択します。 [次次へへ] をクリックします。 1 つまたは複
数のホストにアクセスできない場合、メッセージが表示されます。

4 インストールする1つまたは複数のプリンターモデルを選択します。 [次次へへ] を
クリックします。

5 [デディィススクク使使用用] をクリックし、インストールされている各ドライバーの有効な
.INF ファイルを検索します。 [次次へへ] をクリックします。

6 [ププリリンンタターー設設定定] ページで、各プリンタードライバーで選択可能な設定を選び
ます ポートは変更できません。 次のオプションの設定には、別のダイアログ
ボックスが開きます。

[共共通通設設定定] をクリックし、選択したすべてのデバイスに設定を適用できま
す。

[競競合合] をクリックして、選択可能なオプションを選びます。

[イインンポポーートト] をクリックして、構成設定ファイル (.KVP) を選択します。

[エエククススポポーートト] をクリックして、現在の構成設定を .KVP ファイルに保存し
ます。

[次次へへ] をクリックします。

7 [設設定定をを確確認認]ページで、設定内容を確認します。
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8 [完完了了] をクリックしてプリンタードライバーをインストールします。 インス
トールが完了したら、[エエククススポポーートト] をクリックしてログファイル (.TXT) を
保存できます。

9 [OK] をクリックします。

デデババイイススビビュューーででププリリンンタターードドラライイババーーををアアッッププググレレーードド

プリンタードライバーを、新しいバージョンにアップグレードできます。

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [ドドラライイババーーををアアッッププググレレーードド]をクリック
します。

3 [ドドラライイババーーアアッッププググレレーードド]ウィザードで、ドライバーがインストールされた
ホストコンピューターを選択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 アップグレードするドライバーを選択し、[次次へへ] をクリックします。 [デディィスス
クク使使用用]をクリックして、アップグレードする各ドライバーの有効な .INF ファ
イルを選択します。

5 [設設定定をを確確認認] ページで、設定内容を確認します。

6 [完完了了]をクリックして、アップグレードを開始します。 アップグレードが終了
したら、[エエククススポポーートト] をクリックしてアップグレードのログファイル (.TXT)
を保存できます。

7 [OK] をクリックします。

デデババイイススビビュューーででププリリンンタターードドラライイババーーををアアンンイインンスストトーールル

[ドドラライイババーーアアンンイインンスストトーールル] ウィザードを使用して、プリンタードライバー
のアンイントールを行えます。

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [ドドラライイババーーををアアンンイインンスストトーールル]をクリッ
クします。

3 [ドドラライイババーーののアアンンイインンスストトーールル]ウィザードで、1 つまたは複数のホストを選
択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 アンインストールするドライバーの隣にあるチェックボックスを選択します。
各ホストで少なくとも 1 つのドライバーを選択します。 [次次へへ] をクリックし
ます。

5 [設設定定のの確確認認] ページで、設定内容を確認します。
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6 [完完了了]をクリックして、アンインストールを開始します。 アンインストールが
終了したら、[エエククススポポーートト] をクリックしてアンインストールのログファイル
(.TXT) を保存できます。

7 [OK] をクリックします。

ユユーーザザーー

デバイスの使用が許可されているユーザーは、ログイン情報およびパスワード
がユーザーリストに登録されています。 ユーザー認証が設定されていると、
デバイスで管理者であるユーザーだけがデバイスのさまざまな機能を使用する
ことができます。

参参考考: デバイスのユーザーリストにアクセスするには、正しい[ロロググイインンユユーー
ザザーー名名] および[パパススワワーードド]がデバイスの[通通信信設設定定]にある必要があります。
デバイスにログインパスワードが設定されている場合、管理者だけがユー
ザーリストを変更することができます。

デデババイイススユユーーザザーーのの追追加加

デバイス上のユーザーリストに、ユーザーを追加できます。 [ユユーーザザーーリリスストト]
は、デバイスの操作やアクセスの権限を与えるユーザーの選択に使用します。

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ユユーーザザーー] をクリックします。

3 [ユユーーザザーー]ダイアログボックスで、[ユユーーザザーーのの追追加加]をクリックします。

4 ダイアログボックスにユーザーに関する情報を入力します。

5 [選選択択] をクリックして、使用可能な部門コードを選択します。

6 [管管理理者者アアククセセススをを許許可可すするる] を選択すると、ユーザーがデバイス設定を編集で
きます。 この設定をクリアにすると、ユーザーにはユーザーアクセスのみ編
集できます。

7 [拡拡張張機機能能] をクリックして、追加のオプションを選択します。 使用できるオ
プションは、モデルによって異なります。

[言言語語選選択択]
デフォルトの 操作パネル言語を選択します。

[初初期期画画面面]
デバイスから、[デデババイイススシシスステテムム設設定定] を選択し、デフォルトの操作パネ
ル画面を選択します。

[送送信信/フファァククスス初初期期画画面面]
デバイスから [デデババイイススシシスステテムム設設定定] > [送送信信設設定定] を選択し、デフォルト
の操作パネル画面を選択します。

[初初期期アアドドレレスス帳帳]
ユーザー用にローカルアドレス帳または拡張アドレス帳を選択します。
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[おお気気にに入入りり/アアププリリケケーーシショョンン初初期期画画面面]
デバイスから [デデババイイススシシスステテムム設設定定] > [ププロロググララムム/おお気気にに入入りり] (または
[アアププリリケケーーシショョンン]) を選択し、デフォルトの操作パネル画面を選択しま
す。

[デデフフォォルルトトアアププリリケケーーシショョンン]
ユーザーが物理デバイスに最初にログオンした時に表示されるアプリケー
ションを選択します。

[IC カカーードド情情報報]
ユーザー用に IC カードの一意の値（英数字）を入力します。

[認認可可]
使用可能なプリントデバイスの認可情報を設定します。

8 [OK] をクリックして新規のデバイスユーザーを作成します。

リストからデバイスユーザーを選択し、[ププロロパパテティィーー]をクリックすると編集
できます。

リストからデバイスユーザーを選択し、[ユユーーザザーーのの削削除除] をクリックすると削
除できます。

デデババイイススののユユーーザザーーリリスストトををエエククススポポーートト

デバイスのユーザーリストを、コンピューターまたはネットワークに保存でき
ます。 保存したリストは、マルチセット機能にインポートできます。

1 [デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ユユーーザザーー] をクリックします。

3 [ユユーーザザーー] ダイアログボックスで、リストからユーザーを選択します。

4 ツールバーで [ユユーーザザーーののエエククススポポーートト] をクリックします。

5 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべてのユーザーにエクスポー
トするには [ははいい] を、指定ユーザーにエクスポートするには [いいいいええ] をク
リックします。

6 名前を付けてファイル (.CSV または .XML) を保存します。

デデババイイススユユーーザザーーリリスストトのの検検索索

[ユユーーザザーー] ダイアログは、[ロロググイインンユユーーザザーー名名] または [ユユーーザザーー名名] で検索で
きます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、 [ユユーーザザーー]をクリックします。

3 [ユユーーザザーー] ダイアログボックスで [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオプショ
ンを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力します。 対
応していればフリガナで検索できます。
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4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア] アイコンをクリックします。

簡簡単単ロロググイインンキキーーのの設設定定

デバイスに対する[簡簡単単ロロググイインン]設定を選択できます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、 [ユユーーザザーー]をクリックします。

3 [ユユーーザザーー]ダイアログボックスで、[簡簡単単ロロググイインンキキーーのの表表示示]をクリックしま
す。

4 [簡簡単単ロロググイインンキキーー]ダイアログボックスで、[簡簡単単ロロググイインンキキーーのの追追加加]をク
リックします。

5 [簡簡単単ロロググイインンキキーーのの追追加加]ダイアログボックスで、アイコンを選択し、名前 を
32 文字以内で入力します。

6 [特特定定のの番番号号] を 1 から 20 の間で選択するか、[次次のの使使用用可可能能なな番番号号]で自動で
番号を設定します。

7 [認認証証モモーードド]を選択します。

[ロローーカカルル認認証証をを使使用用]を選択した場合は、[ユユーーザザーーリリスストトかからら選選択択]をク
リックし、ログインユーザー名を選択します。 ログインユーザー名を選択
し、 [OK] をクリックします。

[ネネッットトワワーークク認認証証をを使使用用]を選択した場合は、[ロロググイインンユユーーザザーー名名]と[ロロググ
イインンパパススワワーードド]を入力します。

8 ログインにパスワードを必要とする場合は、[パパススワワーードド認認証証]を[オオンン]にしま
す。 パスワードを必要としない場合は、[オオフフ]を選択します。

9 [簡簡単単ロロググイインン]キーを作成するには、[追追加加]をクリックします。

編集する[簡簡単単ロロググイインン]キーを選択し、[ププロロパパテティィーー]をクリックすると、編
集できます。

削除する簡単ログインキーを選択し、[簡簡単単ロロググイインンキキーーのの削削除除]をクリックす
ると[簡簡単単ロロググイインンキキーー]ダイアログボックスから削除できます。

簡簡単単ロロググイインンキキーーリリスストトのの検検索索

[簡簡単単ロロググイインンキキーー番番号号]または[簡簡単単ロロググイインンキキーー名名]で[簡簡単単ロロググイインンキキーー]ダイ
アログボックスを検索できます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、 [ユユーーザザーー]をクリックします。

3 [ユユーーザザーー]ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオプショ
ンを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力します。
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4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア]アイコンをクリックします。

ジジョョブブ

[ジジョョブブ] から、現在デバイスのキューにあるジョブについての情報を確認でき
ます。 ジョブ履歴には処理済みの最新のジョブに関する情報が表示されま
す。

[印印刷刷ジジョョブブ状状況況]、[送送信信ジジョョブブ状状況況]、[保保存存ジジョョブブ状状況況]、および [予予約約ジジョョ
ブブ状状況況] の4種類のステータスが使用できます。

[印印刷刷ジジョョブブ履履歴歴]、[送送信信ジジョョブブ履履歴歴]、および [保保存存ジジョョブブ履履歴歴] の3種類の
ジョブ履歴が使用できます。

ジジョョブブのの詳詳細細のの表表示示

特定のジョブに関する詳細な情報を参照することができます。 表示される情
報は、ジョブタイプによって異なります。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ジジョョブブ] をクリックします。

3 [ジジョョブブ]ダイアログボックスで[表表示示]をクリックし、ジョブ状況またはジョブ
履歴を選択します。

4 ジョブリストでジョブを選択し、[ププロロパパテティィーー]をクリックします。

5 [ジジョョブブのの詳詳細細] ダイアログボックスでジョブ情報を確認し、終了後[閉閉じじるる] を
クリックします。

ジジョョブブ履履歴歴ののエエククススポポーートト

ジョブ履歴は、他のアプリケーションで使用するためのファイルとしてエクス
ポートすることができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ジジョョブブ] をクリックします。

3 [ジジョョブブ] ダイアログボックスで[エエククススポポーートト] をクリックし、エクスポートす
るジョブ履歴を選択します。

4 [参参照照] をクリックして、ファイル名およびファイルを保存するロケーションを
指定します。

5 エクスポートするジョブ履歴の最大行数を、[最最大大数数] に入力します。

6 [OK] をクリックします。
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ジジョョブブリリスストトのの検検索索

[ジジョョブブ名名] または [ユユーーザザーー名名] を指定して、特定のジョブの [ジジョョブブ] リスト
を検索することができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ジジョョブブ] をクリックします。

3 [ジジョョブブ]ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストでオプションを
選択し、[テテキキスストトのの検検索索] ボックスに検索したい文字を入力します。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア] アイコンをクリックします。

ジジョョブブ保保留留

[ジジョョブブ保保留留] を使用すると、ハードディスクに保存されている [一一時時保保存存] およ
び [恒恒久久保保存存] 印刷ジョブを表示できます。 保留印刷ジョブは印刷するか、ま
たはハードディスクから削除できます。 ジョブ保留リストを印刷することも
できます。 この機能は、ハードディスクがインストールされている一部のデ
バイスでサポートされています。

ジジョョブブ保保留留のの表表示示

ハードディスクに保存された [一一時時] または [恒恒久久] 印刷ジョブに関する情報を
表示することができます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[ジジョョブブ保保留留]をクリックします。

3 随時[更更新新]をクリックして表示を更新します。

保保存存ジジョョブブのの印印刷刷

ハードディスクに保存された、選択した[一一時時]または[恒恒久久]ジョブを印刷する
ことができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ジジョョブブ保保留留]をクリックします。

3 [保保存存ジジョョブブ] ダイアログボックスで、印刷するジョブを選択します。

4 [印印刷刷] をクリックして[選選択択さされれたたジジョョブブをを印印刷刷]を選択します。

5 確認ダイアログボックスで[ははいい]をクリックして印刷します。

ジジョョブブ保保留留リリスストトのの印印刷刷

ハードディスクに保存された [一一時時]または[恒恒久久]ジョブリストを印刷すること
ができます。
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1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[ジジョョブブ保保留留]をクリックします。

3 [ジジョョブブ保保留留]ダイアログボックスで、[印印刷刷] をクリックし、[一一時時保保存存ジジョョブブリリ
スストトをを印印刷刷]または[恒恒久久保保存存ジジョョブブリリスストトをを印印刷刷]を選択します。

ジジョョブブ保保留留のの削削除除

1つまたは複数の [一一時時] または [恒恒久久] 印刷ジョブを、ハードディスクから削除
することができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[ジジョョブブ保保留留] をクリックします。

3 [ジジョョブブ保保留留] ダイアログボックスで、ツールバーから削除オプションを選択し
ます。

リストから印刷ジョブを選択します。 [削削除除] > [選選択択さされれたたジジョョブブをを削削除除]
を順にクリックします。

[一一時時保保存存] ジョブを削除するには、[削削除除] > [一一時時保保存存ジジョョブブををすすべべてて削削除除]
の順にクリックします。

[恒恒久久保保存存] ジョブを削除するには、[削削除除] > [恒恒久久保保存存ジジョョブブををすすべべてて削削除除]
を選択します。

デバイスのすべてのジョブ保留を削除するには [すすべべててののジジョョブブをを削削除除] を
選択します。

4 確認ダイアログボックスで [ははいい] をクリックして終了します。

ジジョョブブ保保留留のの検検索索

[ジジョョブブ名名]または[所所有有者者]を指定して、特定のジョブ保留を検索することがで
きます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[ジジョョブブ保保留留]をクリックします。

3 [ジジョョブブ保保留留]ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオプ
ションを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力しま
す。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア]アイコンをクリックします。

文文書書ボボッッククスス

[文文書書ボボッッククスス] は、デバイス上の一種のバーチャルメールボックスです。 こ
れはデバイス上に保存されているファイルを管理するために、個人またはグ
ループによって使用されます。
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参参考考: 認証が設定されている場合、文書ボックスにアクセスするには、デバ
イスの [通通信信設設定定] で正しい [ロロググイインンユユーーザザーー名名] および [パパススワワーードド] を入力
する必要があります。 認証が設定されていない場合、機種によってはログイ
ンダイアログボックスが表示されます。

文文書書ボボッッククススのの表表示示とと編編集集

ストレージデバイスの文書ボックスに保存された印刷ジョブに関する情報を、
表示および編集することができます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[文文書書ボボッッククスス]をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス]ダイアログボックスで、リストから文書ボックスを選択しま
す。

4 ツールバーで[ボボッッククススププロロパパテティィーー]をクリックします。

5 [ボボッッククススププロロパパテティィーー]ダイアログボックスで、選択した情報を表示および編
集できます。 編集できるオプションは、機種によって異なります。

[名名前前 ]
新規ボックス名を入力します。

[タタイイププ]
文書ボックスのタイプを表示します。

[番番号号 ]
使用可能なボックス番号を選択します。

[所所有有者者 ]
新規所有者をリストから選択します。

[所所有有者者のの設設定定]
リストから所有者のタイプを選択します。

[ドドメメイインン]
ドメインを選択します。

[使使用用量量]
現在の使用量をメガバイトで表示します。

[使使用用量量制制限限 (MB) ]
1 ～ 30000 MB の間で数値を設定します。

[自自動動文文書書削削除除(日日)]
文書ボックスに文書を保存する期間を 1～31 日の間で選択します。

[共共有有 ]
複数ユーザーがボックスを共有できるようになります。

[パパススワワーードド変変更更]
必要に応じて、ボックスのパスワードを設定または変更できます。

[上上書書きき保保存存許許可可 ]
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ファイル名が同一の場合、新規のファイルが古いファイルの内容を上書き
するようになります。

[ササブブアアドドレレスス]
サブアドレスを入力します。 F コードボックスで使用できます。

[印印刷刷後後削削除除]
このオプションを選択すると、印刷後に文書は恒久的に削除されます。

文文書書ボボッッククススのの追追加加

ストレージデバイスに新規文書ボックスを作成することができます。 文書
ボックスの最大数は 1000 個です。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[文文書書ボボッッククスス]をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス] ダイアログボックスで、[ボボッッククススのの追追加加]をクリックします。

4 [ボボッッククススのの追追加加] ダイアログボックスで、新しいボックスの [名名前前] を入力しま
す。

参参考考: デフォルトのボックスタイプは、[ユユーーザザーーボボッッククスス] です。 一部のデ
バイスは、ファクス受信用に [フファァククススボボッッククスス] または [ササブブアアドドレレスス] もサ
ポートしています。

5 パスワード保護された文書ボックスを作成する場合は、パスワードを指定しま
す。

6 その他の設定に、値を指定するかデフォルト値を使用します。

7 [OK] をクリックします。

リストから文書ボックスを選択し、[ボボッッククススのの削削除除] をクリックすると削除で
きます。

文文書書ボボッッククススののリリスストトををエエククススポポーートト

文書ボックスのリストを、コンピューターまたはネットワークに保存できま
す。 保存したリストは、マルチセット機能にインポートできます。

1 [デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[文文書書ボボッッククスス] をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス] ダイアログボックスで、文書ボックスを選択します。

4 ツールバーで [エエククススポポーートト] を選択し、エクスポートに使用するファイル形
式を選択します。
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5 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべてのボックスにエクスポー
トするには [ははいい] を、選択したボックスにエクスポートするには [いいいいええ] を
クリックします。

これは、マルチセット機能の CSV または XML ファイルのみに適用されます。

パスワード付きのユーザーボックスは、マルチセットの CSV 形式または XML
形式を選択した場合、エクスポートされません。

6 ファイルに名前を付けて、KX DRIVER CSV 形式、マルチセット CSV 形式、
または XML 形式で保存します。

KX DRIVER CSV 形式は、[フファァククススボボッッククスス] または [Fココーードドボボッッククスス] には
使用できません。

[フファァククススボボッッククスス] と [F ココーードドボボッッククスス] 間では、マルチセットはできませ
ん。

文文書書ののププロロパパテティィーーのの表表示示

文書ボックスに文書のイメージを表示し、文書のプロパティーを表示できま
す。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[文文書書ボボッッククスス]をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス]ダイアログボックスで表示する文書を選択します。

4 ツールバーで[文文書書ののププロロパパテティィーー]アイコンをクリックします。

5 [OK] をクリックします。

文文書書のの表表示示

文書ボックスで、文書のサムネイルおよびプレビューイメージを表示できま
す。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[文文書書ボボッッククスス]をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス]ダイアログボックスで、文書ボックスを選択し、[表表示示]をク
リックします。

次のオプションを選択できます。

[ササムムネネイイルル]
文書イメージのアイコンを表示できます。

[ププレレビビュューーペペイインン]
文書のイメージを表示でき、必要に応じて、[表表示示] > [ププレレビビュューー]のオプ
ションを選択し、表示を変更します。

参参考考: サポートされているオプションは機種によって異なります。
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文文書書ののダダウウンンロローードド

文書ボックスからローカルコンピューターに文書をダウンロードすることがで
きます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[文文書書ボボッッククスス]をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス] ダイアログボックスで、ダウンロードする文書を選択します。

4 [文文書書ののダダウウンンロローードド]をクリックします。

5 [名名前前をを付付けけてて保保存存] ダイアログボックスで、ファイルを保存する場所を選択
し、ファイル名を入力し、PDF、TIF、JPG、 または XPS ファイルタイプを
選択して [保保存存] をクリックします。

文文書書ボボッッククススのの検検索索

文書ボックスで、名前を指定して特定のファイルを検索することができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[文文書書ボボッッククスス] をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス] ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストからオプ
ションを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力しま
す。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア] アイコンをクリックします。

文文書書ボボッッククスス間間ででのの文文書書のの移移動動

同一のデバイス上の文書ボックス間で文書をドラッグできます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[文文書書ボボッッククスス]をクリックします。

3 [文文書書ボボッッククスス] ダイアログボックスの[ユユーーザザーーボボッッククスス]で、 移動するファイ
ルを含む文書ボックスを選択します。

4 1 つまたは複数のファイルを選択し、[ユユーーザザーーボボッッククススのの]リストビューから
宛先の文書ボックスにドラッグします。

5 確認ダイアログボックスで [ははいい] をクリックして終了します。

ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス

[ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] には、ハードディスクに作成されたバーチャル
メールボックスの詳細が表示されます。
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この機能は、ハードディスクがインストールされている一部のモデルでサポー
トされています。 最大 255 のバーチャルメールボックスを作成できます。

ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススのの表表示示

ハードディスクのバーチャルメールボックスに関する情報を表示することがで
きます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス]をクリックします。

3 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リ
ストからオプションを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックス
に入力します。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア]アイコンをクリックします。

5 随時[すすべべてて更更新新] クリックしてリストを更新します。

ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススのの削削除除

ハードディスクからバーチャルメールボックスを削除することができます。
一度に削除できるバーチャルメールボックスは1つだけです。

1 [デデババイイスス] ューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス]をクリックします。

3 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス]ダイアログボックスで、バーチャルメールボック
スを選択します。

4 [メメーールルボボッッククススをを削削除除]をクリックし、続いて[ははいい]をクリックして確定しま
す。

パスワードが設定されている場合は、パスワードを入力します。 入力したパ
スワードが正しくない場合、バーチャルメールボックスは削除されません。

ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススリリスストトののエエククススポポーートト

バーチャルメールボックスリストを、PC またはネットワークに保存できま
す。 いったん保存すると、プリンタードライバーにインポートできます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス]をクリックします。

3 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス]ダイアログボックスでバーチャルメールボックス
を選択し、[リリスストトののエエククススポポーートト]をクリックします。

4 ファイルに名前を付けて、保存します。
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ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススのの拡拡張張機機能能オオププシショョンン

管理者権限がある場合は、次のようにバーチャルメールボックス設定を変更で
きます。

[VMB のの最最大大ササイイズズ ]
数値は、モデルによって 0 ～ 9999 MBで設定できます。 バーチャルメール
ボックスを使用しないようにするには、「0」を選択します。

[ママススタターーパパススワワーードドをを変変更更]
数値を1 ～ 65535で設定でき、またパスワードの削除を行うことができま
す。 管理者はマスターパスワードを使用して、バーチャルメールボックス
のパスワードを上書き、または変更することができます。

[ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススををすすべべてて削削除除]
すべてのメールボックスデータをハードディスクから削除します。

ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス拡拡張張機機能能オオププシショョンンのの選選択択

選択したバーチャルメールボックス機能のオプションを変更できます。

1 デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] を順に選択します。

3 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] ダイアログボックスで [詳詳細細設設定定] をクリックしま
す。 パスワードが設定されている場合は、パスワードを入力し [OK] をクリッ
クします。

4 希望する設定を選択します。

[VMB のの最最大大ササイイズズ ]
バーチャルメールボックスのサイズを入力するか、上下の矢印ボタンをク
リックして数値を選択します。

[ママススタターーパパススワワーードドをを変変更更]
[パパススワワーードド] をクリックし、旧パスワードと新パスワードを入力して、新
パスワードをもう一度入力します。 パスワードを削除するには [新新ししいいパパ
ススワワーードド] と [新新ししいいパパススワワーードドのの確確認認] ボックスを空白のままにします。

[ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススををすすべべてて削削除除]
[すすべべてて削削除除] をクリックし、[ははいい] をクリックして確定します。

5 [拡拡張張機機能能] ダイアログボックスで [OK] をクリックします。

6 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] ダイアログボックスで [終終了了] をクリックします。

新新規規ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススのの追追加加

ハードディスクに新規バーチャルメールボックスを作成することができます。
最大255 のバーチャルメールボックスをサポートします。

1 デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] を順に選択します。
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3 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] ダイアログボックスで [新新規規メメーールルボボッッククスス] をク
リックします。

4 新しい ID、名前、パスワードを入力します。 確認のため、パスワードを再入
力し、[OK] をクリックします。 同じ名称を複数のバーチャルメールボックス
に使用することはできません。

ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククススのの編編集集

ハードディスクに保存されたバーチャルメールボックスの名前と、パスワード
を設定できます。 すべてのバーチャルメールボックスを更新するには、[すすべべ
ててをを更更新新] をクリックします。

1 デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] を順に選択します。

3 [ババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス] ダイアログボックスで、バーチャルメールボック
スを選択し、[メメーールルボボッッククススププロロパパテティィーー] をクリックします。

4 [メメーールルボボッッククススププロロパパテティィーー] ダイアログボックスで、新しい [名名前前] を入力
し、1 ～ 65535の範囲でパスワードを入力します。 [新新パパススワワーードドをを確確認認] でパ
スワードをもう一度入力します。

5 [OK] をクリックします。

デデババイイススアアププリリケケーーシショョンン

[アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] 機能を使用して、1 台以上のデバイスにアプリケー
ションをインストールできます。 リモートでアプリケーションの起動や停
止、アンインストールもできます。 使用できる機能は、デバイスのモデルに
よって異なります。

1 台のデバイスでアプリケーションを管理するには、[デデババイイスス] > [アアププリリ
ケケーーシショョンン] を使用します。

複数のデバイスでアプリケーションを管理するには、[デデババイイスス] > [拡拡張張機機
能能] > [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] を使用します。

アプリケーションをインストール、起動、停止、またはアンインストール前
に、デバイスの SSL および IPP over SSL の設定を有効にする必要がありま
す。 一部のモデルでは、Enhanced WSD over SSL を有効にします。 また、
デバイスの[通通信信設設定定]で、正しいログインパスワードを入力する必要がありま
す。

印刷、コピー、または部門機能の拡張のため、アプリケーションはディーラー
またはサードパーティーによって作成されます。

アアププリリケケーーシショョンンをを複複数数ののデデババイイススににイインンスストトーールル

[アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理]ウィザードを使用して、複数のデバイスにアプリ
ケーションをインストールできます。 アプリケーションをインストールした
後は、アプリケーションをすぐに起動することができます。

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。
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2 [デデババイイスス]メニューで、 [拡拡張張機機能能] > [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理]をクリックし
ます。

3 [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理]ウィザードで、[アアププリリケケーーシショョンンををイインンスストトーールルすす
るる]を選択します。 チェックボックスを選択して、インストール後にアプリ
ケーションを起動するように設定できます。 [次次へへ] をクリックします。

4 [参参照照] をクリックして有効なアプリケーションパッケージファイル (PKG) を
選択し、[開開くく] をクリックします。 [次次へへ] をクリックします。

5 [イインンスストトーールル後後、、アアププリリケケーーシショョンンをを起起動動すするる] が選択されていて、選択アプ
リケーションにライセンスキーが必要な場合は、[ラライイセセンンススキキーーをを適適用用] ペー
ジが表示されます。 管理者から提供されるライセンスキーの選択方法を指定
します。

[ラライイセセンンススキキーーななししでで起起動動すするる]
アプリケーションをライセンスキーなしで起動します。

[次次ののラライイセセンンススキキーーをを使使用用]
デバイスを選択し、20 桁のライセンスキー (4 桁ずつハイフン区切り) を入
力します。

[ラライイセセンンススキキーーののイインンポポーートト]
デバイスの有効なライセンスキーファイル (.CSV) を参照し、[開開くく] をク
リックします。 ディーラーから提供されたファイルを使用できます。 デバ
イスのシリアル番号とライセンスキー用の列を含むライセンスキーファイ
ルを作成することもできます。

.CSV 形式が正しくない場合は、メッセージボックスで [ははいい] をクリック
します。 [ラライイセセンンススキキーーののママッッピピンンググ] ダイアログボックスで、各プロパ
ティーのマッピング値を選択します。 .CSV ファイルの最初の行にヘッ
ダーが含まれる場合は、[フファァイイルルににヘヘッッダダーーあありり] を選択します。 ファイ
ルの最初の行は無視され、データだけが使用されます。

[ラライイセセンンススキキーーををエエククススポポーートト] を選択して、ライセンスキーを .CSV
ファイルに保存することができます。 [OK] をクリックします。

インストール時にアプリケーションを起動していない場合、[ラライイセセンンススキキーー
をを適適用用] ページは表示されません。

[次次へへ] をクリックします。

6 [確確認認] ページで、設定を確認します。

7 [完完了了]をクリックして、アプリケーションをインストールします。

8 インストールが終了したら、[ロロググのの保保存存] をクリックしてインストールのログ
ファイル (.CSV) を保存できます。

アアププリリケケーーシショョンンをを 1 台台ののデデババイイススににイインンスストトーールル

[アアププリリケケーーシショョンン]ダイアログボックスを使用して、1 台のデバイスにアプリ
ケーションをリモートでインストールできます。

1 [デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、 [アアププリリケケーーシショョンン]をクリックします。
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3 [アアププリリケケーーシショョンン]ダイアログボックスで、[新新規規イインンスストトーールル]をクリックし
ます。

4 [開開くく] ダイアログボックスで、有効なアプリケーションパッケージファイル
(.PKG) を参照し、[開開くく] をクリックし、[ははいい] をクリックして確定します。

複複数数ののデデババイイススににイインンスストトーールルさされれたたアアププリリケケーーシショョンンをを起起動動

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] ウィザードで、[アアププリリケケーーシショョンンをを起起動動すするる] を選
択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 [起起動動すするるアアププリリケケーーシショョンンをを指指定定すするる方方法法をを選選択択ししててくくだだささいい]ページで、ア
プリケーションの選択方法を選択します。

[アアププリリケケーーシショョンンパパッッケケーージジをを指指定定]
[次次へへ] をクリックし、有効なインストールパッケージファイル (.PKG) を選
択します。 [次次へへ] をクリックして、手順 7 へ進みます。

[デデババイイススににイインンスストトーールルさされれてていいるるアアププリリケケーーシショョンンをを指指定定]
[次次へへ] をクリックして、手順 5 へ進みます。

5 [ソソーーススデデババイイススのの選選択択] ページで、デバイスを 1 つ選択します。 [次次へへ] をク
リックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

6 [起起動動すするるアアププリリケケーーシショョンンをを選選択択ししててくくだだささいい] ページで、起動するアプリ
ケーションを選択します。 [次次へへ] をクリックします。

7 [ラライイセセンンススキキーーをを適適用用] ページで、ライセンスキーを選択する方法を選びま
す。

[ラライイセセンンススキキーーななししでで起起動動]
アプリケーションにライセンスキーが必要でない場合に選択します。

[次次ののラライイセセンンススキキーーをを使使用用]
有効な 20 桁のライセンスキー (4 桁ずつハイフンで区切る) を入力します。
[OK] をクリックします。

[ラライイセセンンススキキーーののイインンポポーートト]
有効なライセンスキーファイル (.CSV) を参照し、[開開くく] をクリックしま
す。 .CSV 形式が正しくない場合は、メッセージボックスで [ははいい] をク
リックします。 [ラライイセセンンススキキーーののママッッピピンンググ] ダイアログボックスで、各
プロパティーのマッピング値を選択します。 .CSV ファイルの最初の行に
ヘッダーが含まれる場合は、[フファァイイルルににヘヘッッダダーーあありり] を選択します。
ファイルの最初の行は無視され、データだけが使用されます。

[ラライイセセンンススキキーーををエエククススポポーートト] を選択して、ライセンスキーを .CSV
ファイルに保存することができます。 [OK] をクリックします。

表示されたライセンスキーは、[ラライイセセンンススキキーーををエエククススポポーートト] をクリックし
て .CSV ファイルに保存することができます。
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[次次へへ] をクリックします。

8 [確確認認] ページで、設定を確認します。

9 [完完了了]をクリックしてアプリケーションを有効にします。

アプリケーションの起動が終了したら、[ロロググのの保保存存] をクリックして起動ログ
ファイル (.CSV) を保存できます。

1 台台ののデデババイイススににイインンスストトーールルさされれたたアアププリリケケーーシショョンンのの起起動動

1 [デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [アアププリリケケーーシショョンン] をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンン] ダイアログボックスで、アプリケーションを選択し、[起起
動動すするる] をクリックします。

4 [ラライイセセンンススキキーー設設定定] ダイアログボックスで、次のライセンスキーオプション
を選択します。

[ラライイセセンンススキキーーななししでで起起動動すするる]
アプリケーションにライセンスキーが必要でない場合に選択します。 [OK]
をクリックします。

[次次ののラライイセセンンススキキーーをを使使用用]
有効な 20 桁のライセンスキー (4 桁ずつハイフンで区切る) を入力します。
[OK] をクリックします。

5 [閉閉じじるる] をクリックします。

複複数数ののデデババイイススににイインンスストトーールルさされれたたアアププリリケケーーシショョンンをを停停止止

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] ウィザードで、[アアププリリケケーーシショョンンをを停停止止すするる] を選
択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 [停停止止すするるアアププリリケケーーシショョンンをを指指定定すするる方方法法をを選選択択] ページで、有効にするアプ
リケーションの選択方法を選択します。

[アアププリリケケーーシショョンンパパッッケケーージジをを指指定定]
[次次へへ] をクリックし、有効なインストールパッケージファイル (.PKG) を選
択します。 [次次へへ] をクリックして、手順 7 へ進みます。

[デデババイイススににイインンスストトーールルさされれてていいるるアアププリリケケーーシショョンンをを指指定定]
[次次へへ] をクリックして、手順 5 へ進みます。

5 [ソソーーススデデババイイススをを選選択択ししててくくだだささいい] ページで、デバイスを 1 つ選択します。
[次次へへ] をクリックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。
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6 [停停止止すするるアアププリリケケーーシショョンンのの選選択択] ページで、停止するアプリケーションを選
択します。 [次次へへ] をクリックします。

7 [確確認認] ページで、設定を確認します。

8 [完完了了] をクリックしてアプリケーションを停止します。

1 台台ののデデババイイススににイインンスストトーールルさされれたたアアププリリケケーーシショョンンをを停停止止

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [アアププリリケケーーシショョンン] をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンン] ダイアログボックスで、アプリケーションを選択し、[停停
止止] をクリックします。 [ははいい] をクリックして確定します。

4 [閉閉じじるる] をクリックします。

複複数数ののデデババイイススででイインンスストトーールルさされれたたアアププリリケケーーシショョンンををアアンンイインン
スストトーールル

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンンのの管管理理] ウィザードで、[アアププリリケケーーシショョンンををアアンンイインンスス
トトーールルすするる] を選択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 [アアンンイインンスストトーールルすするるアアププリリケケーーシショョンンをを指指定定すするる方方法法をを選選択択ししててくくだだささいい]
ページで、アプリケーションの選択方法を選択します。

[アアププリリケケーーシショョンンパパッッケケーージジをを指指定定]
[次次へへ] をクリックし、有効なインストールパッケージファイル (.PKG) を選
択します。 [次次へへ] をクリックして、手順 7 へ進みます。

[デデババイイススににイインンスストトーールルさされれてていいるるアアププリリケケーーシショョンンをを指指定定]
[次次へへ] をクリックして、手順 5 へ進みます。

5 [ソソーーススデデババイイススをを選選択択ししててくくだだささいい] ページで、デバイスを 1 つ選択します。
[次次へへ] をクリックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

6 [アアンンイインンスストトーールルすするるアアププリリケケーーシショョンンをを選選択択] ページで、アンインストール
するアプリケーションを選択します。 [次次へへ] をクリックします。

7 [確確認認] ページで、設定を確認します。

8 [完完了了] をクリックしてアプリケーションをアンインストールします。
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1 台台ののデデババイイススででイインンスストトーールルさされれたたアアププリリケケーーシショョンンををアアンンイインンスス
トトーールル

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [アアププリリケケーーシショョンン] をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンン] ダイアログボックスで、アプリケーションを選択し、[アア
ンンイインンスストトーールル] をクリックします。 [ははいい] をクリックして確定します。

4 [閉閉じじるる] をクリックします。

アアププリリケケーーシショョンンのの検検索索

[アアププリリケケーーシショョンン]ダイアログボックスでは、[名名前前]または[ババーージジョョンン]で検索
できます

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、 [アアププリリケケーーシショョンン]をクリックします。

3 [アアププリリケケーーシショョンン]ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リストから
オプションを選択し、検索したい文字を [テテキキスストトのの検検索索] ボックスに入力し
ます。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア]アイコンをクリックします。

証証明明書書をを管管理理

[証証明明書書をを管管理理] の使用により、1 台以上のデバイスに対しデバイス証明書と
ルート証明書をインポートまたは削除することができます。また、デバイス証
明書をプロトコルに割り当てることもできます。 1 台のデバイスには、証明
書を１種類につき 5 つまでインストールできます。

次の 2 種類の証明書をインストールできます。

[デデババイイスス証証明明書書]
デバイスを識別するファイルです。

[ルルーートト証証明明書書]
セキュリティー通信を行うために、デバイスが使用するファイルです。 ア
プリケーションによっては、ルート証明書をサーバー証明書として使用で
きるものもあります。

[デデババイイスス証証明明書書] 用には、2 つのファイルを提供する必要があります。 1 つの
ファイルは .CSV 形式で、各証明書のデータが、デバイスのシリアル番号、証
明書ファイルのファイル名、パスワードの順序で記載されている必要がありま
す。 .ZIPファイルは、.CSV ファイルに記載されている証明書の、少なくとも
1 つの証明書を含んでいる必要があります。

証証明明書書ををイインンポポーートト

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。
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2 [デデババイイスス] メニューで、 [拡拡張張機機能能] > [証証明明書書をを管管理理] をクリックします。

3 [選選択択ししたたデデババイイススででのの操操作作をを選選択択] ページで、[証証明明書書ををイインンポポーートト] を選択し
ます。 [次次へへ] をクリックします。

4 [証証明明書書タタイイププをを選選択択] ページで、[デデババイイスス証証明明書書] または [ルルーートト証証明明書書] を選
択します。

[デデババイイスス証証明明書書] を選択した場合は、設定済み .CSV ファイルを参照し、
証明書ファイルを含む .ZIP ファイルを参照します。 オプションとして、プ
ロトコルにデバイス証明書を割り当てることもできます。 [選選択択可可能能ななププロロ
トトココルル] リストで関連したプロトコルを選択し、[選選択択ししたたププロロトトココルル] リス
トに移動します。 [次次へへ] をクリックします。

[ルルーートト証証明明書書] を選択した場合は、証明書ファイルを参照します。 [次次へへ]
をクリックします。

5 ターゲットデバイスで実際の処理が始まる前に、[確確認認] ページで最終設定を確
認することができます。 設定を承諾するには、[完完了了]をクリックします。 設
定を変更するには、[戻戻るる] をクリックします。

6 処理終了後にデバイスネットワークが自動的に再起動するということを知らせ
るメッセージが表示されます。 [OK] をクリックします。

処理中ページに、証明書処理の状況が表示されます。 処理には数分かかるこ
とがあります。

7 処理完了後、詳細結果ログを表示できます。

証証明明書書をを削削除除

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、 [拡拡張張機機能能] > [証証明明書書をを管管理理] をクリックします。

3 [選選択択ししたたデデババイイススでで実実行行すするるアアククシショョンンをを選選択択] ページで、[証証明明書書をを削削除除] を
クリックします。 [次次へへ] をクリックします。

4 [証証明明書書ののタタイイププをを選選択択] ページで、[デデババイイスス証証明明書書] または [ルルーートト証証明明書書] を
選択します。 [次次へへ] をクリックします。

5 [削削除除すするる証証明明書書をを選選択択] ページで、ターゲットデバイス上の証明書を指定する
必要があります。 [証証明明書書ののササブブジジェェククトトをを指指定定] または [証証明明書書フファァイイルルのの選選
択択] を選択します。

[証証明明書書ののササブブジジェェククトトをを指指定定] を選択した場合は、証明書のサブジェクト
を識別名（DN）として入力します。 [次次へへ] をクリックします。

[証証明明書書フファァイイルルをを選選択択] を選択した場合は、削除する証明書と同じサブ
ジェクトを持つ証明書を参照します。 選択した証明書が要求する場合はパ
スワードを入力します。 [次次へへ] をクリックします。

6 ターゲットデバイスで実際の処理が始まる前に、[確確認認] ページで最終設定を確
認することができます。 設定を承諾するには、[完完了了]をクリックします。 設
定を変更するには、[戻戻るる] をクリックします。
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7 処理終了後にデバイスネットワークが自動的に再起動するということを知らせ
るメッセージが表示されます。 [OK] をクリックします。

処理中ページに、証明書処理の状況が表示されます。 処理には数分かかるこ
とがあります。

8 処理完了後、詳細結果ログを表示できます。

ププロロトトココルルににデデババイイスス証証明明書書をを割割りり当当ててるる

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、 [拡拡張張機機能能] > [証証明明書書をを管管理理] をクリックします。

3 [選選択択ししたたデデババイイススでで実実行行すするるアアククシショョンンをを選選択択] ページで、[デデババイイスス証証明明書書
ををププロロトトココルルにに割割りり当当ててるる] をクリックします。 [次次へへ] をクリックします。

4 [ププロロトトココルルにに割割りり当当ててるるデデババイイスス証証明明書書をを選選択択] ページで、ターゲットデバイ
ス上の証明書を選択する必要があります。 [証証明明書書ののササブブジジェェククトトをを指指定定] ま
たは [証証明明書書フファァイイルルのの選選択択] を選択します。

[証証明明書書ののササブブジジェェククトトをを指指定定] を選択した場合は、証明書のサブジェクト
を識別名（DN）として入力します。 [次次へへ] をクリックします。

[証証明明書書フファァイイルルをを選選択択] を選択した場合は、割り当てる証明書と同じサブ
ジェクト持つ証明書を参照します。 選択した証明書が要求する場合はパス
ワードを入力します。 [次次へへ] をクリックします。

5 [デデババイイスス証証明明書書にに割割りり当当ててらられれたたププロロトトココルルをを選選択択] ページで、 [ププロロトトココルル
をを選選択択] リストから関連するプロトコルを選択し、[選選択択ししたたププロロトトココルル] リス
トに移動します。 証明書を割り当てるプロトコルを一つ以上選択します。 [次次
へへ] をクリックします。

6 ターゲットデバイスで実際の処理が始まる前に、[確確認認] ページで最終設定を確
認することができます。 設定を承諾するには、[完完了了]をクリックします。 設
定を変更するには、[戻戻るる] をクリックします。

7 処理終了後にデバイスネットワークが自動的に再起動するということを知らせ
るメッセージが表示されます。 [OK] をクリックします。

処理中ページに、証明書処理の状況が表示されます。 処理には数分かかるこ
とがあります。

8 処理完了後、詳細結果ログを表示できます。

1 台台ののデデババイイスス上上でで証証明明書書をを管管理理

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[証証明明書書]をクリックします。

3 [証証明明書書]ダイアログボックスでは、インストールされた証明書番号、ステータ
ス、サブジェクト、プロトコル (デバイス証明書のみ)、有効期限を表示するこ
とができます。
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4 以下のタスクを実行するには、証明書をひとつ選択しアイコンをクリックしま
す。

[証証明明書書ををイインンポポーートト]
無効な証明書ステータスでのみ、このオプションを使用することができま
す。 [証証明明書書タタイイププ] は選択した証明書のタイプを表示します。 [イインンスス
トトーールルエエリリアア] は[自自動動 (デデフフォォルルトト)] を表示します。または、証明書番号を
選ぶこともできます。 証明書ファイルを参照し、パスワードを入力しま
す。 [OK] をクリックします。 証明書のデータがデバイスに送信されたこ
とを知らせるメッセージが表示されます。 [証証明明書書]ダイアログボックスに
は更新された証明書情報が表示されます。

[証証明明書書をを削削除除]
有効な証明書ステータスでのみ、このオプションを使用することができま
す。 選択した証明書を本当に削除するかどうかを尋ねられます。 [いいいいええ]
を選択すると、削除は実行されません。 [ははいい]を選択すると、削除が実行
されていることを知らせるメッセージが表示されます。 [証証明明書書] ダイアロ
グボックスには選択した証明書が無効であることが表示されます。

[証証明明書書のの詳詳細細]
有効な証明書ステータスでのみ、このオプションを使用することができま
す。 選択した証明書に対して特定の情報が表示されます。 [OK] をクリッ
クします。

[デデババイイスス証証明明書書ををププロロトトココルルにに割割りり当当てて]
[デデババイイスス証証明明書書] と有効な証明書ステータスでのみ、このオプションを使
用することができます。 選択した証明書のプロトコルを選択します。 [OK]
をクリックします。 選択されたプロトコルに証明書を割り当てるためコマ
ンドがデバイスに送信されたことを知らせるメッセージが表示されます。
[証証明明書書]ダイアログボックスには更新されたプロトコル情報が表示されま
す。

5 [閉閉じじるる] をクリックします。

デデババイイスス通通知知設設定定

[通通知知] 機能は、デバイスのステータスの変更をユーザーに通知します。 通知
方法は3通りあります。ポップアップウィンドウを表示する、Windowsイベン
トログを開く、または指定されたEメールアドレスのリストにEメールを送信
します。

E メール通知を送信するには、TCP ポート25が利用可能になっており、ファ
イアウォールやウイルススキャナーでブロックされていないことが重要です。
[編編集集] > [オオププシショョンン] > [メメーールル設設定定] の順に選択して、E メールの送信機能を
設定しておく必要があります。

デバイスのモデルに応じて、いくつかのイベントタイプでデバイス通知を実行
することができます。 例えば、紙づまりで通知を実行するように設定するこ
とができます。

デデババイイスス通通知知設設定定

デバイスリストからデバイスを選択して、デバイスのアクティビティに関する
警告を表示できます。 [通通知知設設定定] ダイアログボックスによって、選択された
デバイスの警告オプションが表示できます。

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、1 つまたは複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[通通知知設設定定]をクリックします。
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3 [通通知知設設定定]ダイアログボックスで、[動動作作]から通知の通信方法を選択します。

4 [Eメメーールルのの送送信信先先]を選択すると、最大 3 つまで E メールアドレスを入力でき
ます。

5 [通通知知] で、通知の条件とするイベントを選択します。

6 [OK] をクリックします。

拡拡張張機機能能

[デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] をクリックします。 またデバイスを右ク
リックして [拡拡張張機機能能]を選択することもできます。 次の選択が表示されま
す。

[複複数数ののデデババイイススをを設設定定]
複数のデバイスに、構成パラメーターを同時に送信する機能です。

[デデババイイススをを再再起起動動]
このウィザードを使用すると、プリントデバイスまたはネットワークデバ
イスをリモートで起動できます。

[アアププリリケケーーシショョンンをを管管理理]
このウィザードを使用すると、デバイスにアプリケーションをインストー
ルできます。

[オオププシショョンン機機能能をを管管理理]
このウィザードを使用すると、1 台以上のデバイスでインストールされて
いるオプション機能を起動できます。

[証証明明書書をを管管理理]
このウィザードを使用すると、暗号化されたデバイスの認証と通信情報を
含む、有効な（有効期限内の）証明書ファイルをインポート、割り当て、
削除できます。

[フファァーームムウウェェアアののアアッッププググレレーードド]
このウィザードを使用すると、最新のファームウェアをデバイスにインス
トールできます。

[デデババイイススデデフフォォルルトト設設定定]
この設定では、両面印刷、印刷品質、紙の入出力、またコピー、ファク
ス、スキャンなどの各設定について、選択されたデバイスのデフォルト設
定を設定します。 一度に 1 台のデバイスのみ選択できます。 設定は、デバ
イスのモデルによって異なります。

[デデババイイススシシスステテムム設設定定]
操作パネル言語、タイマー設定、パネルロックなどについて、選択したデ
バイスのデフォルト設定を設定します。 一度に 1 台のデバイスのみ選択で
きます。 設定は、デバイスのモデルによって異なります。

[デデババイイススネネッットトワワーークク設設定定]
IP アドレス、E メール設定、SNMP 設定、FTP と SMB のクライアント設
定、プロトコル設定など、選択したデバイスのネットワーク設定を設定し
ます。 一度に 1 台のデバイスのみ選択できます。 設定は、デバイスのモデ
ルによって異なります。

[ドドラライイババーーののイインンスストトーールル]
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このウィザードを使用すると、デバイスにプリンタードライバーをインス
トールできます。

[ドドラライイババーーののアアッッププググレレーードド]
このウィザードを使用すると、プリンタードライバーを新しいバージョン
にアップグレードできます。

[ドドラライイババーーののアアンンイインンスストトーールル]
このウィザードを使用すると、プリンタードライバーをアンインストール
できます。

[認認証証設設定定]
ユーザーログイン、LDAP 設定、ID が不明のジョブの許可など、選択した
デバイスの認証設定を指定します。 一度に 1 台のデバイスのみ選択できま
す。 設定は、デバイスのモデルによって異なります。

[ネネッットトワワーーククググルルーーププ]
グループ認可で使用するグループの作成、およびグループ認可のオン、オ
フが含まれます。 これらの設定は、デバイスによっては使用できない場合
があります。

[TCP/IP 送送信信デデーータタ]
1 台または複数の選択したデバイスのインタフェイスに、データを直接送
信します。

デデババイイススママルルチチセセッットト

デバイス [ママルルチチセセッットト] を使用すると、 構成パラメーターを複数のデバイス
に同時に送信することができます。

ククイイッッククモモーードドででデデババイイスス設設定定をを作作成成

この設定では、1 つまたは複数のデバイスグループに設定をコピーできます。
このモードを使用すると、ソース設定が自動的にコピーされます。

1 [デデババイイスス] ビューで、設定を変更する1 つまたは複数のデバイスを選択しま
す。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数ののデデババイイススをを設設定定] をクリックしま
す。

3 [ママルルチチセセッットトモモーードド] ページで、[ククイイッッククモモーードド] を選択します。 [次次へへ] をク
リックします。

4 [デデババイイススググルルーーププ] ページで、設定を適用するグループを1つまたは複数選択
します。 [次次へへ] をクリックします。

5 [ソソーーススデデババイイスス] ページで、リストからデバイスを１台選択します。 [次次へへ] を
クリックします。

参参考考: ローカル認証がオンの場合、管理者はデバイスの通信設定にある [ロロググ
イインン] セクションにログインユーザー名とパスワードを入力する必要がありま
す。 マルチセットを正しく完了するためには、[通通信信設設定定] のソースと対象デ
バイスに対するすべての設定およびパスワードが正しくなければなりませ
ん。

6 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。
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変更が必要な場合は [戻戻るる] をクリックしてください。

7 [完完了了] をクリックします。

設定を保存するためにデバイスの再起動が必要な場合は、メッセージが表示さ
れます。 [OK] をクリックして閉じます。

カカススタタムムモモーードド

この設定では、設定をカスタマイズし、1 つまたは複数のデバイスグループに
設定をコピーすることができます。 コピーする設定や設定のコピー方法を選
択できます。 次のオプションは、対象デバイスによって [設設定定] ページが異な
ることがあります。

[デデババイイススシシスステテムム設設定定]
デバイスの基本設定には、操作パネルの言語、タイマーが含まれ、セキュ
リティーオプションには、パネルおよびインタフェースのロックなどがあ
ります。 いくつかの設定はプリントシステムの再起動が必要な場合があり
ます。

[デデババイイススネネッットトワワーークク設設定定]
TCP/IP、セキュリティーおよびネットワーク構成の基本設定。 いくつかの
設定はプリントシステムまたはネットワークの再起動が必要な場合があり
ます。

[デデババイイススデデフフォォルルトト設設定定]
印刷、コピー、スキャン、およびファクスジョブのデフォルト動作を定義
する設定で、用紙サイズ、プリンターおよびスキャン印刷品質、デフォル
トの用紙種類などが含まれます。

[デデババイイスス認認証証設設定定 ]
デバイスにアクセスするローカルまたはネットワーク認可を定義する設定
です。 この設定は 機種によって異なります。

[デデババイイススユユーーザザーーリリスストト ]
ログインユーザー名 、ユーザー名（対応していればフリガナ）、パスワー
ド、E メールアドレス、部門名、デバイスの部門コード、および管理者ア
クセスの許可など含まれます。

[デデババイイススアアドドレレスス帳帳 ]
番号、名前、フリガナ (使用可能な場合)、E メール、FTP アドレス 、SMB
アドレス、ファクス、インターネットファクスアドレス、およびアドレス
グループが含まれます。

[デデババイイスス文文書書ボボッッククスス ]
ユーザーのユーザーボックスおよびファクスボックスが含まれます。

[デデババイイススネネッットトワワーーククググルルーーププ ]
グループ認可で使用するグループの作成、およびグループ認可のオン、オ
フが含まれます。 これらの設定は、デバイスにより利用できない場合があ
ります。

[デデババイイススババーーチチャャルルメメーールルボボッッククスス ]
バーチャルメールボックス ID、名前、VMB 最大サイズ が含まれます。

デデババイイススかかららデデババイイスス設設定定をを作作成成

ソースデバイスからデバイス設定をコピーできます。

1 [デデババイイスス] ビューで、設定を変更する1 台または複数のデバイスを選択しま
す。
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2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数ののデデババイイススをを設設定定] をクリックしま
す。

3 [ママルルチチセセッットトモモーードド] ページで、[カカススタタムムモモーードド] を選択します。 [次次へへ] をク
リックします。

4 [デデババイイススググルルーーププ] ページで、設定を適用するグループを1つまたは複数選択
します。 [次次へへ] をクリックします。

5 [設設定定] ページで、デバイスにコピーする 1 つまたは複数の設定を選択します。
[次次へへ] をクリックします。

6 [方方法法] ページで、[デデババイイススかからら作作成成] をクリックします。

一部の設定では、[タターーゲゲッットトデデババイイススのの上上書書きき保保存存許許可可] を選択できます。
選択すると、設定テンプレートが現在のデバイス設定にコピーされます。

このチェックボックスの選択を解除すると、既存の設定と重複しない部分のみ
書き込まれます。

[次次へへ] をクリックします。

7 [ソソーーススデデババイイスス] ページで、リストからデバイスを１つクリックします。 [次次
へへ] をクリックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

8 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

[設設定定をを編編集集] が表示され、ボタンをクリックして開いたダイアログボックスか
ら、設定の変更ができます。

設定をファイルに保存する場合は、[フファァイイルルにに保保存存] をクリックします。 設
定は、.CSV、.XML および .ZIP 形式のファイルに保存されます。 複数の設定
を選択した場合、ファイルは .ZIP ファイルとして保存されます。

参参考考: マルチセットテンプレート (.ZIP) ファイルは、このアプリケーション
からのみ生成された XML ファイルで構成されています。

変更が必要な場合は [戻戻るる] をクリックしてください。

9 [完完了了] をクリックします。

設定を保存するためにデバイスの再起動が必要な場合は、メッセージが表示さ
れます。 [OK] をクリックして閉じます。

正しく完了すると、ソースデバイスのプロパティーまたは設定がターゲットデ
バイスにコピーされます。 [閉閉じじるる] をクリックします。

プロセスが正常に完了しなかった場合、[詳詳細細] をクリックして、エラーリスト
を表示できます。 エラーリストを保存するには、[エエククススポポーートト] をクリック
してダイアログボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。

フファァイイルルかかららデデババイイスス設設定定をを作作成成

既存ファイルからデバイス設定をコピーすることができます。

1 [デデババイイスス] ビューで、設定を変更する 1 台または複数のデバイスを選択しま
す。
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2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数ののデデババイイススをを設設定定] をクリックしま
す。

3 [ママルルチチセセッットトモモーードド] ページで、[カカススタタムムモモーードド] を選択します。 [次次へへ] をク
リックします。

4 [デデババイイススググルルーーププ] ページで、設定を適用するグループを1つまたは複数選択
します。 [次次へへ] をクリックします。

5 [設設定定] ページで、デバイスにコピーする 1 つまたは複数の設定を選択します。
[次次へへ] をクリックします。

6 [方方法法] ページで、 [フファァイイルルかからら作作成成] をクリックします。

一部の設定では、[タターーゲゲッットトデデババイイススのの上上書書きき保保存存許許可可] を選択できます。
選択すると、設定テンプレートが現在のデバイス設定にコピーされます。

このチェックボックスの選択を解除すると、既存の設定と重複しない部分のみ
書き込まれます。

[次次へへ] をクリックします。

7 ファイルパスを入力するか、 [参参照照] をクリックして使用するファイルを選択
します。 次のファイル形式を開くことができます。

現在のソフトウェアバージョンのマルチセットテンプレート (.CSV、.XML ま
たは .ZIP)
アドレスエディター のデータファイル (.AED)
ファクスデータ用のアドレスエディター (.FED)
ネットワークファクス用のアドレス帳 (.FDT) サポートはモデルによって異な
ります。

アドレス帳のデータファイル (.ABF または .CSV)
ユーザーリストのエクスポートファイル (.CSV または .XML)
文書ボックスのリストファイル (.CSV または .XML)

8 [開開くく] をクリックします。 [次次へへ] をクリックします。

9 ステップ 5 で [デデババイイススユユーーザザーーリリスストト]、[デデババイイススアアドドレレスス帳帳]、または[デデババ
イイスス文文書書ボボッッククスス]が選択され、ステップ 7 で .CSV ファイルが選択される
と、[列列名名をを既既存存ののププロロパパテティィーーにに割割りり当当ててててくくだだささいい] ページが表示されま
す。 各プロパティーに対して、マッピング値を選択します。 選択されない項
目はスキップします。

.CSV ファイルの最初の行にヘッダーが含まれる場合は、[フファァイイルルににヘヘッッダダーー
あありり] を選択します。 ファイルの最初の行は無視され、データだけが使用され
ます。

[次次へへ] をクリックします。

10 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

[設設定定をを編編集集] ボタンが表示され、ボタンをクリックして開いたダイアログボッ
クスから、設定の変更ができます。
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設定をファイルに保存する場合は、[フファァイイルルにに保保存存] をクリックします。 設
定は、.CSV、.XML および .ZIP 形式のファイルに保存されます。 複数の設定
を選択した場合、ファイルは .ZIP ファイルとして保存されます。

参参考考: マルチセットテンプレート (.ZIP) ファイルは、このアプリケーション
からのみ生成された XML ファイルで構成されています。

変更が必要な場合は [戻戻るる] をクリックしてください。

11 [完完了了] をクリックします。

設定を保存するためにデバイスの再起動が必要な場合は、メッセージが表示さ
れます。 [OK] をクリックして閉じます。

正しく完了すると、ファイルのプロパティーまたは設定がターゲットデバイス
にコピーされます。 [閉閉じじるる] をクリックします。

プロセスが正常に完了しなかった場合、[詳詳細細] をクリックして、エラーリスト
を表示できます。 エラーリストを保存するには、[エエククススポポーートト] をクリック
してダイアログボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。

新新規規デデババイイスス設設定定をを作作成成

デバイス設定テンプレートを新規作成することができます。 [デデババイイススググルルーー
ププ] ページで複数のモデルが選択された場合、この機能は利用できません。

1 [デデババイイスス] ビューで、設定を変更する 1 台または複数のデバイスを選択しま
す。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数ののデデババイイススをを設設定定] をクリックしま
す。

3 [ママルルチチセセッットトモモーードド] ページで、[カカススタタムムモモーードド] を選択します。 [次次へへ] をク
リックします。

4 [デデババイイススググルルーーププ] ページで、設定を適用するグループを1つ選択します。 [次次
へへ] をクリックします。

5 [設設定定] ページで、デバイスにコピーする 1 つまたは複数の設定を選択します。
[次次へへ] をクリックします。

6 [方方法法] ページで、[新新規規作作成成] をクリックします。

一部の設定では、[タターーゲゲッットトデデババイイススのの上上書書きき保保存存許許可可] を選択できます。
選択すると、設定テンプレートが現在のデバイス設定にコピーされます。

このチェックボックスの選択を解除すると、既存の設定と重複しない部分のみ
書き込まれます。

[次次へへ] をクリックします。

7 [設設定定] ページで複数のオプションが選択されると、[編編集集すするる設設定定のの選選択択] ダイ
アログボックスが表示されます。 リストから選択し、[設設定定をを編編集集] をクリッ
クして設定を変更します。

[設設定定] ページで1つのオプションを選択し、設定を変更します。

[OK] または [閉閉じじるる] をクリックします。
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8 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

[設設定定をを編編集集] ボタンが表示され、ボタンをクリックして開いたダイアログボッ
クスから、設定の変更ができます。

設定をファイルに保存する場合は、[フファァイイルルにに保保存存] をクリックします。 設
定は、.CSV、.XML および .ZIP 形式のファイルに保存されます。 [アドレス帳]
は .CSV ファイル形式で保存されます。 複数の設定を選択した場合、ファイル
は .ZIP ファイルとして保存されます。

参参考考: マルチセットテンプレート (.ZIP) ファイルは、このアプリケーション
からのみ生成された XML ファイルで構成されています。

変更が必要な場合は [戻戻るる] をクリックしてください。

9 [完完了了] をクリックします。

設定を保存するためにデバイスの再起動が必要な場合は、メッセージが表示さ
れます。 [OK] をクリックして閉じます。

正しく完了すると、新しいプロパティーまたは設定がターゲットデバイスにコ
ピーされます。 [閉閉じじるる] をクリックします。

プロセスが正常に完了しなかった場合、[詳詳細細] をクリックして、エラーリスト
を表示できます。 エラーリストを保存するには、[エエククススポポーートト] をクリック
してダイアログボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。

デデババイイススをを再再起起動動

[デデババイイススをを再再起起動動] で、 1 つまたは複数のプリントデバイスまたはデバイス
ネットワークをリモートで再起動することができます。

[デデババイイスス再再起起動動]
選択したプリントデバイスを再起動します。

[ネネッットトワワーークク再再起起動動]
選択したプリントデバイスのネットワークインターフェイスを再起動しま
す。

デデババイイススままたたははネネッットトワワーーククをを再再起起動動

デバイスまたはネットワークをリモートで再起動できます。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 つまたは複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [デデババイイススをを再再起起動動] をクリックします。

3 再起動のタイプを選択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

5 [完完了了] をクリックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

6 [エエククススポポーートト] をクリックして .CSV ファイルに再起動結果を保存することが
できます。
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オオププシショョンン機機能能をを管管理理

[オオププシショョンン機機能能をを管管理理] を使用すると、1 台以上のデバイスでオプション機能
を起動することができます。 これらの機能はデバイスファームウェアに含ま
れています。 管理者は、起動に必要な 20 桁のライセンスキーを持っていま
す。 機能の体験版を選択することもできます。

これらの機能の詳細については、[使用説明書] を参照してください。

複複数数ののデデババイイススののオオププシショョンン機機能能をを起起動動

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、 [拡拡張張機機能能] > [オオププシショョンン機機能能をを管管理理] をクリックしま
す。

3 [オオププシショョンン機機能能] ページで機能名を選択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 [起起動動モモーードド] ページで、[正正規規] または [体体験験版版] を選択します。 [次次へへ] をク
リックします。

[正正規規] を選択した場合、手順 5 に進みます。

[体体験験版版] を選択した場合、手順 6 に進みます。

5 [ラライイセセンンススキキーー] ページでライセンスキーに追加するデバイスを選択します。
デバイスは、同じまたは異なるライセンスキーを使用することができます。

[ラライイセセンンススキキーーをを追追加加] をクリックし、20 桁のライセンスキーを入力しま
す。 [OK] をクリックします。 [ラライイセセンンススキキーーををエエククススポポーートト] を選択し
て、ライセンスキーを .CSV ファイルに保存することができます。

[ラライイセセンンススキキーーををイインンポポーートト] をクリックしてから、有効なライセンス
キーファイル (.CSV) を選択します。 ディーラーから提供されたファイル
を使用できます。 デバイスのシリアル番号とライセンスキー用の列を含む
ライセンスキーファイルを作成することもできます。

.CSV 形式が正しくない場合は、メッセージボックスで [ははいい] をクリック
します。 [ラライイセセンンススキキーーののママッッピピンンググ] ダイアログボックスで、各プロパ
ティーのマッピング値を選択します。 .CSV ファイルの最初の行にヘッ
ダーが含まれる場合は、[フファァイイルルににヘヘッッダダーーあありり] を選択します。 ファイ
ルの最初の行は無視され、データだけが使用されます。

[ラライイセセンンススキキーーををエエククススポポーートト] を選択して、ライセンスキーを .CSV
ファイルに保存することができます。 [OK] をクリックします。

[次次へへ] をクリックします。

6 [確確認認] ページで、設定を確認します。

7 [開開始始] をクリックします。

ライセンスの進行状況と結果が表示されます。 アプリケーションの起動が終
了したら、[ロロググのの保保存存] をクリックして起動ログファイル (.CSV) を保存でき
ます。

1 台台ののデデババイイススののオオププシショョンン機機能能をを起起動動

1 任意の[デデババイイスス] ビューで、デバイスを選択します。
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2 [デデババイイスス] メニューで、 [拡拡張張機機能能] > [オオププシショョンン機機能能をを管管理理] をクリックしま
す。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

3 [オオププシショョンン機機能能] ページで、次の動作を実行できます。

インストールされているオプション機能の状況を表示します。

1 つの機能を選択し、[ラライイセセンンススをを起起動動] アイコンをクリックして、正式版
を起動します。 20 桁のライセンスキーを入力します。 メッセージボック
スで [ははいい]をクリックします。 [エエククススポポーートト] をクリックして .CSV ファ
イルに起動結果を保存することができます。

1 つ以上の機能を選択し、[体体験験版版をを起起動動] アイコンをクリックして、体験版
を起動します。 メッセージボックスで [ははいい]をクリックします。 [エエククスス
ポポーートト] をクリックして .CSV ファイルに起動結果を保存することができま
す。 体験版は、[残残っってていいるる回回数数] がデバイスで使用されるまで、または
[体体験験版版のの有有効効期期限限] までの、いずれか早い方まで使用できます。

表示を更新します。

4 [閉閉じじるる] をクリックします。

フファァーームムウウェェアアアアッッププググレレーードド

ここでは、対応しているデバイスにファームウェアをインストールする方法を
説明します。 マスターファイルから、1 台のデバイスまたはデバイスのグルー
プにファームウェアをインストールできます。 複数のデバイスをアップグ
レードする場合、選択したファームウェアのモデルと一致しないデバイスは無
視されます。 バージョンのアップグレードが必要で適合しているデバイスが
ない場合、エラーメッセージが表示されます。

マスターファームウェアファイルは、あらかじめ管理者から入手する必要があ
ります。 単体デバイスにおいて、選択したファームウェアのファイルバー
ジョンがインストールされているバージョンよりも古い場合、ファームウェア
はダウングレードされます。

ファームウェアアップグレードを実行する前に、TCP ポート 800-899 が使用
可能であり、ファイアウォールでブロックされていないことを確認してくださ
い。

参参考考: ローカル認証がオンの場合、管理者はログインユーザー名とパスワー
ドを、[デデババイイスス]>[通通信信設設定定]>[ロロググイインン]に入力する必要があります。 一部の
モデルでは、ログインユーザー名とパスワードはサポートしていません。
ファームウェアアップグレードを行う前に、通信設定に管理者用のパスワー
ドを入力する必要があります。 [フファァーームムウウェェアアアアッッププググレレーードド] を正しく完
了するには、[通通信信設設定定] の対象デバイスに対するすべての設定およびパス
ワードが正しくなければなりません。

ロジカルプリンターの [ジジョョブブののははじじめめ] は空欄にする必要があります。 プリ
ントデバイスのホームページから、設定を確認または編集できます。

フファァーームムウウェェアアアアッッププググレレーードドののリリススクク

このウィザードの使用に関連して、いくつかの潜在的なリスクがあります。
ファームウェアのアップグレードを行うにあたっては、事前に管理者または
ディーラーに手順を確認し、不具合時の対処方法を確認してください。 ウィ
ザードの先頭ページで、この潜在的リスクについて理解と承諾を求められま
す。
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警警告告: アップグレード中にデバイスがオフになったり停電になったりする
と、デバイスは操作不能となり、サービス担当者によって故障したコンポー
ネントを交換する必要が発生する場合があります。

フファァーームムウウェェアアををアアッッププググレレーードド

デバイスに最新のファームウェアをインストールするために、このウィザード
を使用できます。 デバイスで、インストールするファームウェアのバージョ
ンが、インストールされているバージョンよりも古い場合、ファームウェアは
ダウングレードされます。 一度に処理できるデバイスは、最大で 5 台までで
す。

1 [デデババイイスス] ビューで、1 台または複数のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [フファァーームムウウェェアアののアアッッププググレレーードド] をク
リックします。

3 [警警告告] ページで、リスクを理解し承諾するチェックボックスを選択します。
[次次へへ] をクリックします。

4 [フファァーームムウウェェアアをを選選択択] ページで、 ファームウェアファイルのパスを入力す
るか、[参参照照] をクリックして有効なファームウェアファイルを選択し、[開開くく]
をクリックします。 [次次へへ] をクリックします。

参参考考: ファームウェアのファイルは、このアプリケーションでは提供されて
いません。 ディーラーにお問い合わせください。

5 [選選択択のの確確認認] ページ:

ファームウェアファイルの有効性を確認できない場合は、[戻戻るる] をクリッ
クし他のファームウェアファイルを選択します。

有効なファームウェアとデバイス情報が表示されたら、[アアッッププググレレーードド]
をクリックします。

6 [キキャャンンセセルル] をクリックすると、まだ開始していないアップグレードをキャン
セルできます。 現在進行中のアップグレードは、キャンセルできません。

7 アップグレード終了後に、ログのコピーを表示、保存、または[閉閉じじるる] を選択
できます。

完完了了時時ののオオププシショョンン

アップグレードの実行中でも、ウィザードの最後のページで次の機能が利用で
きます。

[ロロググ]
各デバイスごとにアップグレード情報の詳細を表示します。

[テテキキスストトのの検検索索]
[テテキキスストトのの検検索索] ボックスに [IP アアドドレレスス] または [ホホスストト名名] の値または値
の一部を入力します。 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示す
るには、ツールバーで [ササーーチチののククリリアア] アイコンをクリックします。

[カカウウンンタターー]
すべてのアップグレードステータスのデバイス数をカウントして、表示し
ます。
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[ロロググのの保保存存]
クリックして、アップグレードに関する情報を含む .CSV 形式のログファ
イルを保存します。

[閉閉じじるる] / [キキャャンンセセルル]
アップグレードステータスによって、[閉閉じじるる] あるいは [キキャャンンセセルル] が表
示されます。 [キキャャンンセセルル] はアップグレード待機中のデバイスをキャンセ
ルすることができます。 既にアップグレード中のデバイスはキャンセルで
きません。 [閉閉じじるる] はアップグレードが完了したことを示します。

認認証証設設定定

[認認証証設設定定] は管理者にユーザー認証とネットワークユーザープロパティーを管
理する便利な方法を提供します。 デバイスにつき1つの [認認証証設設定定] ダイアログ
ボックスだけを開くことができます。 （3つの異なるデバイスに対して） 最大
3つのダイアログボックスを同時に開くことができます。

ユユーーザザーー認認証証をを設設定定

[認認証証設設定定] で管理者は、デバイスへアクセスする際ユーザーログインが求めら
れるように設定できます。 [ロローーカカルル認認証証をを使使用用] を選択すると、デバイスは
ログインユーザーの認証に [デデババイイススユユーーザザーーリリスストト] を使用します。 [ネネッットト
ワワーークク認認証証をを使使用用] を選択すると、デバイスはドメインサーバーを使ってログ
インユーザーを認証します。 サポートはモデルによって異なります。

1 デバイスリストからデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [認認証証設設定定] の順にクリックします。

3 デバイス設定としてユーザー認証を設定する場合は、[ユユーーザザーーロロググイインンをを有有
効効ににすするる] をクリックします。

4 認証モードを選択します。

[ロローーカカルル認認証証をを使使用用] を選択している場合は、手順 9 へ進みます。

[ネネッットトワワーークク認認証証をを使使用用] を選択すると、その下の関連テキストボックス
が使用可能になります。 テキストボックスにはASCII 文字のみ使用できま
す。

5 デバイスで使用されているファームウェアのファイル形式によって、ドメイン
名（最大 256 文字まで）を [ドドメメイインン名名] テキストボックスに入力します。

一部の機種では、登録ドメインのリストから複数のドメインを選択できます。
複数のドメインが指定されている場合、どれかひとつをデフォルトに設定しま
す。

6 リストから[ササーーババーータタイイププ] を選択します。 サーバータイプが [Ext.] でない
場合、[ササーーババーータタイイププ]、[ホホスストト名名] のみ設定できます。

7 ホスト名または IP アドレスを [ホホスストト名名] テキストボックスに入力します。

8 必要に応じて、[ポポーートト番番号号] を入力します。 範囲は1 ～ 65535です。

9 その先のダイアログボックスに進むか、または [OK] をクリックして設定を保
存し、ダイアログボックスを閉じることができます。
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ID がが不不明明ののジジョョブブのの許許可可

デバイスにユーザー制限を付けずに、ユーザーログインおよびパスワードが無
い場合でも印刷ジョブを実行させたい場合は、[IDがが不不明明ののジジョョブブをを許許可可すするる]
チェックボックスを選択します。 デフォルトではチェックボックスはチェッ
クされていません。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [認認証証設設定定]をクリックします。

3 [認認証証設設定定]ダイアログボックスで、[IDがが不不明明ののジジョョブブをを許許可可すするる]チェック
ボックスを選択し、[OK] をクリックします。

デバイスをユーザーログインで制限したい場合には、[IDがが不不明明ののジジョョブブをを許許
可可すするる]チェックボックスの選択を外します。 デバイスのプリンタープロパ
ティーで、[デデババイイスス設設定定] > [管管理理者者]をクリックし、[ユユーーザザーーロロググイインン]を選択
する必要があります。 あらかじめ特定のユーザー名およびパスワードを入力
しておくか、印刷時にダイアログからそれらを入力するかを選択します。

ロローーカカルル認認可可のの有有効効化化

この機能をサポートするデバイスで、特定のユーザーによるジョブを禁止でき
ます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [認認証証設設定定]をクリックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

3 [認認証証設設定定]ダイアログボックスで、 [ロローーカカルル認認可可]チェックボックスを選択し
ます。

4 [OK] をクリックします。

簡簡単単ロロググイインンのの有有効効化化

デバイスの[簡簡単単ロロググイインン]を有効化できます。 この機能のサポートは機種によ
り異なります。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [認認証証設設定定]をクリックします。

認証を求められたら、ログイン名とパスワードを入力します。

3 [認認証証設設定定]ダイアログボックスで、 [簡簡単単ロロググイインン]チェックボックスを選択し
ます。

4 [OK] をクリックします。
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IC カカーードドロロググイインン設設定定

デバイスに対する IC カードログイン設定を選択できます。 IC カードログイン
は機種により異なり、IC カード認証キットが有効な場合、IC カードログイン
は可能です。 この機能のサポートは機種により異なります。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [認認証証設設定定]をクリックします。

認証を求められたら、ログインとパスワード情報を入力します。

3 [認認証証設設定定]ダイアログボックスの [IC カカーードドロロググイインン設設定定]で、[キキーーボボーードドロロ
ググイインンをを許許可可]チェックボックスを選択して、キーボードログインを有効にし
ます。 チェックボックスをオフにすると、この機能は無効になります。

4 [キキーーボボーードドロロググイインンをを許許可可]を選択すると、[パパススワワーードド認認証証]チェックボック
スを選択してパスワードを求めることができます。

5 [OK] をクリックします。

ネネッットトワワーーククユユーーザザーーププロロパパテティィーーのの設設定定

管理者はデバイス設定としてネットワークユーザープロパティーを設定できま
す。 ユーザープロパティーの設定は、デバイスのモデルによって異なりま
す。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [認認証証設設定定]をクリックします。

3 [認認証証設設定定]ダイアログボックスで、[ネネッットトワワーーククユユーーザザーーププロロパパテティィーー]をク
リックします。

4 [ネネッットトワワーーククユユーーザザーーププロロパパテティィーー]ダイアログボックスで、[ネネッットトワワーークク
ユユーーザザーーププロロパパテティィーーのの取取得得]チェックボックスを選択します。 テキストボッ
クスにはASCII 文字のみ使用できます。

5 サーバー名を[ササーーババーー名名]テキストボックスに入力します (最大 64 文字)。

6 [ポポーートト番番号号]をリストから選択します。 指定できるポート番号は 1 ～ 65535
の範囲です。

7 リストから[検検索索ののタタイイムムアアウウトト（（秒秒））]を選択します。 5 ～ 255 の値を使用し
てください。

8 [暗暗号号化化]のタイプをリストから選択します。 LDAP 暗号化は [SSL/TLS]、
[STARTTLS] または[オオフフ]に設定できます。

9 [認認証証タタイイププ]をリストから選択します。 [簡簡易易認認証証]または [SASL] から選択し
ます。
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10 デバイスは LDAP サーバーからのログインユーザー情報の検索と取得に[ユユーー
ザザーー情情報報のの取取得得]設定を使用します。

有効なユーザー名を[名名前前1]テキストボックスに入力します (最大 32 文字)。
別の有効なユーザー名を[名名前前2]テキストボックスに入力します (最大 32 文
字)。
有効な E メールアドレスを [Eメメーールルアアドドレレスス]テキストボックスに入力します
(最大 32 文字)。

11 [OK] をクリックします。

ネネッットトワワーーククググルルーーププ

グループを追加、削除、編集、認可、および検索することができます。 リス
トに追加できる最大グループ数は 20 です。

ネネッットトワワーーククググルルーーププリリスストト

[ネネッットトワワーーククググルルーーププ]ダイアログボックス上のタイトルに表示されるデバイ
ス名および IP アドレスは、選択されているデバイスです。 タイトルの下にあ
る、アイコン付きのツールバーで、グループを追加、削除、編集、認可、およ
び検索することができます。 グループのリストを更新すると、最新の状態を
表示します。 現在選択されているグループ数およびグループの総数が、ダイ
アログボックス下部に表示されます。 ダイアログボックスは水平および垂直
方向にサイズを変更したり、最少化、最大化、または復元することができま
す。

[ネネッットトワワーーククググルルーーププ]リストはダイアログボックスに表示されます。 ネット
ワークグループは、アプリケーションに必要な[そそのの他他]名のグループに加え、
20 グループまで追加できます。 このグループの情報は太字で表示され、標準
的な認可設定であることを示します。 リスト中の各行は、追加や編集された
際に割り当てられた、各グループの [ID] および[名名前前]を含みます。 リストは、
いずれかの行見出しをクリックすることによって昇順または降順に分類できま
す。

ネネッットトワワーーククググルルーーププのの追追加加ままたたはは編編集集

新しくネットワークグループを追加したり、または既存グループの情報を編集
することができます。

1 メニューバーで、[デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [ネネッットトワワーーククググルルーーププ]をクリッ
クします。

2 [ネネッットトワワーーククググルルーーププ]ダイアログボックスで、[ググルルーーププのの追追加加]をクリック
してグループを追加でき、既存グループを編集する場合は、グループを選択
し、[ププロロパパテティィーー]をクリックします。

3 [ググルルーーププのの追追加加]ダイアログボックスと[ググルルーーププのの編編集集]ダイアログボックス
に含まれる設定項目は同じです。 [そそのの他他]グループでは、[アアククセセスス レレベベルル]と
[ジジョョブブ認認可可設設定定]の変更は可能ですが、[ググルルーーププID]と[ググルルーーププ名名]の編集はで
きません。

4 [ググルルーーププ情情報報]の[ググルルーーププ ID]テキストボックスに、10 桁以内で識別番号を入
力します。

5 [ググルルーーププ名名]テキストボックスに、グループの名前を入力します。 最大 32 文
字までです。
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6 [アアククセセススレレベベルル]は[ユユーーザザーー]または[管管理理者者]のいずれかを選択してください。
デフォルトでは、[ユユーーザザーー]が選択されています。

7 [ジジョョブブ認認可可設設定定]欄で、オプションのリストから項目を選択します。

両面印刷、ページ集約、エコプリントを含むすべての印刷オプションを許可す
るには、リストの上にある [すすべべてて許許可可] をクリックします。 [両両面面制制限限]、[集集
約約制制限限]、[エエココププリリンントト制制限限] のデフォルトは、[オオフフ]です。

すべての印刷オプションを禁止するには、リストの上にある [すすべべてて禁禁止止] を
クリックします。 設定できるオプションは、機種によって異なります。

8 変更を終了後、[OK] をクリックしてすべての変更を保存します。 選択したデ
バイスのグループリストに新規グループが追加されるか、 あるいは編集した
内容が既存のグループに保存されます。

リストからネットワークグループを選択し、[ググルルーーププをを削削除除]をクリックする
と削除できます。 [そそのの他他]グループはアプリケーションが使用するため、削除
できません。

ググルルーーププ認認可可をを設設定定

[ググルルーーププ認認可可] とは、すべてのユーザーが、そのグループで許可される操作の
範囲です。 [ネネッットトワワーーククググルルーーププ] リストの、すべてのグループの[ググルルーーププ
認認可可]を一度に有効にしたり無効にしたりできます。

1 [デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [ネネッットトワワーーククググルルーーププ] をクリックします。

2 [ググルルーーププ認認可可をを使使用用] アイコンをクリックします。

3 [オオンン] をクリックすると、グループ認可が有効になります。 [オオフフ] をクリック
すると、グループ認可が無効になります。 [OK] をクリックして選択を保存し
ます。

ググルルーーププリリスストトのの検検索索

[ネネッットトワワーーククググルルーーププ]ダイアログボックスで、[ID] または[名名前前] を使用し
て、グループを検索できます。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 台のデバイスを選択します。

2 メニューバーで、[デデババイイスス] > [拡拡張張機機能能] > [ネネッットトワワーーククググルルーーププ]をクリッ
クします。

3 [ネネッットトワワーーククググルルーーププ]ダイアログボックスの [検検索索可可能能ななフフィィーールルドド] リスト
からオプションを選択し、検索したい文字を[テテキキスストトのの検検索索]ボックスに入力
します。

4 検索結果をクリアしてリスト全体をもう一度表示するには、ツールバーで
[ササーーチチののククリリアア]アイコンをクリックします。

TCP/IP 送送信信デデーータタ

[TCP/IP 送送信信デデーータタ]機能を使用すると、1 つまたは複数の選択されたデバイス
のインターフェースに、直接データ (ファイル、テキスト、またはデバイスコ
マンド) を送信できます。
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警警告告: これは拡張機能です。 使用方法を誤ると、デバイスが動作しなくなる
ことがありますので、ご注意ください。

TCP/IP デデーータタのの送送信信

デバイスインタフェースにデータを送信するには、次の操作を実行します。

1 [デデババイイスス]ビューで、1 つまたは複数の類似したデバイスを選択します。

2 [デデババイイスス]メニューで、[拡拡張張機機能能] > [TCP/IP 送送信信デデーータタ]をクリックします。

3 [TCP/IP 送送信信デデーータタ] ダイアログボックスで、TCP ポートまたは IPPS パスを
選択します。 通信方法として、[デデフフォォルルトトTCPポポーートト]または[指指定定さされれたた
TCP ポポーートト]を選択できます。 ポート番号は、プリントデバイスのホームペー
ジでデバイス用に定義した、いずれかのロジカルプリンターのポート番号と一
致する必要があります。 範囲は 1 ～ 65535 です。 IPPS パスを使用して通信
する場合は、[IPPS] を選択し、テキストボックスに有効な[パパスス]を入力しま
す。

4 データをテキストで送信するには、[テテキキスストト]を選択し、テキストボックスに
テキストを入力します。 このオプションを使用して PRESCRIBE コマンドを
送信します。 [履履歴歴]をクリックすると、過去に送信した 10 件のテキストにア
クセスできます。

ファイルからデバイスにデータを送信するには、[フファァイイルル]を選択し、[参参照照]
ボタンをクリックして、ファイルを選択します。 このオプションを使ってマ
クロ、または PDF や PRN のような印刷可能ファイルを送信します。

参参考考: [テテキキスストト]と[フファァイイルル]のチェックボックスを両方選択すると、アプリ
ケーションは先にテキストデータを送信してからファイルデータを送信しま
す。 アプリケーションは[テテキキスストト]ボックスに表示される順に {#FILE#} コマ
ンドとテキストを送信します。 バイナリデータは 16 進数の 0x を先頭に追加
したストリングを使用したバイト形式でテキストに表示されます。 サポート
はモデルによって異なります。

5 [送送信信]をクリックしてデータを送信します。
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4 部部門門

[部部門門] メニューは部門を検索し、部門設定を管理するのに使用します。

管管理理者者ロロググイインン

一部のモデルでは、[デデババイイスス] および [部部門門] メニューから選択する機能にアク
セスする際、管理者認証が必要になります。 使用できる機能は、デバイスの
モデルによって異なります。 メニューから機能を選択する際、[管管理理者者ロロググイイ
ンン]ダイアログボックスに次のいずれかを入力するよう求められます。

[Command Center ののパパススワワーードド]
[管管理理者者ロロググイインン] および [ロロググイインンパパススワワーードド] ([ロローーカカルル認認証証をを使使用用] のオ
プションを含む)
[部部門門管管理理者者ココーードド]

複数のデバイスに対して操作を行うと、管理者のログイン情報を確認するダイ
アログが表示されません。 ログインのオプションは、[通通信信設設定定] ダイアログ
ボックスの [ロロググイインン] セクションで設定する必要があります。

部部門門デデババイイススのの追追加加

既存の部門にネットワークデバイスを追加できます。 管理対象のデバイスの
みを追加できます。

1 [部部門門ビビュューー] で部門を選択します。

2 [部部門門] メニューで [デデババイイススをを部部門門にに追追加加] をクリックします。

3 [デデババイイススをを部部門門にに追追加加] ダイアログボックスで、利用可能なデバイスを 1 つま
たは複数選択します。

4 [OK] をクリックします。

新新規規部部門門のの作作成成

デバイスに部門を作成できます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、1 つまたは複数の管理対象デバイスを選択します。

2 [部部門門] メニューで[新新規規部部門門] をクリックします。

3 [新新ししいい部部門門] ダイアログボックスで、最大 8 桁の [部部門門ココーードド] と最大 32 文字
の [名名前前] を入力します。 必要に応じて、[フフリリガガナナ] を入力します (最大 32 文
字)。

4 [OK] をクリックします。
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部部門門ののププロロパパテティィーー

[部部門門ののププロロパパテティィーー] ダイアログボックスは、カウンター情報およびその部門
の使用制限に関する情報を含みます。 プロパティーを表示するには、デバイ
スを管理対象にする必要があります。 ダイアログボックスを表示するには、
[部部門門] > [ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] をクリックし、続いて [部部門門ののププロロパパ
テティィーー] を選択します。

[一一般般]
ID 番号とアカウント名 (フリガナがある場合はフリガナ)
[機機能能別別ののカカウウンンタターー]
印刷、コピー、またはファクス受信したページ数用のカウンター。

[用用紙紙別別ののカカウウンンタターー]
各メディアタイプまたはサイズで使用されたページ数のカウンター。

[両両面面印印刷刷/ペペーージジ集集約約ののカカウウンンタターー]
片面印刷、両面印刷、ページ集約 (なし、2 in 1、4 in 1) 用のカウンター。

[ススキキャャンンペペーージジののカカウウンンタターー]
コピー、ファクス、その他の機能でスキャンされたページ数のカウン
ター。

[フファァククスス (送送信信) ののカカウウンンタターー]
ファクスされたページ数および合計送信時間のカウンター。

[タタイイムムススタタンンププ]
カウンターが最後に更新された日付および時刻。

[印印刷刷のの使使用用制制限限]
フルカラーまたは単色で印刷できるページ数の制限。

[ココピピーーのの使使用用制制限限]
フルカラーまたは単色で印刷できるページ数の制限。

[ススキキャャンンのの使使用用制制限限]
スキャンが可能なページ数の制限。

[フファァククススのの使使用用制制限限]
ファクス送信可能なページ数の制限。

[カカウウンンタターーののリリセセッットト]
カウンターをすべて 0 にリセットする。

使使用用制制限限

使用制限は、指定のデバイス上の個々の部門に対して設定でき、出力できる
ページ数などを制限することができます。 また、印刷やコピーなどの各機能
に対して指定することができ、フルカラー、単色カラー、合計ページ数を制限
することができます。

次の3つの設定が使用できます。

[オオフフ]
使用は制限されません。

[カカウウンンタターー制制限限]
管理者は、使用制限値を設定し、最大値に達したら制限値をリセットしま
す。

[使使用用禁禁止止]
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使用が制限されます。

デデババイイススのの部部門門

[デデババイイススのの部部門門] を表示するには、[部部門門デデババイイススビビュューー] を選択し、[部部門門] >
[ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] を選択します。

このダイアログボックスには、このデバイスに登録されている部門に関する情
報が表示されます。 新規部門をデバイス上に作成したり、既存の部門を追加
または削除したりすることができます。 部門コードリスト、カウンター情報
および部門情報を含む、部門に関するレポートを作成できます。 [テテキキスストトのの
検検索索] ボックスで、デバイスの部門一覧を検索することもできます。

部部門門ののデデババイイスス

[部部門門ののデデババイイスス] ダイアログボックスを表示するには、[部部門門ビビュューー] を選択
し、[部部門門] > [ここのの部部門門ののデデババイイススをを表表示示] をクリックします。

このダイアログボックスは、選択された部門に関連するデバイスのリストを表
示します。 表示される情報は、各デバイスのモデル名、ネットワーク情報、
およびカウンター情報を含みます。 この部門からデバイスを追加または削除
できます。 部門コードリスト、カウンター情報および部門情報を含む、部門
に関するレポートを作成できます。 [テテキキスストトのの検検索索] ボックスで、デバイス
一覧を検索することもできます。

部部門門ととデデババイイススのの表表示示

各デバイスおよび各部門が登録されている、デバイスの部門を表示することが
できます。 管理対象のデバイスだけ表示できます。

1 デバイスまたは部門を選択してください。

[部部門門ビビュューー] で部門を選択します。

[部部門門デデババイイススビビュューー] で、管理対象デバイスを選択します。

2 [部部門門] メニューで[ここのの部部門門ののデデババイイススをを表表示示]、 または [ここののデデババイイススのの部部門門
をを表表示示] を選択します。

部部門門情情報報ををフファァイイルルににエエククススポポーートト

表示された[部部門門]ビューで、部門情報を .CSV または .XML ファイルにエクス
ポートできます。 [部部門門ココーードド]は .CSV ファイルにのみエクスポートできま
す。 .CSV ファイルへのエクスポートは、UTF-8 エンコードを使用します。

1 [部部門門]ビューで部門を選択します。

2 [フファァイイルル]メニューで、[エエククススポポーートト] > [部部門門]をクリックして、エクスポート
のオプションを選択します。

[部部門門ココーードド]
プリンタードライバーにインポート可能な部門コードリストをエクスポー
トします。

[カカウウンンタターー]
デバイスのカウンター情報をエクスポートします。

[情情報報]
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デバイス部門情報をエクスポートします。

3 [エエククススポポーートト]ダイアログボックスで、ファイルパスを入力、または選択しま
す。 ファイルの種類によっては、ファイルの拡張子は .CSV または .XML であ
る必要があります。

4 ファイルに名前を付けて、保存します。

デデババイイススのの部部門門情情報報ををフファァイイルルににエエククススポポーートト

[部部門門デデババイイススビビュューー] が表示されている場合、デバイスの部門情報を .CSV ま
たは .XML ファイルにエクスポートできます。 [部部門門ココーードド]は .CSV ファイル
にのみエクスポートできます。 .CSV ファイルへのエクスポートは、UTF-8 エ
ンコードを使用します。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、デバイスを選択します。

2 [部部門門] メニューで[ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] をクリックします。

3 [デデババイイススのの部部門門] ダイアログボックスで [エエククススポポーートト] をクリックし、エクス
ポートオプションを選択します。

[部部門門ココーードド]
プリンタードライバーにインポート可能な部門コードリストをエクスポー
トします。

[カカウウンンタターー]
デバイスのカウンター情報をエクスポートします。

[情情報報]
デバイスの部門情報をエクスポートします。

[ププロロパパテティィーー]
すべての部門のプロパティー情報をエクスポートします。

4 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべての部門情報をエクスポー
トするには [ははいい] を、指定した部門情報をエクスポートするには [いいいいええ] を
クリックします。

5 [別別名名でで保保存存] ダイアログボックスで、ファイルパスを入力、または選択しま
す。 ファイルの種類によっては、ファイルの拡張子が .CSV または .XML であ
る必要があります。

6 ファイルに名前を付けて、保存します。

カカウウンンタターーレレポポーートト

カウンターレポートは、[ママイイビビュューー] の現在の部門ビューにあるカウンターに
ついて詳細な情報を提供します。 カウンターレポートを使用するには、[編編集集]
> [オオププシショョンン] から [メメーールル設設定定] を設定する必要があります。 レポートは、
複数の受信者に送信すること、日時を指定して送信することが可能です。

レポートは、ビューで表示されているものと同じプリントシステムおよびカウ
ンター情報を含みます。 各ビューに 1 つのカウンターレポートを作成するこ
とができ、部門ビューには合計 5 つのカウンターレポートが作成できます。
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カウンターレポートは、ユーザーが指定したレポート名を持ち、指定された E
メールアドレスに Eメールを送信することができます。 レポートは毎日、毎
週、または毎月送信できます。 E メールではユーザー指定のメッセージを件
名欄に含めることができます。 添付ファイルは .CSV または .XML 形式が可能
です。

カカウウンンタターーのの自自動動リリセセッットト

この機能は、カウンターレポートが問題なく送信されたときに、デバイスのカ
ウンターをゼロにリセットします。 カウンターレポートがうまく送信されな
い場合、リセットは実行されません。

カカウウンンタターーレレポポーートトのの作作成成

1 [ママイイビビュューー] で部門ビューを選択します。

2 [部部門門]メニューで、[カカウウンンタターーレレポポーートトをを追追加加]をクリックします。

3 [カカウウンンタターーレレポポーートトをを追追加加]ダイアログボックスで、必要に応じて設定を変更
します。

4 [OK] をクリックします。

カカウウンンタターーレレポポーートト設設定定のの表表示示とと変変更更

1 [ママイイビビュューー] で部門ビューを選択します。

2 [部部門門]メニューで、[カカウウンンタターーレレポポーートトのの表表示示]をクリックします。

3 [カカウウンンタターーレレポポーートト] ダイアログボックスでレポートを選択し、[ププロロパパ
テティィーー] をクリックします。

4 [カカウウンンタターーレレポポーートトププロロパパテティィーー] ダイアログボックスで、必要に応じて設定
を変更します。

5 [OK] をクリックします。

デデババイイススのの管管理理

管理対象の部門デバイスの場合、通知およびレポート機能の使用、部門の作成
および表示、およびカウンターのリセットが可能です。 管理対象外のデバイ
スでは、制限された機能しか使用できません。

部部門門デデババイイススのの管管理理

部門デバイスを管理するには、次の手順で行います。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、管理対象外のデバイスを選択します。

2 [部部門門] メニューで、[デデババイイススのの管管理理] をクリックします。

3 パスワードを入力するダイアログが表示される場合があります。
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管理対象デバイスを管理対象外にするには、デバイスを選択し [部部門門] > [デデババ
イイススをを管管理理対対象象外外ににすするる] をクリックし、[ははいい] をクリックして確定します。

管管理理対対象象外外デデババイイススのの表表示示/非非表表示示

[部部門門デデババイイススビビュューー] は、すべての部門デバイスを表示したり、管理対象デバ
イスだけを表示することができます。

ツ－ルバーで、[管管理理対対象象外外ののデデババイイススのの非非表表示示] をクリッすると、管理対
象外デバイスをビューで非表示にします。

ツ－ルバーで、[管管理理対対象象外外ののデデババイイススのの表表示示] を再びクリックすると管理
対象外デバイスを表示します。

カカウウンンタターーののリリセセッットト

1 つまたは複数のデバイスの部門管理カウンターを、ゼロにリセットできま
す。 この機能を利用するには、デバイスを [部部門門デデババイイススビビュューー] で管理対象
に設定しておく必要があります。

部部門門管管理理カカウウンンタターーののリリセセッットト

部門管理カウンターをリセットできます。

1 [部部門門ビビュューー] または [部部門門デデババイイススビビュューー] で、1 つまたは複数の部門を選ぶ
か、管理対象デバイスを選びます。

2 [部部門門] メニューで [カカウウンンタターーののリリセセッットト] をクリックします。

3 [ははいい] をクリックして確定します。

部部門門通通知知設設定定

[通通知知設設定定] は、デバイスのカウンターステータスの変化をユーザーに通知する
ために使用します。 通知には、ポップアップウィンドウまたは Windows イベ
ントログの表示、E メール送信 (受信者最高 3 人まで) の 3 種類があります。 E
メール通知を送信するには、TCP ポート25が利用可能になっており、ファイ
アウォールやウイルススキャナーでブロックされていないことが重要です。
[編編集集] > [オオププシショョンン] > [メメーールル設設定定] の順に選択して、送信者の E メールを指
定する必要があります。 設定されていないと、[通通知知設設定定] の[Eメメーールルのの送送信信
先先]オプションが使用できません。

部部門門通通知知のの設設定定

部門リストからデバイスを選択して、デバイスのアクティビティに関する警告
を表示できます。 [通通知知設設定定] ダイアログボックスによって、選択されたデバ
イスの警告オプションが表示できます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、管理対象デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[通通知知設設定定] をクリックします。

3 [通通知知設設定定] ダイアログボックスで、[動動作作] から通知の通信方法を選択します。

4 [Eメメーールルのの送送信信先先] を選択すると、最大 3 つまで E メールアドレスが入力でき
ます。
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5 [通通知知] で、通知の条件とするイベントを選択します。

6 [OK] をクリックします。

デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定

[デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]ダイアログボックスは、デバイスの制御や監視に関
する設定を行います。 選択したデバイスに接続するには、デバイスで使用さ
れている認証方法によって、[ロロググイインンユユーーザザーー名名]と[パパススワワーードド]、または[部部
門門管管理理者者ココーードド]を正しく設定する必要があります。 情報はデバイスから読み
取られ、[一一般般]のダイアログボックスの上部に表示されます。 他のオプション
を表示するには、リスト名の別の行をクリックします。

[部部門門管管理理]、[用用紙紙種種類類]、[エエララーーハハンンドドリリンンググ]、[そそのの他他]でオプションを指定
できます。 選択したデバイスでサポートされていないオプションは表示され
ません。

デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定へへののアアククセセスス

デバイスの制御および監視オプションを提供する、ダイアログボックスを開く
ことができます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー]で、管理対象デバイス上を右クリックし、メニューで[デデ
ババイイススのの部部門門管管理理設設定定]をクリックします。

2 [デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]ダイアログボックスで、選択したデバイスに対し、
次のオプションの表示または選択ができます。

[一一般般]
[部部門門管管理理]
[用用紙紙種種類類]
[エエララーーハハンンドドリリンンググ]
[そそのの他他]

部部門門管管理理のの有有効効化化/無無効効化化

部門管理設定を有効化/無効化して、選択したデバイス上に特定機能のカウン
トを保持することができます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー]で、管理対象デバイス上を右クリックし、メニューで[デデ
ババイイススのの部部門門管管理理設設定定]をクリックします。

2 [デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]ダイアログボックスで、[部部門門管管理理]をクリックしま
す。

3 [部部門門管管理理] を有効化に設定し、使用できるオプションを有効または無効にしま
す。

[ココピピーーのの部部門門管管理理 ]
[印印刷刷のの部部門門管管理理 ]
[ススキキャャンンのの部部門門管管理理 ]
[FAX のの部部門門管管理理 ]
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4 [部部門門管管理理]オプションの選択を終えた後、ダイアログボックス内で他のオプ
ションを選択するか、[OK] をクリックして選択した内容を保存することがで
きます。 選択したもののいずれも保存しない場合は[キキャャンンセセルル]をクリックし
ます。

用用紙紙種種類類カカウウンンタターーのの選選択択

デバイスの用紙のサイズおよび種類別にページ数を記録するカウンターを選択
することができます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー]で、管理対象デバイス上を右クリックし、メニューで[デデ
ババイイススのの部部門門管管理理設設定定]をクリックします。

2 [デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]ダイアログボックスで、[用用紙紙種種類類]をクリックしま
す。

3 各項目に対し、リストから用紙の[ササイイズズ]と[タタイイププ]を選択します。

4 [用用紙紙種種類類]オプションの選択を終えた後、ダイアログボックス内で他のオプ
ションを選択するか、[OK] をクリックして選択した内容を保存することがで
きます。 選択したもののいずれも保存しない場合は[キキャャンンセセルル]をクリックし
ます。

エエララーーハハンンドドリリンンググ

エラーが発生した場合の処理を設定できます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー]で、管理対象デバイス上を右クリックし、メニューで[デデ
ババイイススのの部部門門管管理理設設定定]をクリックします。

2 [デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]ダイアログボックスで、[エエララーーハハンンドドリリンンググ]をク
リックします。

3 次のエラーレポートの印刷を選択することができます。

[不不正正なな部部門門エエララーー時時ににレレポポーートトをを印印刷刷すするる]
[カカウウンンタターー制制限限をを越越ええたたららレレポポーートトをを印印刷刷すするる]

4 次のエラーについては、ジョブをキャンセルするか、または警告を発すること
ができます。

[不不正正なな部部門門エエララーー時時ににジジョョブブををキキャャンンセセルルすするる ]
[カカウウンンタターー制制限限をを越越ええたたジジョョブブををキキャャンンセセルルすするる]

リストのそれぞれから、[次次ジジョョブブかからら禁禁止止]、[即即時時禁禁止止]、[警警告告ののみみ]を選択し
ます。

5 [エエララーーハハンンドドリリンンググ]オプションの選択を終えた後、ダイアログボックス内で
他のオプションを選択するか、[OK] をクリックして選択した内容を保存する
ことができます。 選択したもののいずれも保存しない場合は[キキャャンンセセルル]をク
リックします。

処処理理のの許許可可おおよよびびココピピーーカカウウンンタターーのの設設定定

部門コードがないジョブの処理を許可または禁止できます。
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1 [部部門門デデババイイススビビュューー]で、管理対象デバイス上を右クリックし、メニューで
[デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]をクリックします。

2 [デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]ダイアログボックスで、[そそのの他他]をクリックしま
す。

3 部門コードのないジョブの処理を拒否するには、リストから[拒拒否否]を選択しま
す。 部門コードのないジョブの処理を許可するには、[許許可可]を選択します。

4 コピーページカウントと印刷ページカウントを分割したい場合は、[個個別別]を選
択します。 コピーページカウントと印刷ページカウントを合計したい場合
は、[合合計計]を選択します。

5 [そそのの他他]オプションの選択を終えた後、ダイアログボックス内で他のオプショ
ンを選択するか、[OK] をクリックして選択した内容を保存することができま
す。 選択したもののいずれも保存しない場合は[キキャャンンセセルル]をクリックしま
す。

部部門門ののママルルチチセセッットト

部門の [ママルルチチセセッットト] で、デバイス部門の構成パラメーターを複数のデバイ
スに同時に送信することができます。

[設設定定] ページにある次のオプションは、デバイスによって異なることがありま
す。

[デデババイイススのの部部門門管管理理設設定定]
[部門管理]、 [用紙種類]、 [エラーハンドリング]、 [部門コードがないジョブ
の処理を許可]、および [コピーカウンター設定] の設定です。

[部部門門リリスストト]
これは、印刷、コピー、スキャンおよびファクスのカウント情報を伴う、
デバイスの部門のリストです。

デデババイイススかからら部部門門設設定定をを作作成成

ソースデバイスから部門設定をコピーできます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、設定を変更する 1 台または複数のデバイスを選択し
ます。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数のの部部門門デデババイイススをを設設定定] をクリック
します。

3 [デデババイイススググルルーーププ] ページでは、[ママルルチチセセッットト] のサポート状況によって、選
択したデバイスをフィルターします。 デバイスはモデルグループ別にまとめ
られています。

設定を適用するグループを 1 つ選択します。

[次次へへ] をクリックします。

4 [設設定定] ページで、デバイスにコピーする設定カテゴリーを選択します。 各[ママ
ルルチチセセッットト]プロセスに対して、1 つのカテゴリーの設定のみが選択できます。
[次次へへ] をクリックします。



部門

操作手順書4-10

5 [方方法法] ページで、[デデババイイススかからら作作成成] をクリックします。

手順 4 で [部部門門リリスストト] を選択した場合、[タターーゲゲッットトデデババイイススのの上上書書きき保保存存許許
可可] が表示されます。 選択すると、設定テンプレートが現在のデバイス設定に
コピーされます。 デバイスにある既存の部門カウンターを残すか、それとも
リセットするかを選択します。

[次次へへ] をクリックします。

6 [ソソーーススデデババイイスス] ページで、リストからデバイスを１台選択します。 [次次へへ] を
クリックします。

7 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

[設設定定をを編編集集] ボタンが表示され、ボタンをクリックして開いたダイアログボッ
クスから、設定の変更ができます。

設定をファイルに保存する場合は、[フファァイイルルにに保保存存] をクリックします。 設
定は、.CSV または .XML 形式のファイルに保存されます。

変更が必要な場合は [戻戻るる] をクリックしてください。

8 [完完了了] をクリックします。

正しく完了すると、ソースデバイスのプロパティーまたは設定がターゲットデ
バイスにコピーされます。 [閉閉じじるる] をクリックします。

プロセスが正常に完了しなかった場合、[詳詳細細] をクリックして、エラーリスト
を表示できます。 エラーリストを保存するには、[エエククススポポーートト] をクリック
してダイアログボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。

フファァイイルルかからら部部門門設設定定をを作作成成

既存のファイルから、設定テンプレートを作成することができます。

1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、設定を変更する 1 台または複数のデバイスを選択し
ます。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数のの部部門門デデババイイススをを設設定定] をクリック
します。

3 [デデババイイススググルルーーププ] ページでは、[ママルルチチセセッットト] のサポート状況によって、選
択したデバイスをフィルターします。 デバイスはモデルグループ別にまとめ
られています。

設定を適用するグループを 1 つ選択します。

[次次へへ] をクリックします。

4 [設設定定] ページで、デバイスにコピーする設定カテゴリーを選択します。 各[ママ
ルルチチセセッットト]プロセスに対して、1 つのカテゴリーの設定のみが選択できます。
[次次へへ] をクリックします。

5 [方方法法] ページで、 [フファァイイルルかからら作作成成] をクリックします。

手順 4 で [部部門門リリスストト] を選択した場合、[タターーゲゲッットトデデババイイススのの上上書書きき保保存存許許
可可] が表示されます。 選択すると、設定テンプレートが現在のデバイス設定に
コピーされます。 デバイスにある既存の部門カウンターを残すか、それとも
リセットするかを選択します。

[次次へへ] をクリックします。
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6 [ソソーーススフファァイイルル] ページでファイルパスを入力するか、[参参照照] をクリックして
使用するファイルを選択します。 次のフォーマットのファイルを開けます。

現在のソフトウェアバージョンのマルチセットテンプレート (.CSV または
.XML)
部門設定を [ママルルチチセセッットト] にインポートするための .CSV ファイルは部門コー
ド (数字) 、部門名、および対応していればフリガナを含んでいる必要があり
ます。 ファイルのヘッダーには [部部門門ココーードド]、[部部門門名名]、対応していれば[フフ
リリガガナナ]、[印印刷刷 (合合計計)] などを設定できます。 必要であれば、カラムの順番を
並び替えることができます。 .CSV ファイルのデータフォーマットは次のよう
になります。

部門コード 1, 部門名 1, フリガナ 1, 印刷 (合計)…
部門コード 2, 部門名 2, フリガナ 2, 印刷 (合計)…
.CSV ファイルのデータフォーマットの例:
1, 部門1a, ﾌﾞﾓﾝ1b, 1(500)
2, 部門2a, ﾌﾞﾓﾝ2b, 1(500)
1 と 2 は部門コード、部門1a と 部門2a は部門名、ﾌﾞﾓﾝ1b とﾌﾞﾓﾝ2b はフリガ
ナ、1(500) は印刷カウンターに適用された使用制限となります。 (値 0 は、制
限なしで印刷できることを示し、1(500) は、500 ページ印刷できることを示
し、2 は、このアカウントに対し許可されている印刷がないことを示します。)

7 [開開くく] をクリックします。 [次次へへ] をクリックします。

8 手順 4 で [部部門門リリスストト] が選択され、手順 6 で .CSV ファイルが選択された場
合、[CSV 列列をを適適切切なな部部門門リリスストトププロロパパテティィーーににママッッププすするる] ページが表示さ
れます。 各プロパティーに対して、マッピング値を選択します。 選択されな
い項目はスキップします。

.CSV ファイルの最初の行にヘッダーが含まれる場合は、[フファァイイルルににヘヘッッダダーー
あありり] を選択します。 ファイルの最初の行は無視され、データだけが使用され
ます。

[次次へへ] をクリックします。

9 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

[設設定定をを編編集集] ボタンが表示され、ボタンをクリックして開いたダイアログボッ
クスから、設定の変更ができます。

設定をファイルに保存する場合は、[フファァイイルルにに保保存存] をクリックします。 設
定は、.CSV、.XML および .ZIP 形式のファイルに保存されます。 複数の設定
を選択した場合、ファイルは .ZIP ファイルとして保存されます。

10 [完完了了] をクリックします。

設定を保存するためにデバイスの再起動が必要な場合は、メッセージが表示さ
れます。 [OK] をクリックして閉じます。

正しく完了すると、ファイルのプロパティーまたは設定がターゲットデバイス
にコピーされます。 [閉閉じじるる] をクリックします。

プロセスが正常に完了しなかった場合、[詳詳細細] をクリックして、エラーリスト
を表示できます。 エラーリストを保存するには、[エエククススポポーートト] をクリック
してダイアログボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。

新新規規部部門門設設定定をを作作成成

新規部門設定のテンプレートを作成することができます。
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1 [部部門門デデババイイススビビュューー] で、設定を変更する 1 台または複数のデバイスを選択し
ます。

2 [デデババイイスス] メニューで、[拡拡張張機機能能] > [複複数数のの部部門門デデババイイススをを設設定定] をクリック
します。

3 [デデババイイススググルルーーププ] ページでは、[ママルルチチセセッットト] のサポート状況によって、選
択したデバイスをフィルターします。 デバイスはモデルグループ別にまとめ
られています。

設定を適用するグループを 1 つ選択します。

[次次へへ] をクリックします。

4 [設設定定] ページで、デバイスにコピーする設定カテゴリーを選択します。 各[ママ
ルルチチセセッットト]プロセスに対して、1 つのカテゴリーの設定のみが選択できます。
[次次へへ] をクリックします。

5 [方方法法] ページで、[新新規規作作成成] をクリックします。

手順 4 で [部部門門リリスストト] を選択した場合、[タターーゲゲッットトデデババイイススのの上上書書きき保保存存許許
可可] が表示されます。 選択すると、設定テンプレートが現在のデバイス設定に
コピーされます。 デバイスにある既存の部門カウンターを残すか、それとも
リセットするかを選択します。

[次次へへ] をクリックします。

6 [デデババイイススのの部部門門] ダイアログボックスで新規部門を作成または追加し、部門プ
ロパティーを選択します。 [閉閉じじるる] をクリックします。

7 [確確認認] ページで、選択した内容を確認します。

[設設定定をを編編集集] ボタンが表示され、ボタンをクリックして開いたダイアログボッ
クスから、設定の変更ができます。

設定をファイルに保存する場合は、[フファァイイルルにに保保存存] をクリックします。 設
定は、.CSV または .XML 形式のファイルに保存されます。

8 [完完了了] をクリックします。

設定を保存するためにデバイスの再起動が必要な場合は、メッセージが表示さ
れます。 [OK] をクリックして閉じます。

正しく完了すると、ファイルのプロパティーまたは設定がターゲットデバイス
にコピーされます。 [閉閉じじるる] をクリックします。

プロセスが正常に完了しなかった場合、[詳詳細細] をクリックして、エラーリスト
を表示できます。 エラーリストを保存するには、[エエククススポポーートト] をクリック
してダイアログボックスを開き、.CSV 形式でログファイルに保存します。

エエククススポポーートト

デバイス部門または部門デバイスを表示する場合、表示される情報を PC また
はネットワーク上で、CSV または XML ファイルにエクスポートして保存でき
ます。 次のエクスポートオプションを使用できます。

[部部門門ココーードド]: 部門コードのリストを表示します。 このファイルはプリン
タードライバーにインポートできます。

[カカウウンンタターー]: 部門コード別に部門管理カウンターを表示します。
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[情情報報]: すべての部門カウンターを表示します。

[ププロロパパテティィーー]: 部門のプロパティー情報 ( [デデババイイススのの部部門門] ダイアログ
ボックスのみ ) を表示します。

部部門門ココーードドリリスストトののエエククススポポーートト

1 [ママイイビビュューー] または [デデフフォォルルトトビビュューー] で部門を選択するか、または部門管理
をサポートするデバイスを選択します。

[部部門門ビビュューー]: 部門を選択します。

[部部門門デデババイイススビビュューー]: 管理対象デバイスを選択します。

2 手順 1 での選択によって、[部部門門] メニューから [ここのの部部門門ののデデババイイススをを表表示示] ま
たは [ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] を選択します。

3 1 つまたは複数のデバイスまたは部門を選択します。

4 ツールバーから [エエククススポポーートト] > [部部門門ココーードド] をクリックします。

5 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべての部門コードリストにエ
クスポートするには[ははいい] を、選択した部門にエクスポートするには [いいいいええ]
をクリックします。

6 ファイルに名前を付けて、保存します。

カカウウンンタターー情情報報ををエエククススポポーートト

1 [ママイイビビュューー] または [デデフフォォルルトトビビュューー] で部門を選択するか、または部門管理
をサポートするデバイスを選択します。

[部部門門ビビュューー]: 部門を選択します。

[部部門門デデババイイススビビュューー]: 管理対象デバイスを選択します。

2 手順 1 での選択によって、[部部門門] メニューから [ここのの部部門門ののデデババイイススをを表表示示] ま
たは [ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] を選択します。

3 1 つまたは複数のデバイスまたは部門を選択します。

4 ツールバーで、[エエククススポポーートト] > [カカウウンンタターー] をクリックします。

5 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべての部門カウンターにエク
スポートするには[ははいい] を、選択した部門にエクスポートするには [いいいいええ]を
クリックします。

6 ファイルタイプには .CSV または .XML を選択します。

7 ファイルに名前を付けて、保存します。
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部部門門情情報報ををエエククススポポーートト

1 [ママイイビビュューー] または [デデフフォォルルトトビビュューー] で部門を選択するか、または部門管理
をサポートするデバイスを選択します。

[部部門門ビビュューー]: 部門を選択します。

[部部門門デデババイイススビビュューー]: 管理対象デバイスを選択します。

2 手順 1 での選択によって、[部部門門] メニューから [ここのの部部門門ののデデババイイススをを表表示示] ま
たは [ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] を選択します。

3 1 つまたは複数のデバイスまたは部門を選択します。

4 ツールバーで [エエククススポポーートト] > [情情報報] をクリックします。

5 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべての部門情報をエクスポー
トするには [ははいい] を、選択した部門情報をエクスポートするには [いいいいええ] を
クリックします。

6 ファイルタイプには CSV または XML を選択します。

7 ファイルに名前を付けて、保存します。

部部門門ののププロロパパテティィーー情情報報ををエエククススポポーートト

1 [ママイイビビュューー] または [デデフフォォルルトトビビュューー] > [部部門門デデババイイススビビュューー] で部門管理を
サポートするデバイスを選択します。

2 [部部門門] メニューで [ここののデデババイイススのの部部門門をを表表示示] を選択します。

3 1 つまたは複数の部門を選択します。

4 ツールバーから [エエククススポポーートト] > [ププロロパパテティィーー] をクリックします。

5 エクスポートのメッセージが表示されます。 すべての部門プロパティーにエ
クスポートするには [ははいい] を、選択した部門プロパティーにエクスポートす
るには [いいいいええ] をクリックします。

6 ファイルタイプには CSV または XML を選択します。

7 ファイルに名前を付けて、保存します。
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5 ホホスストト

[ホホスストト] メニューで、プリンタードライバーおよび印刷キューの管理を行いま
す。ホストPCにプリンタードライバーをリモートでインストールすることも
可能です。 ホストビューで、ホストコンピューターにプリンタードライバー
のインストール、アップグレード、アンインストールができ、またログイン設
定を選択できます。

キキュューーのの追追加加

[キキュューーのの作作成成] ウィザードを使用して、[ホホスストトキキュューービビュューー] リストにキュー
を追加できます。

1 [ホホスストトキキュューービビュューー] で、[ホホスストト] > [新新ししいいキキュューー] をクリックします。

2 [キキュューーのの作作成成] ウィザードで、1 つまたは複数のホストを選択します。 [次次へへ]
をクリックします。

必要に応じてドメインログイン機能を選択し、[OK] をクリックします。

3 プリンターの機種を選択します。 [次次へへ] をクリックします。

4 [デディィススクク使使用用] をクリックし、プリンターに有効な 32 ビット または 64 ビッ
ト (または両方) の .INF ファイルを選択し、[OK] をクリックします。 [次次へへ] を
クリックします。

5 各ホストの選択可能な設定を変更します。 一部のオプションをクリックする
と、別のダイアログボックスが開きます。

6 [イインンポポーートト] をクリックすると、選択したドライバーの設定ファイル (.KVP)
を参照でき、また、[エエククススポポーートト] をクリックして現在の設定を保存できま
す。

7 [共共通通設設定定] をクリックし、選択した各プリンターに設定を適用できます。

8 [競競合合] をクリックし、選択可能な機能を選びます。

9 [ププリリンンタターー設設定定] ページで変更を終えたら、[次次へへ] をクリックします。

10 [設設定定のの確確認認] ページで、設定内容を確認します。

11 [完完了了] をクリックして新しいキューを作成します。 [エエククススポポーートト] をクリック
すると、エクスポートファイルを作成でき、また[OK] をクリックしてダイア
ログボックスを閉じます。
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リストからキューを選択し、[キキュューーのの削削除除] をクリックするとキューを削除で
きます。

共共通通設設定定ののオオププシショョンン

新しいキューを作成している場合、またはプリンターをインストールしている
場合は、[共共通通設設定定] 機能を使って、選択したすべてのプリンター機種に設定を
適用することができます。 この機能は、デバイスドライバーのみに有効で
す。

[キキュューーをを作作成成] ウィザードの [ププリリンンタターー設設定定] ページで、[共共通通設設定定] をクリッ
クして選択可能なオプションを選びます。

[初初期期設設定定]で、[ははいい] または [いいいいええ] を選択します。 [ははいい] を選択した場
合は、参照してプロファイル (.KXP) を見つけ、 [アアッッププロローードド] をクリック
します。

[ププララググイインン] で、インストールするために選択可能なプラグインを選びま
す。

[ココメメンントト] ボックスにコメントを入力してください。

[開開くく] をクリックして、プリンタードライバーの構成設定が保存された
.KVP ファイルを参照します。

[保保存存] をクリックして、現在の構成設定を .KVP ファイルに保存します。

競競合合オオププシショョンン

インストールの際に競合してしまう可能性のあるプリンターの設定ができま
す。 既存のプリンター、既存のドライバー、または既存のプリンター名を変
更したり、ポート番号をそのまま使用したり変更できます。 新しいキューを
作成している場合、またはプリンターをインストールしている場合は、次のオ
プションから選ぶことができます。

[同同名名ののププリリンンタターーがが存存在在すするる場場合合:]
[設設定定をを保保持持]
プリンターはインストールされません。

[上上書書きき]
プリンター設定を上書きします。

[ドドラライイババーーがが存存在在すするる場場合合:]
[何何ももししなないい]
既存のドライバーの設定は変更されず、新しいドライバーもインストール
されません。

[アアッッププググレレーードド]
ドライバーを新しいバージョンにアップグレードできます。

[共共有有名名がが存存在在すするる場場合合:]
[末末尾尾にに数数字字をを追追加加]
新しいプリンター名には “(1)” のように末尾に数字が追加されます。

[失失敗敗]
新しいプリンターはインストールされません。

[共共有有ななしし]
このプリンターは共有されません。

[ポポーートトがが使使用用可可能能ででなないい場場合合:]
[フファァイイルル:]
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ポートは FILE に設定されます。

[LPT1:]
ポートは LPT1 に設定されます。

[失失敗敗]
プリンターはインストールされません。

キキュューー名名のの編編集集

キューの名前を変更することができます。

1 [ホホスストトキキュューービビュューー]で、名前を変更するキューを選択します。

2 キューを右クリックして、[名名前前のの変変更更]を選択します。

3 [名名前前のの変変更更]ダイアログボックスで、新しい名前をボックスに入力し、[編編集集]
をクリックします。

4 名前を変更したら、[完完了了]をクリックします。

ホホスストトビビュューーププリリンンタターーイインンスストトーールル

プリンタードライバーは、デバイスから印刷する際の各種印刷設定を行いま
す。 ホスト PC にプリンタードライバーをリモートでインストールできます。
インストールすると、ドライバーのアップグレードやアンインストールを行え
ます。

ププリリンントトススププーーララーーででククラライイアアンントト接接続続をを許許可可

管理者は、ログオンしている全ユーザーの PC に適用するポリシーを設定でき
ます。 [印印刷刷ススププーーララーーににククラライイアアンントト接接続続のの受受けけ入入れれをを許許可可すするる] ポリシー
は、プリントスプーラーへのアクセスを管理します。

1 [ググルルーーププポポリリシシーー] で、[ココンンピピュューータターーのの構構成成] > [管管理理用用テテンンププレレーートト] > [ププ
リリンンタターー] をクリックします。

2 [設設定定] リストで、[印印刷刷ススププーーララーーににククラライイアアンントト接接続続のの受受けけ入入れれをを許許可可すするる]
ポリシーをダブルクリックします。

3 [有有効効] を選択すると、印刷スプーラーは常にクライアント接続を許可します。

4 [OK] をクリックします。

5 プリントスプーラーを再起動して、このポリシーへの変更を適用します。

リリモモーートト管管理理のの例例外外をを許許可可すするる

管理者は、ログオンしている全ユーザーの PC に適用するポリシーを設定でき
ます。 [着着信信リリモモーートト管管理理のの例例外外をを許許可可すするる] ポリシーは、ファイアウォール
がオンの場合、リモート接続へのアクセスの例外を管理します。 Windows
Management Instrumentation (WMI) を使用する PC のリモート管理を許可しま
す。
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1 [ググルルーーププポポリリシシーー] で、[ココンンピピュューータターーのの構構成成] > [管管理理用用テテンンププレレーートト] >
[ネネッットトワワーークク] > [ネネッットトワワーークク接接続続] > [Windows フファァイイアアーーウウォォーールル] をク
リックします。

2 ドメイン内の PC の場合、[ドドメメイインンププロロフファァイイルル] をダブルクリックします。
ドメイン内の PC ではない場合、[標標準準ププロロフファァイイルル] をダブルクリックしま
す。

3 [Windows フファァイイアアーーウウォォーールル: 着着信信リリモモーートト管管理理のの例例外外をを許許可可すするる] をダブル
クリックします。

4 [有有効効] を選択し、PCのリモート管理を許可します。

5 [OK] をクリックします。

ホホスストトビビュューーででププリリンンタターードドラライイババーーををイインンスストトーールル

[ドドラライイババーーののイインンスストトーールル] ウィザードを使用して、プリンタードライバーを
インストールできます。

1 [ホホスストトビビュューー] で、1 つまたは複数のホストコンピューターを選択します。

2 [ホホスストト] メニューで、[ドドラライイババーーののイインンスストトーールル] をクリックします。

3 [ドドラライイババーーののイインンスストトーールル] ウィザードで、デバイス有りでインストール、ま
たはデバイス無しでインストールを選択します。

デバイスが [デデババイイスス]ビューで表示され、ネットワークで使用可能な場合
は、[デデババイイススあありりででドドラライイババーーををイインンスストトーールル]を選択します。 [次次へへ] を
クリックして、すべての使用できるデバイスのリストを表示します。 イン
ストールするデバイスのモデルを、1 つまたは複数選択し、[次次へへ] をクリッ
クします。 [デディィススクク使使用用] をクリックして、インストールする各ドライ
バーの有効な .INF ファイルを選択し、[開開くく] をクリックします。 [OK] を
クリックしてダイアログボックスを終了し、[次次へへ] をクリックして次に進
みます。

デバイスがネットワークで使用できない場合は、[デデババイイススななししででドドラライイ
ババーーををイインンスストトーールル]を選択します。 [次次へへ] をクリックし、[デディィススクク使使用用]
と [参参照照] をクリックして、インストールする各ドライバーの有効な .INF
ファイルを見つけます。 [OK] をクリックして、[デディィススクク使使用用] ダイアログ
ボックスを終了し、インストールするドライバーを 1 つまたは複数選択し
ます。 特定のドライバーを見つけるには、[モモデデルルのの検検索索] テキストボック
スでドライバー名の入力を開始します。 リストにドライバー名が表示され
たら、そのドライバーのチェックボックスを選択します。 [次次へへ] をクリッ
クします。

4 [ププリリンンタターー設設定定] ページで、各プリンタードライバーで選択可能な設定を選び
ます。 次のオプションの設定には、別のダイアログボックスが開きます。

[共共通通設設定定] をクリックし、選択したすべてのデバイスに設定を適用できま
す。

[競競合合] をクリックして、選択可能なオプションを選びます。

[イインンポポーートト] をクリックして、構成設定ファイル (.KVP) を選択します。

[エエククススポポーートト] をクリックして、現在の構成設定を .KVP ファイルに保存し
ます。
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[次次へへ] をクリックします。

5 [設設定定のの確確認認] ページで、設定内容を確認します。

6 [完完了了] をクリックすると、プリンタードライバーをインストールします。 イ
ンストールが完了したら、[エエククススポポーートト] をクリックしてログファイル (.TXT)
を保存できます。

7 [OK] をクリックします。

ホホスストトビビュューーででププリリンンタターードドラライイババーーををアアッッププググレレーードド

インストールされているプリンタードライバーを、新しいバージョンにアップ
グレードできます。

1 [ホホスストトビビュューー] で、1 つまたは複数のホストコンピューターを選択します。

2 [ホホスストト]メニューで、[ドドラライイババーーののアアッッププググレレーードド]をクリックします。

3 [ドドラライイババーーアアッッププググレレーードド]ウィザードで、アップグレードするプリンタード
ライバーを選択します。 各ホストで少なくとも 1 つのドライバーを選択しま
す。 [次次へへ]をクリックします。

4 [各各ドドラライイババーーのの INF フファァイイルルをを選選択択]ページで、[デディィススクク使使用用]をクリックし
て、アップグレードされている各ドライバー (32 ビットまたは 64 ビット) の有
効な .INF ファイルを選択して [OK] をクリックします。 [次次へへ]をクリックしま
す。

5 [設設定定のの確確認認]ページで、設定内容を確認します。

6 [完完了了]をクリックして、アップグレードを開始します。 アップグレードが終了
したら、[エエククススポポーートト]をクリックしてアップグレードのログファイル (.TXT)
を保存できます。

7 [OK] をクリックします。

ホホスストトビビュューーででププリリンンタターードドラライイババーーををアアンンイインンスストトーールル

ホストPCから、プリンタードライバーをアンインストールできます。

1 [ホホスストトビビュューー] で、1 つまたは複数のホストコンピューターを選択します。

2 [ホホスストト]メニューで、[ドドラライイババーーののアアンンイインンスストトーールル]をクリックします。

3 [ドドラライイババーーののアアンンイインンスストトーールル]ウィザードで、各ホストのプリンタードライ
バーのリストを展開します。

4 アンインストールを行う各ドライバー、またはキューの隣にあるチェックボッ
クスを選択します。 各ホストで少なくとも 1 つのドライバーを選択します。
ドライバーを選択すると、関連するキューも選択されます。 [次次へへ]をクリック
します。
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5 [設設定定のの確確認認]ページで、設定内容を確認します。

6 [完完了了]をクリックして、アンインストールを開始します。 アンインストールが
終了したら、[エエククススポポーートト]をクリックしてアンインストールのログファイル
(.TXT) を保存できます。

7 [OK] をクリックします。

追追加加ドドラライイババーーををイインンスストトーールル

ホストコンピューターにインストールされた 32 ビットまたは 64 ビットのプ
リンタードライバーで、別のバージョン (それぞれ 64 ビットまたは 32 ビット)
の追加ドライバーをインストールできます。 クライアントのシステムおよび
ドライバーが別のバージョンの場合、クライアント/サーバー環境において便
利です。 この機能は、デバイスドライバーのみに有効です。

1 [ホホスストトキキュューービビュューー] で、1 つまたは複数のキューを選択します。

2 キューを右クリックして、メニューで [追追加加ドドラライイババーーををイインンスストトーールル]をク
リックします。

3 [追追加加ドドラライイババーーののイインンスストトーールル]ウィザードで、[デディィススクク使使用用]をクリックし
ます。

4 プリンターの 32 ビットまたは 64 ビットの .INF ファイルを参照して、[OK] を
クリックします。 [次次へへ] をクリックします。

5 [設設定定をを確確認認] ページで、設定内容を確認します。

6 [完完了了] をクリックします。 [エエククススポポーートト] をクリックして、インストールのロ
グファイル (.TXT) を作成・保存できます。

7 [OK] をクリックします。 追加されたプリンタードライバーはホストビューに
表示されませんが、アンインストールおよびアップグレードをすることができ
ます。

ププリリンンタターードドラライイババーーリリスストトのの表表示示

選択したホストに対しインストールされた、プリンタードライバーの詳細情報
を表示できます。

1 [ホホスストトビビュューー]で、ホストを選択します。

2 [ホホスストト]メニューで、[ププリリンンタターードドラライイババーーのの表表示示]をクリックします。

3 [ホホスストトののププリリンンタターードドラライイババーー]ダイアログボックスで、プリンタードライ
バーリストを表示します。

4 [更更新新]をクリックし、リストを更新するか、[OK] をクリックします。



ホスト

KYOCERA Net Viewer 5-7

印印刷刷キキュューーリリスストトのの表表示示

選択したホストの印刷キューの詳細情報を表示できます。

1 [ホホスストトビビュューー]で、ホストを選択します。

2 [ホホスストト]メニューで、[印印刷刷キキュューーをを表表示示]をクリックします。

3 [ホホスストトのの印印刷刷キキュューー]ダイアログボックスで、印刷キューリストを表示しま
す。

4 [更更新新]をクリックし、リストを更新するか、[OK] をクリックします。

ホホスストトロロググイインン設設定定のの選選択択

ホスト管理者のログイン情報を変更することができます。

1 [ホホスストト]メニューで、ホストを選択します。

2 [ホホスストトビビュューー]で、[ホホスストトロロググイインン設設定定]をクリックします。

3 [ホホスストト管管理理者者ロロググイインン]ダイアログボックスで、[ホホスストトへへアアククセセスス時時ににここののロロ
ググイインンをを使使用用すするる]チェックボックスを選択します。

4 [ユユーーザザーー名名]と[パパススワワーードド]を入力します。

5 [ドドメメイインン] ドロップダウンリストで、ドメインを選択します。

6 [OK] をクリックします。

ドドメメイインン管管理理者者ののロロググイインン設設定定のの選選択択

ホスト情報およびキュー情報の取得や、リモートコンピューターの設定の管理
者ログイン権限を選択できます。

1 [ホホスストトビビュューー] で、[ホホスストト] > [ドドメメイインン管管理理者者ののロロググイインン設設定定] をクリックし
ます。

2 [ドドメメイインン管管理理者者ロロググイインン] ダイアログボックスで、ドメインオプションを選択
します。

[現現在在のの Windows ロロググイインン設設定定をを使使用用すするる]
Windows ログインを選択して使用します。

[ドドメメイインン管管理理者者ユユーーザザーー名名ととパパススワワーードドをを指指定定すするる]
[ユユーーザザーー名名] および [パパススワワーードド] を入力してログインのドメインを選択し
ます。

3 [OK] をクリックします。
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管理者ログイン権限を設定していない場合、ホストを追加する際、またはプリ
ンタードライバーのインストール、アップグレード、アンインストールの際に
[ドドメメイインン管管理理者者ロロググイインン] ダイアログボックスが表示されます。 セキュリ
ティー上の理由から、アプリケーションを終了するとログイン情報は削除され
ます。

ホホスストト情情報報ををフファァイイルルににエエククススポポーートト

表示された [ホホスストトビビュューー] で、ホスト情報を .CSV または .XML ファイルにエ
クスポートできます。

1 [フファァイイルル] > [エエククススポポーートト] > [ホホスストト] をクリックします。

2 [ホホスストトののエエククススポポーートト] ダイアログボックスで、ファイルのパスを入力、また
は選択します。 ファイルの拡張子は .CSV または .XML である必要がありま
す。

3 [保保存存] をクリックします。

ププリリンンタターー設設定定のの構構成成

インストールしたプリンタードライバーの設定を表示し、変更することができ
ます。

1 [ホホスストトビビュューー] で、[ホホスストト] > [ププリリンンタターー設設定定] をクリックします。

2 [ププリリンンタターー設設定定のの構構成成] ウィザードに [ホホスストトビビュューー] からアクセスした場合、
インストールしている 1 つまたは複数のプリンタードライバーを選択します。
[次次へへ] をクリックします。

3 設定を変更するには、選択した各ドライバーの下にある、変更可能なオプショ
ンをクリックします。

4 変更を終えたら、次のいずれかの操作を行います。

[イインンポポーートト] をクリックして、構成設定ファイル (.KVP) を選択します。

[エエククススポポーートト] をクリックして、現在の構成設定を .KVP ファイルに保存し
ます。 操作に成功すると、メッセージが表示されます。

5 [次次へへ] をクリックします。

6 [設設定定のの確確認認] ページで、設定内容を確認します。

7 [完完了了] をクリックして、構成プロセスを開始します。 構成が終了したら、[エエ
ククススポポーートト] をクリックして、構成ログファイル (.TXT) を保存できます。

8 [OK] をクリックします。
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6 通通信信設設定定

[通通信信設設定定] は、各デバイス間のネットワーク通信を制御します。 利用可能な
設定はモデルによって異なりますが、 [ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェーースス設設定定]、
[セセキキュュアアププロロトトココルル設設定定]、 [ロロググイインン]、[部部門門ポポーーリリンンググ設設定定]、および [デデババ
イイススポポーーリリンンググ設設定定] が含まれます。

参参考考: デバイスで認証が有効な場合、[アアドドレレスス帳帳]、[ユユーーザザーー]、または [文文
書書ボボッッククスス] などのデバイス機能にアクセスするには、[通通信信設設定定] ダイアログ
ボックスで [ロロググイインンユユーーザザーー名名] と [パパススワワーードド] を正しく設定する必要があ
ります。

デデババイイスス通通信信設設定定

選択したデバイスの[通通信信設設定定]ダイアログボックスで、ネットワークインター
フェイス、ポーリングとプロトコルの設定、ログイン情報を変更できます。

1 [デデババイイスス] ビューまたは [部部門門デデババイイススビビュューー] から、デバイスを選択します。

2 [デデババイイスス] メニューで、[通通信信設設定定] をクリックします。

3 [通通信信設設定定]ダイアログボックスで、選択可能な設定を入力または編集します。

4 [OK] をクリックします。

ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェイイスス設設定定

このセクションでは、デバイスに接続された各ネットワークインターフェイス
カードの設定を参照できます。 プライマリーネットワークカードを選択し
て、TCP/IP ポート、通信タイムアウト、管理者パスワード、および SNMP 通
信の設定を編集できます。

次のオプションからデバイスの通信設定を入力できます。 使用できるオプ
ションは、モデルによって異なります。

[TCP/IP ポポーートト]
デバイスに設定されている値と同じ値を入力します。 指定可能なポート番
号の範囲は、1024 ～ 65535 です。

[通通信信タタイイムムアアウウトト (秒秒)]
アプリケーションがデバイスとの接続確立を試行する秒数。

[SNMP 通通信信のの再再試試行行]
デバイスとの通信エラー後の再試行回数。

[Command Center 管管理理者者パパススワワーードド]
パスワードは最大 32 文字で入力してください。

[SNMP v1/v2 をを使使用用]
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情報を要求するために使用される、デバイスの [リリーードドココミミュュニニテティィーー] 名
を入力します。 設定を変更するために使用されるデバイスの [ラライイトトココ
ミミュュニニテティィーー] 名を入力します。 [リリーードドココミミュュニニテティィーー] と [ラライイトトココミミュュ
ニニテティィーー] は、SNMP のすべての取得要求および送信要求とともに送信さ
れ、デバイス上のコミュニティーの値と一致している必要があります。

[SNMP v3 をを使使用用]
デバイスに設定した [ユユーーザザーー名名] と [パパススワワーードド] を入力します。

[認認証証] チェックボックスをクリックし、[HASH] を選択します (MD5 または
SHA1)。 [ププラライイババシシーー] チェックボックスをクリックし、[暗暗号号化化] を選択
します (DES または AES)。

TCP/IP ポポーートト

操作によっては、ロジカルプリンターのポート経由でコマンドまたはコマンド
ファイルを送信します。 ロジカルプリンターのデフォルトのポート番号は、
9100 で始まります。 指定可能なポート番号の範囲は、1024 ～ 65535 です。
ポート番号は、デバイス用に定義した、いずれかのロジカルプリンターのポー
ト番号と一致する必要があります。 プリントデバイスのホームページで、
ポート番号を設定します。 設定の手順は機種によって異なります。

セセキキュュアアププロロトトココルル設設定定

セキュア ソケット レイヤー ([SSL]) は、ネットワーク通信時のセキュリ
ティーを提供する暗号プロトコルです。 [SSL] サポートはモデルによって異な
ります。

デバイス通信に [HTTPS] を使用する際、[SSL] を選択します。

デバイス通信に [HTTP] を使用する際、[SSL] を選択しません。

ロロググイインン設設定定

[ロロググイインン]セクションでユーザーログイン情報を設定できます。 この機能は選
択されたデバイスの、少なくとも 1 つのデバイスが [ユーザーログイン] 機能を
サポートする場合に設定できます。

部門デバイスに対しては、[デデババイイスス管管理理とと同同じじユユーーザザーーのの情情報報をを適適用用] (デ
バイスに関するビューで[通通信信設設定定]のログイン情報が入力されている場合に
有効) 、または[他他ユユーーザザーーのの情情報報をを使使用用]のどちらを使用するかを選択しま
す。 [他他ユユーーザザーーのの情情報報をを使使用用]が選択されている場合、デバイスごとに[ロロ
ググイインンユユーーザザーー名名]と [ロロググイインンパパススワワーードド]の入力を要求します。

モデルによって、ローカル認証またはデバイス認証のどちらを使用するか
を選択します。

部部門門ポポーーリリンンググ設設定定

デバイスの部門カウンター情報を、指定された間隔で調べます。 デバイスを
[部部門門デデババイイススビビュューー] から選択すると、次のポーリングモードが利用できま
す。

[部部門門カカウウンンタターーののポポーーリリンンググ ]
印刷、コピー、ファクス、スキャンの各合計数、ページサイズ、両面印刷
ページ数および集約印刷ページ数など、各部門のカウンターに関する情報
を収集します。 ポーリング間隔、曜日または日付、および時刻を選択しま
す。
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デデババイイススポポーーリリンンググ設設定定

指定された間隔でプリンティングデバイスのエラーや動作の状態、トナー残量
などを調べます。 デバイスをデバイスビューから選択すると、次のポーリン
グモードが利用できます。

[スステテーータタススののポポーーリリンンググ ]
エラー状況、パネルメッセージ、および動作モードなど、デバイスの現在
の動作状態に関する情報が収集されます。 指定可能な範囲は 5～300 秒で
す。

[カカウウンンタターーののポポーーリリンンググ ]
カラー印刷ページ数、白黒印刷ページ数、受信したファクスの数など、デ
バイスに記録されている各種のカウンターの値に関する情報が収集されま
す。 指定可能な範囲は 1～10000 分です。

[トトナナーー量量ののポポーーリリンンググ ]
デバイスの現在のトナー残量に関する情報が収集されます。 指定可能な範
囲は 1～10000 分です。
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7 ワワーーククススペペーースス

ワークスペースとは、デバイス情報およびビューの設定を含む一連のファイル
です。 ワークスペースのデータは、デバイスリストまたはマップ、および画
面のナビゲーションペインに表示されます。

ワークスペースは、ユーザー名およびパスワードを使用して定義されます。
ユーザーがアプリケーションを開くと、そのユーザーの履歴から最後に使用し
たワープスペースが自動的に開きます。 ユーザーがアプリケーションを閉じ
ると、ワークスペースは自動的に保存されます。 通常、ユーザーが必要な
ワークスペースは 1 つだけですが、異なるデバイスが複数の場所にある場合、
追加のワークスペースを定義することができます。

ファイルをワークスペースにインポートしたり、ワークスペースをファイルに
エクスポートしたりできます。 また、バックアップの目的でワークスペース
を別のファイル名にエクスポートすることもできます。 リスト (現在の
ビュー) はファイルにエクスポートでき、また現在のワークスペースはファイ
ルにエクスポートできます。

新新規規ワワーーククススペペーーススのの追追加加

新規のワークスペースを、コンピューターまたはネットワーク上に作成できま
す。

1 [フファァイイルル]メニューで、[新新規規ののワワーーククススペペーースス]をクリックします。

2 [フフォォルルダダーーのの参参照照]ダイアログボックスで、新規のワークスペースフォルダー
の場所を参照します。

3 既存フォルダーを選択するか、または[新新ししいいフフォォルルダダーーのの作作成成]をクリックし
ます。

4 新しいフォルダーの名前を入力し、[OK]をクリックします。

現在のワークスペースは、新規ワークスペースを開く前に、保存されてから閉
じられます。

既既存存ののワワーーククススペペーーススをを開開くく

コンピューターまたはネットワーク上に作成したワークスペースを開くことが
できます。 本アプリケーションの旧バージョン (5.x) 用に作成されたワークス
ペースは新しいバージョンに変換され、元に戻すことはできません。

1 [フファァイイルル]メニューで、[ワワーーククススペペーーススをを開開くく] をクリックします。

2 [フフォォルルダダーーのの参参照照]ダイアログボックスで、既存のワークスペースの場所を確
認し、そのワークスペースフォルダーをクリックします。

3 [OK] をクリックします。
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選択したワークスペースを開く前に、現在のワークスペースを保存してから閉
じます。

ワワーーククススペペーーススののイインンポポーートト/エエククススポポーートト

ワークスペースとは、デバイスおよびユーザーインターフェースの情報を含む
一連のファイルです。 異なるバージョンのアプリケーション、または他の
ユーザーからのワークスペースをインポートできます。

バージョン 4.x からエクスポートされたワークスペースのファイル拡張子
は KV3 です。

バージョン 5 以降からエクスポートされたワークスペースのファイル拡張
子は KVX です。

KM-Net for Accounting からエクスポートされたワークスペースのファイル
拡張子は XML です。

古いバージョンで作成されたデバイスデータおよびユーザーインタフェース情
報を再利用するには、古いワークスペースをインポートした後、新しいワーク
スペースに変換することによって可能になります。

また他のユーザーとワークスペースを共有することもできます。 データの整
合性を保護するために、ワークスペースには管理者を含むすべての他のユー
ザーがアクセスできません。 ワークスペースを他のユーザーにコピーするに
は、ワークスペースをエクスポートした後、他のユーザーがこれをインポート
する必要があります。 ワークスペースは、ユーザー名およびパスワードを使
用して定義されます。

フファァイイルルをを新新規規ののワワーーククススペペーーススへへイインンポポーートト

他のユーザー、または 4.x のアプリケーションからエクスポートしたワークス
ペースをインポートできます。 KM-Net for Accounting データベースからエク
スポートしたワークスペースもインポート可能です。

1 [フファァイイルル] メニューで、[新新規規ののワワーーククススペペーーススへへイインンポポーートト] をクリックしま
す。

2 [新新規規ののワワーーククススペペーーススへへイインンポポーートト] ダイアログボックスで、[フファァイイルル] で
ファイルのパスを入力するか、[参参照照] をクリックしてワークスペースファイル
を選択します。 ファイルの拡張子は KVX、XML、または KV3 でなければなり
ません。

3 [ワワーーククススペペーーススフフォォルルダダーー] でファイルのパスを入力するか、 [参参照照] をクリッ
クしてワークスペースファイルを保存するフォルダーを選択します。

4 [OK] をクリックします。 アプリケーション は自動的に現在のワークスペース
を保存し、次にインポートしたワークスペースファイルを開きます。

ワワーーククススペペーーススををフファァイイルルににエエククススポポーートト

ユーザーまたはバージョン 5.x 以降のワークスペースを、ファイルにエクス
ポートすることができます。

1 [フファァイイルル] メニューで、[エエククススポポーートト] > [ワワーーククススペペーースス] をクリックしま
す。

2 [ワワーーククススペペーーススののエエククススポポーートト] ダイアログボックスで、ファイル名を入力し
てエクスポート先を指定します。
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3 [保保存存] をクリックしてから、[OK] をクリックします。

最最近近使使用用ししたたワワーーククススペペーーススのの表表示示

最近開かれたワークスペースを表示し、使用することができます。 最近使用
した 5 つのワークスペースがリストに表示されます。

1 [フファァイイルル] メニューで、[最最近近使使用用ししたたワワーーククススペペーースス] をクリックします。

2 リストからワークスペースを選択します。 他のワークスペースがすでに開い
ている場合、アプリケーションは選択されたワークスペースを開く前に、自動
的に保存してから閉じます。
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8 オオププシショョンン

特定のシステム認証の設定および通信のオプションを選択できます。システム
の管理者権限を持っていないユーザーに対して、ローカルパスワードを設定ま
たは変更できます。ユーザーに特定のデバイスの状態を通知するE メールを送
信するようアプリケーションを設定することができます。 新規デバイスにデ
フォルトのデバイスまたは部門ポーリング設定を行うことができます。また、
アプリケーション内で実行される SNMP トラップを受信するトラップサー
バーの設定を選択することもできます。 監査ログをクリアするスケジュール
を設定し、リモートネットワーク上でデバイスと通信するためのプロキシー
サーバー設定を選択することができます。

E メメーールルオオププシショョンンをを編編集集

カバーのオープン、紙づまり、カウンターが上限を超えたなどの、デバイスま
たはカウンターの特定状況を、ユーザーに E メールで通知するようアプリ
ケーションを構成することができます。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン] ダイアログボックスで [メメーールル設設定定] をクリックします。

3 [ホホスストト] テキストボックスに SMTP (E メール) サーバー名を、 [ポポーートト] テキ
ストボックスにポート番号を入力します。

4 認証を使用するには、 [認認証証がが必必要要] を選択します。 [ユユーーザザーー名名] テキスト
ボックスには、SMTP サーバーにログインするのに必要なユーザー名を、[パパ
ススワワーードド] テキストボックスには SMTP サーバーにログインするのに必要な
ユーザーパスワードを入力します。

5 [送送信信者者名名] テキストボックスに送信者の名前を入力し、[送送信信者者ののアアドドレレスス] に
送信者の Eメールアドレスを入力します。

6 SMTP サーバーとの接続をテストするには、[接接続続ののテテスストト] をクリックしま
す。 アプリケーションが SMTP サーバーに正しく接続されたかどうかを示す
メッセージが表示されます。 必要な場合、 [ホスト名] と [ポート番号] を訂正
して、再度接続を試します。

参参考考: [テテスストト接接続続]は、ユーザー名とパースワードの妥当性を確認しませ
ん。

7 [OK] をクリックします。

認認証証オオププシショョンンをを編編集集

他の Windows ユーザーがアプリケーションにログインする際の、パスワード
を設定できます。 この機能は管理者のみが設定できます。
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1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン] ダイアログボックスで、[認認証証] をクリックします。

3 [ロローーカカルルパパススワワーードドをを有有効効ににすするる] チェックボックスを選択します。

4 [新新ししいいパパススワワーードド] テキストボックスに、ローカルユーザーのパスワードを入
力します。 パスワードは、画面上に表示されている必要条件に従ってくださ
い。

5 [パパススワワーードドのの確確認認] テキストボックスに、再度パスワードを入力します。

6 [OK] をクリックします。

デデババイイススののポポーーリリンンググオオププシショョンンをを編編集集

新規デバイスにデフォルトのデバイスポーリング設定を適用できます。 これ
らの設定は、デバイス追加時点の [通通信信設設定定] の初期値に反映されます。 この
設定は、すでに追加されているデバイスには影響を与えません。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン]ダイアログボックスで、[デデフフォォルルトトののデデババイイススポポーーリリンンググ設設定定]
をクリックします。

3 デバイスのオフライン状態やカバーの開閉状態など、デバイスの状態を監視す
るには、[スステテーータタススののポポーーリリンンググ]を選択します。 秒数を入力するかまたは上
下矢印をクリックして、ポーリングの[間間隔隔 (秒秒単単位位)] を指定します。 指定可能
な範囲は 5～300 秒です。 デフォルト値は 60 秒です。

4 印刷ページ数の合計やカラー印刷ページ数など、ページ数を集計するには、
[カカウウンンタターーののポポーーリリンンググ] を選択します。 分の値を入力するかまたは上下矢
印をクリックして、ポーリングの[間間隔隔 (分分単単位位)] を指定します。 指定可能な範
囲は 1～10000 分です。 デフォルト値は 60 分です。

5 デバイスで使用可能なトナーの残量を追跡する場合は、[トトナナーー量量ののポポーーリリンン
ググ]を選択します。 デバイスリストのトナー量の列には、四角形のアイコンで
相対的なトナーの残量が示されます。 トナーが空になると、アイコンには感
嘆符が表示されます。 [トトナナーー量量ののポポーーリリンンググ]は、白黒デバイス用のブラック
トナー量を示します。 カラーデバイスに対しては、ポーリングは黒、シア
ン、マゼンタ、イエローのトナー量を示します。

分の値を入力するかまたは上下矢印をクリックして、ポーリングの[間間隔隔 (分分単単
位位)] を指定します。 指定可能な範囲は 1～10000 分です。 デフォルト値は
1440 分です。

6 [OK] をクリックします。

SNMP トトララッッププオオププシショョンンをを編編集集

SNMP プロトコルは、ネットワーク内の管理情報の通信に使用されます。 エ
ラーが発生すると、例えば [用用紙紙をを補補給給ししててくくだだささいい] のように、デバイスは
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自動的にトラップを生成します。 トラップは１人または 2 人の所定のトラッ
プ受信者にエラーメッセージを送信します。 トラップサーバーは、アプリ
ケーション内で実行される SNMP トラップパケットレシーバーです。 トラッ
プパケットを受信するには、ユーザーはトラップサーバーを起動し、次にデバ
イスに付属している説明書にしたがって、デバイス上で SNMP トラップを設
定する必要があります。 TCP ポート 162 が利用可能で、ファイアウォールに
ブロックされていないことが重要です。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン] ダイアログボックスで [トトララッッププ] をクリックします。

3 [ササーーババーースステテーータタスス] には、トラップサーバーが実行中であるかどうかが示さ
れます。 トラップサーバーが実行中でない場合は、 [開開始始] をクリックできま
す。

トラップサーバーと接続できない場合、メッセージが表示されます。 トラッ
プサーバーが起動に失敗した原因を示すエラーメッセージについては、ログ
フォルダーの下のログファイル C:\Program Files\Kyocera\NetViewer\KNV\log
を参照してください。 エラーを修正し、もう一度トラップサーバーの開始を
実行してください。

トラップサーバーが実行中の場合、 [停停止止] をクリックして中止することがで
きます。 サーバーのステータスは、実行中でないことを示すよう変わりま
す。

4 トラップコミュニティー (アプリケーション内に保存) と同じコミュニティー
名を持つ SNMP トラップの受信を許可する場合は、[トトララッッププココミミュュニニテティィーー]
テキストボックスにトラップコミュニティー名を入力します。 デフォルトは
[public] です。

5 アプリケーションが起動するとき常に、トラップサーバーも起動させたい場合
は、[ププロロググララムムのの起起動動時時ににトトララッッププササーーババーーをを自自動動的的にに起起動動すするる] を選択しま
す。 デフォルトは、トラップサーバーが自動的に起動しないよう、オプショ
ンがクリアされる設定になっています。

6 [OK] をクリックします。

部部門門ポポーーリリンンググオオププシショョンンをを編編集集

新規デバイスの、デフォルト部門カウンターポーリング設定を指定できます。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン]ダイアログボックスで、[デデフフォォルルトトのの部部門門ポポーーリリンンググ設設定定]をク
リックします。

3 [新新規規デデババイイススののデデフフォォルルトトのの部部門門カカウウンンタターーポポーーリリンンググ]チェックボックスを
オンにします。

4 [部部門門カカウウンンタターーののポポーーリリンンググ間間隔隔] では、リストから [毎日]、[毎週]、[毎月]を
選択します。
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5 [時時刻刻] テキストボックスに、ポーリングを開始する有効な時刻を直接入力する
か、または上下矢印を使用して時刻を指定します。

6 [部部門門カカウウンンタターーポポーーリリンンググ間間隔隔] に [毎毎週週] を選んだ場合は、[曜曜日日] リストから
ポーリングを行う曜日を選択します。

[部部門門カカウウンンタターーポポーーリリンンググ間間隔隔] に [毎毎月月] を選んだ場合は、[日日付付] リストから
ポーリングを行う日にちを選択します。

7 [警警告告レレベベルル] を選択します。 ポーリング動作は、枚数の 60% 以上がカウント
された時、または枚数の 80% 以上がカウントされたときに警告を表示しま
す。 デフォルト値は 80% です。

8 [OK] をクリックします。

ロロググ管管理理オオププシショョンンをを編編集集

監査ログレコードをクリアする前に、どれだけの期間保存するかを選択できま
す。 クリアする前にレコードを .CSV ファイルに保存することができます。
レコードは [フファァイイルル] > [ロロググレレココーードドをを開開きき監監査査] に表示されます。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン] ダイアログボックスで [ロロググのの管管理理設設定定] をクリックします。

3 [ロロググのの保保存存期期間間] には、ログレコードを保存しておく期間を 5～90 日から選択
します。

4 ログレコードを保存するには、[ククリリアア前前ににロロググレレココーードドををエエククススポポーートト] を選
択します。 [参参照照] をクリックして、ファイル名およびファイルに保存するロ
ケーションを指定します。

5 [OK] をクリックします。

ププロロキキシシーーオオププシショョンンをを編編集集

リモートネットワーク上のデバイスと通信するためのプロキシーサーバー設定
を選択することができます。

1 [編編集集] メニューで、[オオププシショョンン] をクリックします。

2 [オオププシショョンン]ダイアログボックスで [ププロロキキシシーー設設定定]をクリックします。

3 [ププロロキキシシーー] で [オオンン] を選択します。

4 使用する各プロトコルにつき、プロキシーアドレスとポート番号を入力しま
す。

5 サーバーに認証が必要な場合は、[認認証証がが必必要要] を選択します。 [ユユーーザザーー名名] と
[パパススワワーードド] を入力します。
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6 特定のドメインにプロキシーサーバーを使用しない場合は、[次次ののドドメメイインンにに
ははププロロキキシシーーをを使使用用ししなないい]ボックスにドメイン名を入力し、セミコロンで区
切ります。

7 [OK] をクリックします。
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